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　ぬるく春めいた空気をまとった、石いし畳だたみの商店街の朝。隣となりの店から焼きたてのパンの香かおりが漂ただよい始めた頃ころ、クロエ・アングルの一日が始まる。

　十五歳のクロエは、ショコラ屋の店主だ。広大な平野に恵めぐまれた農業国、アズナヴール国の王都の城下町で、大おお店だなのパン屋と肉屋に挟はさまれた小さな家の一階にて「ショコラトリー・クロエ」を営んでいる。

「おはよう、クロエ。いい天気だね」

　一番客は、お得意さんのご老人だ。白い髭ひげをたっぷり蓄たくわえ、肉付きのいい背を丸めて、杖つえをついて隣町から半里もの道のりを歩いてくる。

「いらっしゃい、ラウルおじいちゃん。おはよう！」

　カウンターの内側から、クロエは笑え顔がおと共に答えた。

　この店の従業員はクロエだけだ。ショコラ作りから販はん売ばいまで、すべての作業を一人で行っている。質素なワンピースにエプロンを着け、おさげにした薄うすい金色の髪かみをスカーフで覆おおい、今日も働く気合いは充じゆう分ぶんだ。

「今日は、いつものを二つ？」

「ああ……いや、そっちの珍めずらしい形のは？　新作のトリュフかい？」

　老人が指したのは、ガラスのショーケースの中にあるショコラのうち、真ん中に並べてあるものだ。ケースの中にあるのはほとんどがトリュフ形のショコラだが、それだけが、やや四角い形をしている。

「ああ……やっぱり、そう見えちゃった？」

　案の定な反応をされてしまって、クロエは苦笑いした。一週間かけて試作を重ね、昨晩も遅おそくまで作業をして。これでも、とびきり上手うまく出来たものを並べたつもりだったのだが。

「一応、普ふ通つうにコーティングしたボンボン・ショコラなの」

　それを聞くと、老人は、しまったという顔をした。

「ありゃ。そうか、すまないね。試行錯さく誤ごした自信作だったんだろうに……」

「いいの、いいの。ヘタクソなわたしがいけないんだから」

　老人の人の好よい反応に、かえってこちらが申し訳なくなってしまう。

「いいや、ダメだ」

　だが、老人は頑かたくなに首を振ふった。

「お詫わびになるかわからんが、その新作、全部わしが買うよ」

「ええっ!?」

　全部とはいっても十数個しか並べていないが、老人がいつも買ってくれる量を考えたら、大変な出費だろう。早く売りきれるなら、クロエとしては有り難がたいのだが……。

「そんな気を遣つかってくれなくていいのよ。うちも赤字ぎりぎりだから、割引したりもできないし……」

「わかってるよ。最近はマジー・ショコラ人気のお陰かげで、カカオが高こう騰とうしてるそうだね」

　マジー・ショコラ、通つう称しようマジショコ。その名の通り、魔ま法ほう使つかいの魔力が込められた、魔法のショコラだ。この国では今、マジショコの人気が凄すさまじい。

　マジショコには様々な種類があり、その効能に応じて、食べた人間の疲ひ労ろうを回復したり、病を治したり、長生きや若返りを助けたりしてくれる。その他ほかにも、ある種の麻ま薬やくと同様の効果を持つような、怪あやしげなものもあるらしい。

　そして、マジショコを製造・販売できるのは、マジー・ショコラの作り手を指す「聖せい菓か師し」の資格を持ち、王立の魔法学校を卒業した者だけだ。

　マジショコの効果は、それを作った聖菓師の魔力に比例する。だから、高名な聖菓師のショコラにはものすごい効能があるし、値段もべらぼうに高い。そうでなくても、マジショコの価格はおしなべて高いので、主に貴族階級以上の嗜し好こう品と広く認にん識しきされている。

　マジショコは、アズナヴール国の古代から、その存在を知る者の間にひそかに流通していたそうだ。だが、五十年前に、現在の王によってマジショコに関する法律が定められたことで、聖菓師の資格試験と、魔法学校が設けられ、マジショコの最低価格や販売規定も決められて、一いつ般ぱん庶しよ民みんには手の出ないものになったのだった。

　これによって、現王は「ショコラ王」のあだ名で呼ばれるようになり、今に至るまでその功罪を論あげつらわれている。

「マジショコか……。わたしがもしマジショコを作れたら、おじいちゃんの足もすっかり治してあげられるのに……ごめんね」

　クロエが謝ると、老人はとんでもないと言わんばかりに首を振った。

「何を言うんだ、わしはあんたに感謝してるんだよ。ちょうどひと月前、あんたの作るショコラを食べるようになった頃から、なんだか具合がよくなってのう。ほれ、この通り」

　と言うと、老人は手にしていた杖を外し、天てん井じようの方に向けて見せる。

「膝ひざの痛みが軽くなって、このごろ、近所は杖なしで歩けるようになった」

「ほんと？　よかったね！」

　クロエが喜ぶと、老人は、顔をしわくちゃにして何度も頷うなずく。

「『ショコラトリー・クロエ』の再オープンと聞いて、飛んできてよかった。ありがたや」

　老人は本当にクロエのお陰だと思っているらしく、クロエが恐きよう縮しゆくするほど頭を下げる。

「そんなわけだから、あんたには恩返ししなきゃならない。さあ、そこにあるのを全部おくれ」

「あらぁ、それは困るわね」

　そう言って会話に割り込んできたのは、老人の後ろで順番を待っていた、二番目に来店のご婦人だ。頭に被かぶったスカーフの下から、若々しい黒くろ髪かみがのぞいている。

「クロエちゃんの新作ショコラなら、あたしもぜひ食べてみたいわ」

　彼女もこの店の常連の一人で、三日にあげず顔を出してくれる。半年前にこの町に嫁とついできたショコラ好きの彼女は、近くにショコラ店ができると聞いて、開店前から楽しみにしてくれていたのだとか。

「あたしだって、クロエちゃんのショコラを食べてから、持病の肩かたこりが楽になったような気がするのよ。それに、最近なんだか気分が良くって」

「あんたもかい」

　老人は後ろを振り返る。

「ええ。もしかしたら、クロエちゃんはマジー・ショコラを作ってるんじゃないかって、家族で、そう噂うわさしてるくらいよ」

「えー！　そんなのは無理よ」

　ご婦人の言葉に、クロエは笑い出す。すると、老人も深く頷いた。

「まったくだ。『黒の王宮』を卒業した聖菓師以外は、マジショコを売ってはいけない」

　黒の王宮というのは、魔法学校の通称だ。王城の近くにあり、同じ建築家が建てた魔法学校は、白い王宮と色いろ違ちがいのように似ていたため、そう呼ばれているのだった。

　老人の様子があまりにも真しん剣けんだったので、クロエとご婦人は、なんとなく気まずくなってしまった。

「……やだわ、あたしだって本気で言ったわけじゃないわよ？　ただ、クロエちゃんのショコラがマジショコだったらいいなーって思っただけ。本物のマジショコなんか食べたことないから、普通のショコラとどう違うのかもわからないけど」

　ご婦人の言葉を聞いて、クロエは押し黙だまった。

　──クロエちゃんちのお店が、マジショコの店だったらよかったのに。

　小さい頃から、仲のいい友達に言われてきたことだった。

　元々、この店は、クロエの両親が開いたものだった。田舎いなかのショコラティエだった両親は、クロエが生まれた十五年前、この城下町で自分たちのショコラトリーをオープンさせ、店に娘の名をつけた。

　マジー・ショコラが正式に販売されるようになった五十年前、それまで神話上の食べ物と思われていた「ショコラ」を興味本位で買い求めた庶しよ民みんは、その美味の虜とりこになった。ショコラティエを目指す若者が増え、街にはショコラトリーが続々と開店した。

　けれども、庶民の間で普通のショコラの人気が高まれば高まるほど、マジショコへの憧あこがれも膨ふくらんでいった。

　──クロエちゃんちのショコラがマジショコだったら、うちのお父さんも死ななかったかもしれないのになぁ……。

　一家の大黒柱を失って貧しい生活を余よ儀ぎなくされた友達から、そんなせつない恨うらみ言を聞いたこともあった。

　──うちのショコラは、どうしてマジショコじゃないの？

　クロエ自身、両親にそう訊きいたこともあった。アングル家は、お世辞にも裕ゆう福ふくとは言い難かった。庶民としても中流以下の暮らしで、ショコラを売って稼かせいだお金は、お店の仕入れでほとんど消えた。一週間以上、口にできるのが余りもののショコラだけだったこともある。幼いクロエも店を手伝って必死に働き、恋こいやオシャレとは無む縁えんの生活だった。

　──わたしは、大人になったら聖菓師になって、みんなの病気を治して、お父さんとお母さんに楽をさせてあげる。

　いつからか、クロエはそう心に決めていた。

　両親が亡なくなったのは、二年前の冬のことだ。ある朝、仕入れに出た先で事故に遭あい、二人一いつ緒しよに帰らぬ人となってしまった。

　十三歳だったクロエは、一人で生きていくにはぎりぎり未熟な年ねん齢れいだった。孤こ児じとして教会で暮らして中等学校に通うこと二年、先月の二月に無事学校を卒業した。そして、神父の協力で他人に貸していた我が家と店を取り戻もどし、急ピッチで開店したのが二月の末。

　明日で、店を始めてからちょうど一か月になる。




　それは、正午の鐘かねが鳴った直後だった。隣となりのパン屋の戸がせわしなく開閉する音を聞きながら、クロエは客のいない店内で、厨ちゆう房ぼうから持ってきたショコラを、ショーケースに並べていた。ショコラトリーは、食事時が閑かん散さん時間帯なのだ。

　さっきの老人とご婦人が、新作のショコラを仲良く山分けして帰ってくれたので、もうケースの中にあるのは、いつものトリュフだけだ。

　小さい頃ころから両親を手伝っていたクロエは、七歳になる頃には、見よう見まねでショコラを作ることができた。九歳になる頃には、父親に「トリュフは上出来だ」とお墨すみ付つきをもらった。だが、その他のショコラはてんでダメだ。

　特に、ショコラの基本とも言える、ノーマルな四角形のボンボン・ショコラが、まるで上手うまくできない。不器用なクロエが作ると、基本の四角いフォルムは崩くずれ、どうしてもいびつな仕上がりになってしまう。おまけに装そう飾しよくもガタガタだ。

　というわけで、この店は今、実質ショコラ・トリュフ店と化している。父が太たい鼓こ判ばんを押したクロエのトリュフは、街の人々にもたちまち評判となり、売り上げはけっして悪くない。

　だが、ショコラの価格を両親の頃のままに抑おさえているため、原料が高騰し続ける昨今、このままではいくら売れても利益は出ず、生活は苦しいままだ。

「マジー・ショコラかぁ……」

　トングでショコラをケースに置きながら、クロエは横を向いて溜ため息をつく。

「うちもマジショコを置けたら、もっと評判になると思うんだけどな……」

　しかし、聖菓師になるためには魔法学校へ行かなければならない。魔法学校を卒業するには途と方ほうもない学費が要いるという噂で、庶民のクロエには魔法学校出身の知り合いすらいない。

「一体、どれくらい貯ためれば受験できるのかなぁ……」

　最悪、何十年経たってもいい。このまま地道に商売を続けて、死ぬまでに聖菓師になる。そして、父と母が遺のこしたこの店で、マジショコを売って多くの人々を救い、立派になった自分の姿を、天国の両親に見てもらうのだ。

　決意を新たにして、ケースの中のショコラを見つめたときだった。

　不意に店のドアの開く音がして、思わず肩をビクッと震ふるわせた。あまりにも荒あら々あらしくドアが開いたからだ。

（一体どんな乱暴者？　ドアが壊こわれたら修理代どうしてくれるのよ！）

　とはいえ、お客様はお客様だ。

「いらっしゃいま……」

　しゃがんでいた体勢から立ち上がって、ドアへ視線を向け、そこで言葉を失った。

　立っていたのは、長身の若い男性だった。

　貴族だ。一見して、そう直感した。

　ダークブラウンの短たん髪ぱつに、シリウスブルーの瞳ひとみ。眉び目もくも鼻も、計算されたように整っていて、絵画のように端たん整せいな顔立ちだ。それに上等な仕立ての服、腰こしの長ちよう剣けん、まぶしいほど絢けん爛らんな襟えり元もとの装飾や、王家の家か紋もんをあしらった肩けん章しようつきの上着を見れば、その身分は明白だった。

　近この衛え騎き士しに違いない。伯はく爵しやく以上の爵位を持つ貴族の子息だけがなれるという、王直属の護衛兵だ。

「な……なんのご用ですか」

　貴族の中でも別格のエリートである王の衛兵が、こんな下町のショコラトリーに買い物に来たとは思えない。となれば、思いつくのは悪い理由だ。

　王都の城下町では、王の近衛騎士が治安維い持じの役目を担になっている。言うなれば、警察が来たようなものだ。

「クロエ・アングルは、どこだ」

　身構えるクロエに、近衛騎士は眉ひとつ動かさず言った。低い、威い圧あつ的な声だった。

「……わたし、ですけど……」

　あまりの恐おそろしさに、答えることもままならない。声が喉のどに張りついた。

　すると、近衛騎士は無言でこちらへやってきた。革かわのブーツが、石の床ゆかを穿うがちそうなほど硬こう質しつな足音を立てる。

　彼は躊ちゆう躇ちよなく店の奥へ進み、クロエがいるカウンターの内側へ回ってきた。

「えっ、あの、ちょっと……!?」

　クロエはショコラの載のったトレーとトングを両手に持っていた。近衛騎士はそれを取り上げ、カウンターの上に置く。続いて、自身の腰に手をやったので、斬きられる、と息を吞のんだ。

　だが、彼が手にしたのは長剣ではなく、丸く巻かれたロープだった。

「クロエ・アングル。マジー・ショコラ法違い反はんの咎とがで逮たい捕ほする」

「えっ……」

　一いつ瞬しゆん、何を言われているのかわからなかった。

　近衛騎士は、手元のロープをほどいて、クロエの手首に巻きつける。

「ちょっ……わたし、あなたが何を……おっしゃっているか、さっぱり……」

　うろたえている間に、クロエの両手はみるみるうちに拘こう束そくされ、胴どうの前から動かせなくなってしまう。
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（マジー・ショコラ法って……確か、聖せい菓か師しのギルドが王に定めさせた、マジー・ショコラによる聖菓師の利益を守るための法律よね……？　一体、わたしに何の関係が……？）

　クロエの手首は完全に縛しばり上げられ、近衛騎士がこちらを見る。

　近くで見ると、目が合っただけで恥はずかしくなるほどの美青年だった。どこからともなく品のいい香かおりがして、すべてがクロエとは別世界の人に感じられる。貴族と至近距きよ離りで会話するのは、生まれて初めてのことだった。

　でも、今はそれどころではない。

「クロエ・アングルの罪状は、マジー・ショコラを無む免めん許きよで製造・販はん売ばいしたことだ」

　近衛騎士は、相変わらずにこりともせず、無機質にそう告げた。

「えっ……何それ……そんなの間ま違ちがいだわ！　わたし、マジショコなんて作れません！」

　クロエの主張に、近衛騎士は無表情のまま嘆たん息そくした。

「これを見ても、そんなことが？」

　そう言うと、彼は指をパチンと鳴らした。次の瞬間、何も持っていなかった彼の手に、空のグラスが現れる。

（この人、魔ま術じゆつ師しだ！）

　声にならない驚おどろきで、それを見守った。こんな間近で魔法を見るのも初めてだ。

　彼はカウンターの上にグラスを置いて、もう一度指を鳴らす。すると、その手の中に、今度はガラスの小こ瓶びんが現れた。

「これは、魔法の試験薬」

　彼は説明しながらトングを持ち、トレーの上からショコラを一つ取ってグラスに入れる。

「もし、これが普ふ通つうのショコラなら、試験薬をかけても湿しめるだけ。しかし、ほんの少しでも魔法が含ふくまれているものなら、その魔力に応じて、何かの形に変へん化げする」

　ガラスの小瓶の栓せんが抜ぬかれ、グラスのショコラへ中身の液体が振ふりかけられる。

　次の瞬間、グラスから小さな煙けむりが上がった。

「きゃっ！」

　びっくりして、クロエは拘束された両手で顔を覆おおおうとした。

　煙が消えて、現れたのは……。

「まあ、コマドリ！」

　鮮あざやかなオレンジ色の喉の小鳥が、グラスからひょこっと顔を出した。

（これが……魔法？　わたしのショコラが鳥に……？）

「見ての通り、このショコラは、普通のショコラではない。魔法ランクはＢ級だが、確実に魔力を含んだマジー・ショコラだと証明された」

　近衛騎士は当然のように言うが、クロエはぽかんとするしかない。

「ショコラが鳥に変わったから、これはマジー・ショコラなんですか？　でも、あなたは魔術師だし、薬もグラスもあなたの魔術で出したものです。結果なんかいくらでも……」

　おそるおそるながら反論したが、彼は話にならないという風に首を振った。

「魔法の試験薬のことも知らないとは。これ以上の説明は、時間の無む駄だだ」

　そう言うと、彼はクロエの手を縛ったロープの先を引いた。

「えっ、ちょっ、待っ……」

　手を引っ張られ、意思とは関係なく歩き出してしまう。グラスの中のコマドリが驚いて飛び上がり、近衛騎士が開けたドアから出て行った。

　店を出ると、騒さわぎを聞きつけたのか、数人のご近所さんが店の前でたむろしていた。

「どうしたんだい」

「大だい丈じよう夫ぶか？　何があった？」

　だが、近衛騎士に一いち瞥べつされると、彼らはクロエに声をかけるのをやめる。

　どこから取り出したのか、近衛騎士は白い布を持っていた。みんなの見ている前で、クロエの後ろに回ってそれを鼻先に持ってくる。

「えっ、何……」

　戸と惑まどっているうちに、布で両目が覆われた。布は幅はばが広くて、鼻の方まで垂れている。

　それを見て、周囲の人々がざわめいた。

「まるで犯罪者の扱あつかいじゃないか。一体、あの子が何をしたっていうんだ？」

「なんでも、マジー・ショコラ法違反だとかなんとか……」

「なんだって？　クロエのショコラはマジショコだったのか？」

（何これ……一体どういう冗じよう談だんなの……!?）

「進め」

　ロープを引かれ、クロエは石いし畳だたみの道を歩き出した。

　目め隠かくしで視界を塞ふさがれたと思ったが、目を開けてみると、布はうっすら光を通し、風景の輪りん郭かくがおぼろげに見える。

　近この衛え騎き士しにロープで引かれながら歩くクロエに、行く先々の街の人が注目する。

「城の地ち下か牢ろう行きか……。まだ若いのに、かわいそうに……」

「少女の罪人なんか、衛兵たちにとっちゃ格好の慰なぐさみ者だろうな」

　耳に飛び込んでくる町人たちの言葉に、背筋がぞっとした。王城の地下牢は、王都で罪を犯おかした者だけでなく、他ほかの都市で収しゆう監かんしきれない重罪人が集められてくる、国で一番厳しく、堅けん牢ろうな牢屋だと聞いている。

（そんなところに、わたしが……？）

　さっきまで、下町の小さな店を切り盛りしていた、ただのショコラ屋の娘むすめだったのだ。マジー・ショコラ云うん々ぬんの罪もまるで身に覚えがないし、今の自分の状じよう況きようがわからない。

　近衛騎士は、確かに王城の方へ向かっていた。

　教会広場を抜けると、下町の雰ふん囲い気きは徐じよ々じよに、上流市民の住む、高い家々の街並みに変わる。しばらく歩いて大きな跳はね橋を渡わたると、そこは貴族の邸てい宅たくが立ち並ぶ王城の入り口だ。クロエが未いまだかつて足を踏ふみ入れたことのない、王都の中心だ。

　クロエが通りかかると、貴婦人たちを乗せているらしい馬車が、停車してクロエを見守った。

「ご覧あそばせ、罪人よ。なんて汚けがらわしいのかしら」

「きっと、盗ぬすみか身売りの罪ね。これだから貧びん乏ぼうはイヤだわ」

　クロエは、悔くやしさで下した唇くちびるを嚙かみしめた。

　貧しい庶しよ民みんの大半がそうであるように、クロエも貴族が好きではなかった。貴族が高いお金を払はらって買い占しめるから、庶民にはマジショコが手に入らない。きっとマジショコだけではない。クロエには想像すら及およばないような、様々な美味おいしいもの、楽しいこと、美しいものを、貴族たちだけが享きよう受じゆしている。

　自分は、こんな人たちに誹そしられる覚えはない。この十五年間、貧しいけれども、清く正しく生きてきたつもりだ。神父様の教えをよく聴きき、神のご加護を信じて、どんなにお腹なかが減っても、パン一つ、人様の店先からくすねたことはない。

　それなのに、今こうして牢屋に入れられようとしている。

（お父さん、お母さん、ごめんなさい……）

　天国の両親のことを考えると、目の奥が熱くなって、鼻の奥がぐずついた。この状況が、ただひたすら情けなかった。




　クロエを連れた近衛騎士は、大邸宅の間を通り抜け、まっすぐ宮きゆう殿でんの方へ向かった。石の階段を上ると、立っていた衛兵に軽く会え釈しやくして通過する。

（まさか、王宮に入るの……!?）

　通ったのは大きさからして裏口だと思われるが、入った先は王宮で間違いないだろう。

　眼前には、目がくらみそうに広い大階段がある。赤い絨じゆう毯たんを踏みしめる自分のボロボロの布ぬの靴ぐつを見て、あまりの場違いさに足が震ふるえた。

　クロエが通されたのは、階段を上ってすぐにある部屋だった。外に比べて暗いので、目隠し越ごしでは辺りの様子は不ふ鮮せん明めいだ。

　近衛騎士は先にクロエを部屋に入れると、廊ろう下かの左右を確かく認にんして、無言でドアを閉めた。狭せまい密室で、クロエは彼と二人きりになる。

　──少女の罪人なんか、衛兵たちにとっちゃ格好の慰み者だろうな。

　先ほどの町人の言葉を思い出し、再び身を震わせた。

「……あ、あの！」

　近衛騎士の沈ちん黙もくに恐きよう怖ふして、クロエは自ら喋しやべり出した。

「変な話ですが、聞いてくださいますか？　わたし、男の人に全然モテないんです！　小さい頃ころから、学校が終わると店の手伝いばかりしていて、男の子と遊ぶような暇ひまもなかったし、貧乏だから可愛かわいい服も買ってもらえなくて……よくしてくれるのはお年寄りや、ご婦人のお客さんばかりで、男の子には告白されたこともないんです」

　なんでこんなことを暴ばく露ろしているのかと虚むなしくなるが、これも自分の身を守るためだ。

「だから、わたしなんか弄もてあそんでも、てんでつまらないと思います！」

　クロエの精せい一いつ杯ぱいの主張を受けて、近衛騎士は無言のまま立っている。この部屋に入ってから、わずかではあるが、彼の雰囲気が変わったことに気づいた。

　深呼吸一回ほどの間のあとで、彼はようやく口を開いた。

「この状況下では当然の誤解とお察ししますが、恐おそれながら、私は、ここでそのお言葉の真しん偽ぎを確かめようとするような、命知らずの反逆者ではございません。ご安心を」

　先ほどまでとは打って変わった慇いん懃ぎんな物言いに、クロエは目を丸くする。

「あの、それどういう……」

　言いかけたクロエの後ろに、彼が素す早ばやく回り込む。

「えっ……!?」

　何をされるのかと身構える前に、視界が晴れて、部屋の中が明らかになる。目隠しが外されたのだ。

　そこは、どう考えても罪人の通される場所ではなかった。

　部屋の奥には、赤々と燃える暖だん炉ろが見える。テーブルを囲む椅い子すは、装そう飾しよくの施ほどこされたビロード張りで、ちょっとした晩ばん餐さん会もできそうだ。暖炉の上には、王家の紋もん章しようを絢けん爛らんに刺し繡しゆうしたタペストリーが飾かざってあった。

　近衛騎士は、前に回って、クロエの両手を取った。長ちよう剣けんとは逆側の腰こしに下げていた短剣を引き抜き、ロープと手の間に入れて、一気に引き切る。ちぎれたロープが、足元に落ちた。

　茫ぼう然ぜんとするクロエの前に、近衛騎士はそのまま跪ひざまずいた。右手を胸に当て、深く頭こうべを垂れる姿は、まるで主君を前にしているかのようだ。

「まずは、先ほどまでの非礼をお詫わび申し上げます。私は、近衛騎士団の部隊長、ジルベール・セルヴァンと申す者です」

　クロエは目をぱちくりさせた。

「どういうこと、ですか……？」

　それだけ言うのがやっとだ。ジルベールと名乗った近衛騎士は、顔を上げてクロエを見る。

「口調をお改めください。私は貴女あなたの臣下です」

「シンカ？　シンカって一体……」

　尋たずねながら、手首が痒かゆくて気が散った。見れば、さっきまで縛しばられていた部分が、縄なわ目めの痕あとに沿って赤くなっている。それほど強く拘こう束そくされていたわけではないと思うのだが、ずっと引かれて歩いていたせいだろうか。

「……疼うずきますか？」

　手首を搔かくクロエを見て、ジルベールもそれに気づいたようだった。

「ええ、ちょっと……」

「それは申し訳ございません。少しでも早くお連れしようと、手て荒あらを働いたのは私の落ち度です。……では、こちらを」

　そう言うと、彼は指を鳴らした。その手の中に、小箱が現れる。貴婦人がアクセサリーでも入れるような、いかにも高級そうな装飾の箱だ。

　彼がそれを開けると、中に入っていたのは、一ひと粒つぶのショコラ・トリュフだった。クロエのショコラと似ているが、クロエの作ったものよりずっと綺き麗れいだ。

「……え？　何、これ」

　箱をこちらに突つき出されて、クロエは困こん惑わくした。

「召めし上がってくだされば、わかります」

「え？　どうして今……？」

　事情を飲み込めないクロエが四の五の言っていると、ジルベールは自分が嵌はめていた白い手て袋ぶくろを片方外し、素す手ででショコラをつまんだ。

「では、失礼して……」

　立ち上がった彼が、もう一方の手をクロエの顔に伸のばす。

「えっ!?」

　親指で顎あご先さきを押し下げられ、ひとりでに開いた口に、ショコラが放ほうり込まれた。

「何……」

　だが、次の瞬しゆん間かん、舌の上で溶とけるショコラの味に、押し黙だまらざるを得なかった。

（美味しい……！）

　それは、間ま違ちがいなくショコラ・トリュフだった。だが、その味わいは、今までに食べたどのショコラとも違っていた。

　触ふれた瞬間、舌に馴な染じんで消えるココアパウダーのほのかな苦み。表面のショコラは適度に硬こう質しつで、薄うすくても豊かな香かおりと存在感がある。最後に現れる芳ほう醇じゆんなガナッシュクリームは、心ときめく甘いなめらかさで、このまま喉のどの奥へ流してしまうのが名な残ごり惜おしいほどの味わいにうっとりした。

　それに、胸の奥がほのかに温まるような、どこかなつかしい、この高こう揚よう感かんはなんだろう。

「……これ、どこのお店のショコラ？　とっても美味しい」

　感動して尋ねると、跪いた姿勢に戻もどっていたジルベールが、軽く頭を垂れる。

「セルヴァン家が契けい約やくする聖せい菓か師しのものです。現在この国に八人いる、Ｓ級のランク認定を持つ者の一人です」

「聖菓師!?」

　驚おどろいて、思わず叫さけんだ。

「ってことは、これ、マジー・ショコラ!?」

「はい。外傷用の治ち癒ゆ効果があるものです」

　クロエは自分の手を見る。手首のロープ痕こんは、跡あと形かたもなく消えていた。

「それでは、参りましょう」

　茫然としているクロエに、つと立ち上がって、ジルベールが言った。




　彼がクロエを連れて向かったのは、部屋の奥にあるドアの方だった。入ってきた場所とは違って、廊下ではなく次の間に続いているらしい。

　それがわかったのは、ドアの向こうに、絢爛たる装飾の部屋が見えたからだった。広さは今までいた部屋の何倍もあり、五十人やそこらで宴えん会かいができそうな空間だが、そこには調度品はほとんどない。ただ、足元に金糸を織り込んだ赤い絨毯が敷しかれ、それはまっすぐ前方へ伸びている。その先にいるのは……。

「お連れしました、陛下」

　先導するジルベールの言葉に、耳を疑った。

（陛下って、王様のことじゃない！　ってことは、ここってまさか、玉座の間ってやつ……!?）

　部屋の奥には、金色の肘ひじかけと凝こった背もたれの装飾が目を引く、大きな椅子がある。その背後の壁かべには、先ほどの部屋でも見た王家の紋章のタペストリー。その前には、ジルベールと同じ格好をした近この衛え騎き士しが二人、儀ぎ礼れい的な槍やりを携たずさえて立っている。

　そして、その椅子に座っているのが、ジルベールに「陛下」と呼ばれた人物だ。

　事の重大さはさておき、クロエは一瞬その人に見み惚とれてしまった。

　そこにいたのは、クロエが今まで見たこともないような美び丈じよう夫ふだった。薄い金色の髪かみは、背中の方まで長く垂れ、華はなやかな目鼻立ちの美び貌ぼうを引きたてている。着ているガウンは、ふんだんに刺繡を施されていて、見るからに高級そうだ。

「あとは私が」

　ジルベールが声をかけると、二人の衛兵は一礼して部屋を出て行く。

　ジルベールに先導されてその人物の前に来たクロエは、不安になって彼に訊きいた。

「この方は……？」

　ジルベールはクロエを振ふり返ると、玉座の人物に目をやった。

「この偉い大だいなアズナヴール国を治められる方、現アズナヴール王のジョゼフ一世にあらせられます」

「……!?」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれて、言葉も出ない。

（だって、王様って、七十近くなるおじいさんでしょ!?　この人どう見たって二、三十代にしか見えないわ！）

　クロエの戸と惑まどいをよそに、ジルベールは王の前に跪き、さらに驚くべきことを言った。

「お待たせいたしました、陛下。亡なき第二王子アンリ様のご息女、王女クロエ様をお連れいたしました」

（待って待って待って待って！……今、なんて!?）

　何かの間違いとしか思えない。確かに亡き父の名前はアンリだが、どこにでもある普ふ通つうの名だし、ただの下町のショコラティエだった。王子などではまったくない。

「おお、クロエ！」

　だが、偉大なアズナヴール王は、玉座を放り出してこちらへ駆かけ寄ってきた。そして、あろうことか、棒立ちのクロエに抱だきついてきたのだ！

「会いたかったぞ！　我が孫まご娘むすめよ！　おお、実物はなんと愛らしい！」

「孫!?　えっ!?　人違いです！」

　そう言っても、王のクロエを抱く手には、ますます力が入るばかりだ。背骨が折れるほど強く抱かれ、何度も何度も頰ほおずりされる。

「人違いなどであるものか！　遠見ショコラで毎日見ていたぞ～～！　ああ、本当はもっと早くこの手に抱きたかった！　わしの孫は男児ばかりで……女の孫というのは、かほど可愛かわいいものだったのか！」

「ちょっ、あの、王様、苦しいです……！」

　だが、抗こう議ぎの部分は王の耳には届かなかったようで、クロエを抱く力が緩ゆるむ気配はない。

「王様じゃない、わしのことは『おじいちゃま』と呼んでくれ！　孫娘に『おじいちゃま』と呼ばせるのが、わしの夢だったんだ！」

「絶対イヤです！　意味がわからない！」

「そんなこと言わずに！　後生だから呼んでくれ～～！」

「やめてください！……し、死ぬ──……………！」

　段々弱くなっていくクロエの悲鳴が、謁えつ見けんの間にか細く消えた。
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「はあー……」

　王宮の客用の寝しん室しつで、クロエは着衣のまま横たわっていた。王に力任せに抱きしめられて気を失いかけ、急きゆう遽きよこの部屋に担かつぎ込まれたのだ。

「落ち着かれましたか、クロエ様」

　枕まくら元もとには、ジルベールが跪ひざまずいて控ひかえている。

「落ち着くわけがないわ……」

　百ゆ合りをあしらった壁かべ紙がみが美しい天てん井じようを眺ながめながら、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……状じよう況きようを、もう一度整理してみてもいい？」

「ご随ずい意いに」

　従順に答えるジルベールを横目に見て、背筋がむずむずするような感覚を覚える。

　さっきまで彼に罪人として連行されており、絶望的な気持ちで王城の門をくぐったのだ。今こうして「シンカ」として傅かしずかれているのが、分不相応に思えてドキドキする。

　それでも、クロエが畏かしこまった言こと葉ば遣づかいになるたび「ご口調を」と注意されるので、喋しやべり方だけは普通を心がけた。

「うちのお父さんが、十七年前に城を飛び出した、王様の次男だっていうのよね。身分の低い貴族だったお母さんとの結けつ婚こんを、王様に認めてもらえなくて……」

　先ほど、気絶しかけているときに王から説明されたことを、頭の中で整理する。

「左様でございます」

「……ああ、無理。とてもじゃないけど信じられない。王子？　貴族？　わたしは生まれたときから庶しよ民みんの娘むすめよ」

「恐おそれながら、クロエ様」

　そう言うと、ジルベールが指を鳴らす音が聞こえた。横を見ると、彼は何か小さな本のようなものを手にしている。

「こちらをご覧になれば、アンリ様のご出自をご納なつ得とくいただけるかと存じます。陛下からお見せするよう言いつかっておりましたが、先ほどはそれどころではありませんでしたので」

「何それ？」

　クロエはベッドの上に起き上がり、それを受け取った。

　手の中にあるのは、革かわの表紙の、古びた手帳のようなものだった。





王立バルデュール魔ま法ほう学校　生徒手帳






　表紙には、そう書いてあった。中をめくると、表紙の裏には「アンリ・アズナヴール」の署名。それは間ま違ちがえようもない、よく見知った父の筆ひつ跡せきだった。

「魔法学校!?　お父さん、魔法学校を出た魔法使いだったの……!?」

「いえ、魔法学校を卒業したからといって、必ずしも魔法使いだとは限りません」

　驚きを重ねるクロエに、ジルベールが説明した。

「魔法学校には、三つのコースがあります。そのうち、最も魔法の素養を求められるのが、聖菓師のコース。次いで、魔法騎士コース。その他ほかに神父コースがあり、魔力の弱い生徒が、実じつ践せんではなく理論で魔法を学びます。アンリ様の所属は、神父コースでした」

「詳くわしいのね。もしかして、あなたも魔法学校出身？」

　彼の魔法を思い出して尋たずねると、ジルベールは一瞬言葉に詰つまった。

「……いえ、私は違います」

「でも、魔法が使えるんでしょう？」

「それは、生まれ持った資質です。私は中等学校を出てすぐ、近衛騎士団に所属しました」

　彼は伏ふし目がちに答えた。先ほどからの事務的で淡たん泊ぱくな態度の中では例外的で、なんとなく人間味を感じる。

（もしかして、本当は魔法学校に行きたかったとか……？）

　それは訊いてはいけないことのような気がしたので、クロエは父の話題に戻もどろうと手元の手帳をめくった。そして、カレンダーの部分に記されたメモに目を留めた。





ソフィと図書室で勉強






「お母さんの名前だわ……」

　その他にも、「ソフィと街へ」「ソフィと買い物」など、カレンダーの終わりまで、彼女の名前が度たび々たび登場する。

「アンリ様は、魔法学校で、同級生だった奥方と出会われたそうです」

「……すごく、好きだったんでしょうね」

　母の名を記す父の筆跡には、どことなく弾はずむ心を示すような勢いを感じる。

「まあ、そうじゃなきゃ、駆け落ちなんてしないか……」

　初はつ恋こいも未経験のクロエには、それが一体どれほどの想おもいなのか、想像もつかないが。

「とはいえ、アンリ様が出しゆつ奔ぽんされたのは、奥方とのことだけが原因ではなかったようです」

「どういうこと？」

「治世に対するお考えの上で、陛下とのご対立があったとか。その辺りは、陛下に直接お聞きになった方がよろしいでしょう」

　できれば今聞きたかったが、ジルベールの立場では説明しづらいのかもしれないと察する。

　手帳を閉じ、クロエは改めて父のことを考えた。

「……お父さんが、こんな立派なお城から逃にげて、あんな暮らしをしてたなんて……」

　部屋の中の素す晴ばらしい調度品に目を留めながら、しみじみと呟く。

　心の奥には、まだ信じられない気持ちがある。父も母も、いつも質素な身なりをしていた。街の人と親しくかかわり、気位の高いそぶりは微み塵じんもなかった。

　──お金のある暮らしが、幸せとは限らない。ソフィがいて、クロエがいて。お父さんは今、とても幸せだよ。

　貧しい生活に不満を漏もらすクロエに、父がよく言っていた言葉だ。

（もしかしたら、お父さんは身をもってそのことを知っていたのかもしれない）

　クロエは、父のことをひたすら清貧な人だと思っていた。だが、こうして考えると、父の言葉には実感が込められていたように思える。

「……わたし、お父さんとお母さんは、田舎いなかから出てきたショコラティエだって聞いてた」

「実際、そのような記録はあります。城を出られたアンリ様と奥方は、まず辺境の村でショコラトリーを開かれたとか。それが繁はん盛じようし、王都に出る足あし掛がかりになったそうです」

「でも、それって変じゃない？　お父さんが城から逃げた王子なら、どうしてわざわざ王都に帰ってお店を開いたのかしら。城下町で商売なんかしたら、目と鼻の先にあるお城の人に見つかるかもしれないのに」

「アンリ様は、クロエ様になんとおっしゃっていたのですか？」

「え？」

「王都でお店を開かれた理由について、何かおっしゃっていませんでしたか」

　ジルベールに訊きかれて、クロエは父との記き憶おくを探さぐった。

　──お父さんとお母さんは、少しでも多くの人にショコラを与あたえたかったんだ。それには、人が集まる場所で商売しなくてはならない。

　父の言葉を思い出して、はっとした。もしかして、両親はひそかにマジー・ショコラを作っていたのではないかと思ったのだ。

「あれ？　そういえば、お父さんは、誰だれからショコラの作り方を教わったのかしら？　お母さんは？　お母さんも神父コースだったの？」

「いいえ。彼女は聖せい菓か師しコースだったとうかがっております」

「やっぱり……」

　先ほどマジー・ショコラを口にしたとき、生まれて初めてのはずなのに、どこかなつかしい感じがした。

　小さい頃ころ、クロエは何度か生死にかかわるほどの高熱を出したことがあった。朦もう朧ろうとした意識の中、母が与えてくれたのは、いつも食べたくもないショコラだった。

　──食べなさい、とっておきのショコラよ。

　──いらない。パン粥がゆは？

　──うちにはショコラしかないのよ。さあ、口を開けて。栄養がつけば、きっと治るから。

　あれは、きっとマジショコだったのだ。ショコラを舐なめながらひと眠ねむりすると、クロエの容態はきまって良くなっていた。

　──ショコラには、それだけで人を幸せにする魔法があるのよ。

　そう言って笑っていた母の顔を思い出し、不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるみかける。

「……お母さんは、聖菓師の資格を持っていたのに、どうしてマジー・ショコラの店を出さなかったのかしら？」

「さあ……私にはわかりかねますが」

　そう前置きしながらも、ジルベールは答えてくれた。

「聖菓師として開業するには、聖菓師の資格証を聖菓師のギルドに提示し、屋号を登録する必要があります。アンリ様と逃げた奥方は、身元を隠かくしてひっそりと暮らしたかったのではないでしょうか」

「でも、何のために？　王様は、お父さんの居場所がわかっていても、連れ戻す気はなかったのよね？　城下町に戻ってしばらくして、お父さんたちもそれに気づいたんじゃないかしら」

「だとしても、街の人に身分が知られれば、庶しよ民みんとしては暮らせなくなりますからね」

「……それに、どうして今になってわたしがここに連れてこられたの？　わたし、これからどうなるの？」

　一度考え出すと、疑問は次から次へと数珠じゆずつなぎになる。

「わたしのショコラがマジショコだっていうデタラメは何？　そうよ、わたし、それが一番知りたいわ！」

　寝ね耳みみに水なことがありすぎて、今までそこに関心が回らなかった。

「それについては、わしから説明しよう」

　そのとき、廊ろう下かの方で王の声がした。

「だから、ジルベールよ！　わしの可愛かわいい孫まご娘むすめに会わせてくれ！」

　ドアは内側から施せ錠じようされているらしく、ドアノブが回り、ドンドンとドアを叩たたく音がする。

　だが、ジルベールは立ち上がろうとせず、ドアに向かって平然と言った。

「その可愛い孫娘を、陛下は危あやうく圧死させるところだったのですよ」

「もうしない！　もうしないから！」

「……と、おっしゃっておられますが？」

　うかがいを立てられたクロエは、げんなりした気持ちになる。

（さっき、ほんとにすごかったのよね……今まで会ったこともなかった人なのに）

　クロエの心の声が伝わったのか、ジルベールはドアの方へ向き直って言う。

「クロエ様が完全に落ち着かれるまで、もう少しお待ちください」

「そんなこと言って、わしを閉め出して！　まさかお前、クロエにいやらしいことをしてるんじゃないだろうな!?　クロエ、無事か!?」

　だが、ジルベールはドアを見つめて冷静に答える。

「陛下がそうご案じになるのではないかと思いましたので、こちらには侍じ女じよを付き添そわせましょうかと申しましたら、クロエ様の存在を女官に知られてはならないと、陛下ご自身がお断りになったのではありませんか」

「仕方ないだろう、女官はとにかく口が軽い！　わしの浮うわ気きも、女官の噂うわさ話ばなしのせいで何度亡なき妃きさきにバレたことか……」

（……王様って、女好きなのね……）

　呆あきれるクロエをジルベールがちらと見て、廊下に聞こえるように大きく咳せき払ばらいをする。それで、王もはっとしたようだった。

「ああ、そんな話はどうでもいい！　ともかく、ここを開けてくれぇ～～！」

「……仕方ないですね。国王としてはご立派な方ですが、クロエ様のことになると、いつもああなのです」

（いつも……？）

　ジルベールの言葉が引っかかったが、独り言のような口調だったので、尋ねるのは控ひかえた。

「クロエに会いたい！　どうしたらこのドアを開けてくれる!?」

　ここへきて、王とジルベールの立場は完全に逆転していた。

「さあ……どうしましょう。陛下は私を信用なさっていないようなので、ここを開けたらお咎とがめがあるかもしれませんし」

「ない！　約束する！　わしはお前を信じている！　我が近この衛え騎き士し団の中でも、女に関して信しん頼らいできるのはお前くらいだ！　見み目め好よい男は、とかく手当たり次し第だいに女を口説く」

「陛下がそれを嘆なげかれますか」

　冷ややかに呟つぶやいてから、ジルベールはクロエを振ふり返る。

「……そろそろ開けてもよろしいですか、クロエ様」

「『絶対イヤ』って言っても、開けないわけにはいかないんでしょ？」

　腹を括くくって嘆たん息そくしたクロエだったが、ジルベールは真ま面じ目めな顔で首を振った。

「いいえ、開けないことは可能です。なぜなら、開けなければいいだけですから」

　飄ひよう々ひようと答える彼に、クロエは目をぱちくりさせる。

「もちろん、いつまでもというわけにはいきませんが……私が魔ま法ほうで出せるものにも限りがありますし」

「……でも、あなたにとって、王様の命令は絶対でしょう？」

「いいえ。少なくとも、日付が変わるまでは籠ろう城じようできる理があります。なんといっても、私が命じられた本日の任務は、『クロエ様を城へお連れして、お護まもりすること』ですから」

　そのとんちめいた発想がおかしくて、クロエは思わず笑ってしまう。

「真夜中まで？　そんなに長いこと、この部屋ですることがあるかしら」

「そうですね……お昼ひる寝ねなさってくださっても結構ですし、軽食くらいは出せますので、腹ごしらえなさってください。それにも飽あきたら……」

　天てん井じようの方を見ながら列挙していた彼は、そこでクロエを見ると、相変わらずにこりともせず言った。

「二人でしりとりでもしますか」

　完かん璧ぺきな貴公子の容姿に、まったく表情を変えない冷静さ。そして、ふざけているのか本気なのかわからない提案。

（この人、ちょっと変わってるみたい）

　そう思いながら、クロエは微笑ほほえんでいた。張りつめっぱなしだった心の糸が、ここへきて少し緩んだ気がした。

「……それも面おも白しろいと思うけど、知りたいことは色々あるの。早く王様と話したいわ」

「かしこまりました。では、陛下とスムーズにお話しできるよう、なんとか試みてみましょう」

　ジルベールは立ち上がって歩き、ドアの鍵かぎを開けた。すると……。

「クロエ！　わしの可愛いクロエよ！」

　扉とびらを蹴け破やぶらんばかりの勢いで王が飛び込んできて、クロエの座るベッドに突とつ撃げきしてくる。

　だが。

「グエッ！」

　ベッドの下で奇き妙みような鳴き声がして、王の足が急停止した。

「ひえっ！　かかか、カエル……！」

　たちまち、その顔面が蒼そう白はくになる。ベッドの下を見ると、大きなヒキガエルがいた。

「除のけてくれ、ジルベール！　わしはカエルが大の苦手なんだ！」

「恐おそれ入りますが、陛下。世の中でカエルほど捕つかまえ難がたい生き物はおりません。御ご前ぜんでお見苦しくバタバタするのも憚はばかられますので、あとでじっくり退治いたします」

「ぐぬぬ……これではクロエに近寄れないではないか……」

　家臣に涼すずしい顔で言い返され、王は苦々しげな面おも持もちでカエルのように喉のどを鳴らす。

「その距きよ離りでも、クロエ様とのお話は可能かと思います。クロエ様は、一刻も早く陛下にお訊ききになりたいことがおありだそうですので」

　クロエがジルベールを見ると、彼は王に気づかれないように目配せした。カエルは、彼が魔術で出したのだと気づいた。

（「なんとか試みてみる」って、こういうことだったのね）

　ともかく、それで王はクロエに抱だきつくのを断念したようだ。ドアの方まで後退した王は、ベッドの上で正座するクロエに向かって口を開いた。

「……実は、我が王家は今、何者かに狙ねらわれている。わしは、お前の身に危険が及およぶ前に、そのことを知らせて守りたかった。こうして城に連れて来させたのは、それが理由だ」

「狙われてる……？」

　クロエが尋たずね返すと、王は深く頷うなずく。

「わしが父である先王から王位を譲ゆずり受けて早五十年、いくら毎日不老ショコラを食べていても、保たれるのは見た目の若さばかり。身体からだも気力も、衰おとろえの一いつ途とにあるのを感じている。三年前、いよいよ真しん剣けんに後こう継けいのことを考え始めた頃ころ、三番目の息むす子こである第三王子が亡なくなった。状じよう況きようから考えれば、明らかに暗殺だった」

　当時のことを思い出したのか、王はやり切れない様子で溜ため息をつく。

「二年前には、第一位の王位継承権を持つ、第一王子が亡くなった。こちらも暗殺だ。焦あせったわしは、長年会うこともなかった第二王子……お前の父であるアンリの様子をうかがわせた。わしには、後継となるべき息子が三人しかいなかったからだ。だが、悲運にも、アンリは妻と共に、少し前に事故死していた。そして、お前のことを知ったのだよ、クロエ」

「……それまで、王様は、城を出たあとのお父さんのことを知らなかったんですか？」

「家臣に所在を調べさせてはいたが、詳くわしいことは聞かないようにしていた。あいつは、自ら平民に下ると宣言し、わしとの親子の縁えんを切って城を出て行ったからな」

「王様とお父さんは、どうして喧けん嘩かを……？」

「喧嘩ではない。あいつが、一方的にわしのやり方を批判し、反発していたのだ」

　クロエの問いに、王は大きく首を振って答えた。

「わしは、巷ちまたで『ショコラ王』と呼ばれている。五十年前、聖せい菓か師しのギルドの長年の訴うつたえを認めて『マジー・ショコラ法』を作り、マジショコに関する制度を整えたからだ。それは知っているな？」

　クロエが頷いたのを見て、王は続ける。

「それによって、聖菓師は財を成し、社会の中で名実ともに力を持つようになっていった。同時に、マジショコの値は高こう騰とうし、完全に貴族の嗜し好こう品と化した」

　クロエは、王の話にじっと耳を傾かたむける。ジルベールは、視界の隅すみで、衛兵然として直立していた。

「我が息子アンリは、そのことでわしを強く批判していた。あいつはマジショコを、病に苦しむ大勢の民たみが買えるものにするべきだと訴えた。だが、わしにしてみれば、ショコラ法は、王政確立のためには絶対に不可欠なものだった」

　その口ぶりには、五十年もの間、一国の王として統治を行ってきた者の矜きよう持じが見える。

「一昔前まで、我がアズナヴール国の領土は、何百もの領主によって占せん有ゆうされ、封ほう建けん的な統治状態にあった。それを、貴族に領地を寄進させることを条件に、ショコラ法を制定したことで、わしの直接支配地が拡大し、アズナヴール国王の権力は強力なものになったのだ」

　クロエの沈ちん黙もくをどう思ったのか、王はそこで口調を幾いく分ぶんやわらげる。

「我が王政を批判する者もいるだろうが、わしは暴君ではない。国防を固め、民を守るためには、強い『国家』が必要だった。事実、異民族との戦いくさは、わしが統治するようになった五十年前から格段に減っている。わしは多くの民の命を救ったのだ！」

　そう言って、王はガハハと笑った。話の内容からも、見た目とは裏腹な、王の豪ごう傑けつといえる人物像がわかる。

　学校で歴史を学んだクロエは、王の言っていることには理があることを知っていた。一方で、父の気持ちも十二分に理解できた。

「アンリがどれだけわしを批判しても、王位に就つけなければ政治を変えることはできない。わしの王位を継つぐのは、兄の第一王子と決まっていた。不満を抱かかえたアンリは、恋こい人びとである男だん爵しやく家の娘むすめとの結けつ婚こんを反対されたのをきっかけに、彼女を連れて王宮を出て行った」

　そこまで言うと、王は急に意い気き消しよう沈ちんしたように肩かたを落とした。

「……今思うと、わしもつまらない意地を張った。こんなことになるなら……わしより先に、向こうの命がなくなると知っていたら、話し合いをして、再びあいつを城に呼び寄せることもできたかもしれないのに」

　その口ぶりには、王ではなく父親としてのせつなさが滲にじんでいる気がする。

（どちらかが悪いとは言い切れない。お父さんも、王様も……）

　頭ではそう思いながらも、クロエは亡き父に同情していた。親子としての情はもちろん、それは庶しよ民みんとして暮らしてきた実感のせいかもしれない。

「わしがアンリの死を知ったとき、お前はすでに孤こ児じとして教会に引き取られていた。庶民として暮らすお前を見て、わしは、このまま王家とのかかわりを断っていた方が、この子の身のためではないかと思い、遠くからひそかに見守ることにした」

　その言葉に驚おどろいて、クロエは王を見つめる。

「殺されているのは男子ばかりだが、王家全体が狙われていることに変わりはない。市し井せいの方が安全だと思っての判断だったが、お前の店がオープンしたとき、事情が変わった」

「ちょっと待ってください！　見守るって……王様、まさか城下町へ？」

　どうしても気になって言葉を挟はさむと、王は「いいや」と首を振ふった。

「わしは王城を出るような危険を冒おかすことはできない。現在の王位継承予定者は、第一王子の長男のミシェルだが、やつはまだ魔ま法ほう学校生だ。ミシェルが学校を卒業して、立派に王位を継げるようになるまで、わしは暗殺されるわけにはいかんのだ」

　そこで、ジルベールが補足するように口を開いた。

「マジー・ショコラの中には、遠見ショコラ、地じ獄ごく耳みみショコラというものがございます。前者は遠く離はなれた場所にいる人を見ることができるもの、後者は、遠く離れた場所の音や会話を聞くことができるもので、両方を一いつ遍ぺんに食べることで、遠く離れた意中の人物を、まるで目の前にいるかのごとき臨場感で感じることができます」

　それを聞いて、クロエは口をあんぐり開ける。

「それって……」

「この二年間、陛下はショコラによって日課のようにクロエ様のことを見て、我々臣下にも、孫まご娘むすめの可愛かわいさをご自じ慢まんなさっていたわけです」

　クロエは顔から血の気が引いていくのを感じた。

「噓うそでしょ……いやーっ！　信じられないっ！　エッチ！」

「エッチだと!?　おじいちゃまに向かってなんてことを言うんだ！」

「だって、プライバシーの侵しん害がいよ───ッ！」

「仕方ないだろう！　わしに孫娘がいたんだぞ！　しかもこんなに愛らしい……！」

　抗こう議ぎの声を上げるクロエに、王は諸もろ手てを挙げて言い訳する。

「だからこそ、お前がショコラ店を開くことも、すぐに知ることができた。矢も盾たてもたまらず、開店の日にさっそくショコラを買ってこさせたんだぞ」

「えっ!?　王様、わたしのショコラを召めし上がったんですか!?」

　国王の口に入るショコラを作る名めい誉よを拝したショコラティエが、一体この国に何人いるだろう。未いまだ庶民気分のクロエは、それを聞いてわずかならぬ興奮を覚える。

「ああ。お前のショコラを食べて、わしは驚いた。一日およそ数十個のマジショコを食べているわしの舌はごまかせない。お前が作ったトリュフは、マジー・ショコラだったのだ」

「えっ……!?」

　それは、思ってもみないことだった。

「じゃあ、わたしのショコラがマジショコだっていう話は、デタラメじゃなくて……」

「事実です。あの薬も、実際に魔法使いの間で広く使われている魔法試験薬です」

　ジルベールが、必要なことだけ端たん的てきに答えた。

「このままお前が商売を続ければ、いずれマジショコを無許可販はん売ばいしていることが露ろ見けんし、聖菓師のギルドに目をつけられる。それはまずいと思ったのだ。なぜなら……」

　そう言うと、王は部屋の中の左右を見て、急に声を潜ひそめた。

「わしは、王家の暗殺の裏には、優ゆう秀しゆうな聖菓師がいるのではないかと見ている」

「えっ……どういうことですか……？」

　クロエも息を詰つめ、王の話に聞き入る。

「殺された王子たちには、外傷がなかった。毒物を使われた痕こん跡せきもない。ただ、王子たちの遺体の口元には、ショコラの香かおりだけが漂ただよっていた」

「ということは……」

「人を死に至らしめるマジー・ショコラが使われたのだ。そんなショコラは、聖菓師の資格を持つエリート魔術師にしか作れない」

　クロエは息を吞のんだ。人々の幸福のためにショコラを作る聖菓師が、殺人を犯おかすなんて。

「……でも、ジルベールはわたしをショコラ法違い反はんの罪で連行したでしょう？　そのことは街の人も見てます。無許可でマジショコを売っていた人間として、いずれにしろ聖菓師のギルドに目をつけられませんか？」

「無許可でマジショコを販売するショコラティエは、市中にも時たま現れますし、通常では、初犯で投とう獄ごくされるような重罪ではありません。わずかにでも魔法使いの血を引く者がショコラを作ると、たとえ本人が無自覚でも、ショコラには魔力が宿ってしまうものなのです」

　王の代わりに答えたのは、ジルベールだった。

「……どういうこと？」

「成熟した魔法使いは、己おのれの魔力を制せい御ぎよすることができますが、魔力の弱い者にはできません。聖菓師は普ふ通つうのショコラも作ることができますが、未熟な魔術師が作ったショコラは、本人の意思にかかわらず、必ず低ランクのマジー・ショコラになってしまうということです」

　ジルベールは、相変わらず淡たん々たんと説明する。

「現に、クロエ様のショコラがマジショコではないかという噂うわさは、すでに客の間で出回り始めていました。それゆえ、あえて白昼、衆しゆう人じん環かん視しのもとで逮たい捕ほ劇を演じた次し第だいです」

　クロエは、はっとした。

　──もしかしたら、クロエちゃんはマジー・ショコラを作ってるんじゃないかって、家族で、そう噂してるくらいよ。

　今朝、常連客のご婦人が言っていたことを思い出したのだ。

「早めに逮捕されて処分を受けたとあれば、現時点で、聖菓師のギルドがクロエに関心を示すことはあるまい」

「……まさか、わたしに、ショコラを作るのをやめて、ここで暮らせと言うんですか……？」

　嫌いやな予感がして、クロエは先回りして王に言った。

「父と母が死んでから、この二年間、わたしがどんな生活をしてきたか……わたしのことを見ていたなら、ご存じでしょう？」

　クロエの訴うつたえに、王の顔には罪悪感のような翳かげりが見える。

「もちろん、知っているよ。かわいそうだとは思っていたが、タイミングが……」

「わたしは、一人で生きてきました。両親が亡なくなって、引き取ってくれる親しん戚せきもいなくて。教会で身よりのない大勢の子と一いつ緒しよに暮らしてきたんです」

　教会での暮らしは楽しいこともあったが、両親を亡くした悲しさ、人々から見くびられる悔くやしさと惨みじめさは、クロエの心から消えることはない。

　それでも、ここまでやってこられたのだ。その自負が、クロエにはあった。

「わたしから、あの店を奪うばわないでください。わたしを育ててくれたのは、王子様でも聖せい菓か師しでもありません。下町でただのショコラ屋をやっていた、わたしのお父さんとお母さんです。あの店は、お父さんとお母さんの形見なんです」

　言いながら、涙なみだがぽろぽろ零こぼれて、エプロンの胸当てに染しみ込んだ。

　ジルベールが、純白のハンカチを渡わたしてくれる。それを手に握にぎりしめたまま、クロエは静かに口を開いた。

「王女なんて無理です。たとえ命を狙ねらわれることになったとしても、わたしは、死ぬまで下町のショコラティエールとして生きていきます」

　涙を堪こらえて、そう言い放った。

　王は、しばらく無言だった。それから、ふうっと嘆たん息そくする。

「……さすが、アンリの娘だな」

　その口調は、すでに何かを諦あきらめきっているようだった。

「たぶん、お前はそう言うだろうと思っていた。だから、わしはお前にショコラ屋をやめろと言うつもりはない。ただ、少しの間、店を閉めてもらえるようお願いしたい」

「……少し？　少しって、どれくらい……」

「二年間だ。真ま面じ目めに学べば、長くてもそれで卒業できる」

「学ぶ？　卒業……？」

　まさか、と息を吞むクロエに、王は厳おごそかな口調で言った。

「お前は魔法学校に通って、一人前の聖菓師になりなさい」

　夢ではないかと思った。

　こんなこと、今朝まで予想もしていなかった。

「聖菓師になるのは、お前自身の夢でもあったんだろう？　『ショコラトリー・クロエ』がマジー・ショコラの店になれば、マジショコを売っても誰だれも咎とがめないぞ」

　目を見開いて微び動どうだにしないクロエに、王は威い厳げんのある姿で語りかける。

「わしが、なぜ、今日、ジルベールにお前を連れてこさせたかわかるか？　入学式までに一日半あれば、色んなことがぎりぎり間に合うからだ」

　そして、急展開から取り残されて茫ぼう然ぜんとするクロエを見つめた。

「あさってから、お前は魔ま法ほう学校生だ。入学の手続きは、もう済んでいる」

　そう言って、満面に笑えみを湛たたえる。

「嬉うれしいか？　嬉しいだろ？　ほれほれ、『おじいちゃま大好き！』って抱だきついてくれていいんだぞ？　ほっぺにキスもしてくれ！　ん～～！　た・ま・ら・ん！」

「…………」

　一人で悶もん絶ぜつする王のことはもはや眼中にもなく、クロエはようやく自分の置かれた境きよう遇ぐうを理解した。

「ええええ───────っ!?」

　下町のショコラティエールだったクロエ・アングルが、罪人から王女になり、そして魔法学校の生徒となる。この怒ど濤とうの一日は、まだ終わりそうになかった。
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　新たな始まりの日の朝は、最悪な目覚めだった。

「えっ！　何この時間!?」

　目を開けたクロエは、手を伸のばして摑つかんだ時計を見て、愕がく然ぜんとした。

　昨日クロエに与あたえられた、女子寮りようの二階にある個室。ベッドと机とクローゼットで一いつ杯ぱいの狭せまい部屋で、バタバタと身み支じ度たくを始めた。

「信じられない！　今日は入学式なのに！」

　一昨日おとといは、ほとんど徹てつ夜やだった。あれからクロエは、ジルベールの実家であるセルヴァン侯こう爵しやく邸ていで、制服の採寸や教科書や学用品の購こう入にゆうなど、入学に当たっての作業を行った。ようやく解放されて入寮したのが昨日の夜、ベッドに横たわって目を閉じたら今だった。

　こんなことになるなんて、まったく思っていなかった。魔法学校に入るのはクロエの夢でもあったが、受験もしていないのに、いきなり入学だなんて。

　──魔法学校には受験の必要はない。身元の確かな者が入学を希望し、入学金を用意することができれば入れる。その分、卒業するのはちょっと難しいけどな。

　──身元の確かなって……わたしの身元は、どうなってるんですか？

　──安心しなさい。「アンリ・アングルの娘むすめ、クロエ・アングル」で通している。学費等の保証のため貴族の後見人が必要だから、セルヴァン侯爵を遠とお縁えんの者ということにして手続きさせた。それとも、やっぱり王女として学校に通うか？

　──いいえ……。それに、王女だと明かしたら、危険なんじゃないですか？

　──魔法学校にいるうちは大だい丈じよう夫ぶだろう。あそこには、王家に最も忠誠を誓ちかう、強力な魔法使いの臣下たちが教師として勤めている。ただ……お前が王女と知られれば、下町の「ショコラトリー・クロエ」は、再開が難しくなるかもしれないな。まあ、そうなったら王宮内に移転すればいいだろう。とびきり綺き麗れいな店を作ってやるぞ？　ん？

　──け……けっこうです！

　王の思おも惑わくはわかっている。本当は、クロエに王女の身分を明かさせたいのだ。そしてクロエを王宮に招き、身近に置いて可愛かわいがりたいのだろう。もしかしたら、この二年間、王はこういうチャンスをずっと待っていたのかもしれない。

「はあ……」

　王との会話を思い出して、溜ため息をつきながら、首元にスカーフを結んだ。

　魔法学校の制服は、白いブラウス、白いベストという上衣の首元に白いスカーフを巻き、床ゆかすれすれの黒いロングスカートを穿はく。その上から、ローブのようにたっぷりと広がる黒いジャケットを羽織れば完成だ。魔法使いの学校というからおどろおどろしい制服をイメージしていたが、どちらかといえばシスターの雰ふん囲い気きに近い、清せい楚そで洗練された装よそおいだ。

「何このスカート、長すぎて踏ふんづけそう！　男子と同じズボンがよかった！」

　部屋を飛び出したクロエは、スカートを膝ひざまでたくし上げ、寮の階段を二段飛ばしで下りていく。教会で暮らしていたとき、男子に食事を先に奪われないよう身につけた脚きやく力りよくだ。

　寮の建物を出ると、目の前に黒っぽい石造りの城が現れた。「黒の王宮」のあだ名の通り、白い石造りの王城とは、色いろ違ちがいのように雰囲気が似ている。扉とびらの前に衛兵がいないのが不思議なくらいだ。

　クロエの他ほかに、辺りに遅ち刻こく者は見当たらない。誰もいない廊ろう下かを走り、向かったのは、一階の奥の大広間だった。今日はそこで「入学式」が行われるという話だった。

　木製のドアを開けると、中には、クロエと同じ制服を着た大勢の生徒がいた。生徒たちは、六人ずつ丸テーブルに着いている。テーブルの数はざっと数えても十数個はあるから、全部で百人ほどいるのではないだろうか。彼らは、クロエが入ったドアとは逆方向に顔を向け、部屋の奥の中央にいる人物を見ていた。

「バルデュール魔法学校へようこそ。一年生の学年主任のドルイユです」

　幸いにも、式は始まったばかりのようだった。低い貫かん禄ろくのある声で言った女性は、深ふか紫むらさき色のドレスを着た、細身の老婦人だった。威厳のある表情は、確かに女教師然としている。

「これから入学するみなさんに、我が校の理念をご説明したいと思います」

　彼女の後ろの壁かべには、ゴブラン織りのタペストリーと、上等なオークの調度品がある。内装も王城に似た雰囲気で、クロエが知っている学校の入学式の様子とはまったく違っていた。

（すごい……ほんとに王宮みたい……）

「今から数千年前の神話の時代。魔法の力は神のものであり、人間は無力でした。ですが、ある日、神は人間界で、ある木の実に魅み入いられます。神はその実の味に夢中になり、天界にはなかったその実の木を譲ゆずってくれるよう、人間に頼たのみます」

　ぼんやり突つっ立っていたクロエだったが、座った方がいいと気づいた。手前のテーブルの席が空いていたので、なるべく音を立てないように椅い子すを引いて座った。

「神は、その木を譲ってくれた人間に、お礼として魔法を与えます。そうして天上に持ち帰られた木の実は『神テのオ食ブべロ物マ』と呼ばれ、元々地上にあったものまでもが聖別されるようになります。これがカカオの実です。そして、この神こそが、現代まで続くアズナヴール王のご先祖となる方です」

　アズナヴールではよく知られた神話だ。当然クロエも知っている。

（これがほんとなら、わたしも神の末まつ裔えいってことか……全然ピンと来ないな）

　もちろん、世間の人間が神話をまるきり信じているわけではない。ただ、近きん隣りん他国に比べてアズナヴールの人々の王家に対する敬意が強い理由の一端は、おそらくこの物語に由来する。

「一方、神から魔法を与えられた人間は、神の下僕となり、魔法を持たない人間たちを束ねる存在になっていきます。これが貴族です」

　クロエは、おやと思った。この部分はよく知らない。

「貴族は『神テのオ食ブべロ物マ』によってマジー・ショコラを作り、人間界を発展させました。その功績を称たたえ、そして、さらなる貢こう献けんを期待され、我らの王である神の末裔、ジョゼフ一世が設立されたのが、このバルデュール魔法学校です」

　一呼吸置いて、教きよう諭ゆは大広間の新入生を見み渡わたした。

「みなさんの多くは、貴族のご家庭に生まれた方ですね」

　それを聞いて、思わず先生から目を逸そらしてしまう。

「神話が示す通り、魔法は貴族にしか使えません。現在、アズナヴール国の聖せい菓か師しの九割が貴族です。残りの一割は、身分こそ貴族階級ではありませんが、庶しよ子しやその子孫など、なんらかの形で貴族の血が入った者。しかし、魔法使い同士の結けつ婚こんでなければ血は薄うすまるので、純血の魔法使いの血は、貴族の間でのみ繁はん栄えいしていくわけです」

　それも初めて知った。自身を庶民と信じながら聖菓師を目指していた今までの自分が、どれだけおめでたい存在だったかわかった。生まれつき魔法の素質がなくても、魔法学校に通えば魔法を習得できると思っていたなんて。

　高い学費を払はらって、使えるはずのない魔法を習う者は稀まれだろう。新入生のほとんど全員が貴族だというのも、納なつ得とくの話だ。この学校全体に漂ただよう、いかにも貴族的な雰囲気が理解できた気がした。

　入学式が進むにつれて、その雰囲気は濃のう厚こうになった。

　ドルイユ教諭の話が終わると、続いては校長の挨あい拶さつ。そのあとには、聖菓師のギルド長や、魔法騎き士し、神父のＯＢの挨拶などがあった。その全員が、爵しやく位いを持つ貴族だった。

　きわめつきは、式の終わりだ。

「ただいまから、新入生歓かん迎げいのダンスパーティを行います」

　司会役のドルイユ教諭が言うと、生徒たちが囲んでいた円えん卓たくが一いつ斉せいに消えて、大広間はたちまちダンスフロアと化す。出入り口からは、在校生と思おぼしき制服姿の生徒たちがなだれ込んできて、室内は一気に賑にぎやかになった。

　遠くの方で「きゃーっ！」と黄色い声が上がって、クロエはそちらに注目した。

「ミシェル様よ」

　周囲の女生徒が、そう噂うわさしているのが耳に入った。その名を聞いて、思い出す。

　──現在の王位継けい承しよう予定者は、第一王子の長男のミシェルだが、やつはまだ魔ま法ほう学校生だ。

　王様の言うことによれば、ミシェルは、クロエの父の兄の息むす子こだ。クロエにとっては従兄いとこということになる。

「ミシェル様、今日も素す敵てき」

「本当にお美しいわ……」

　向こうにいる女生徒たちが、その方向を見て溜め息を漏もらしている。好こう奇き心しんから、クロエは人ごみをかきわけて、彼女たちの視線の方向へ移動した。

　その人が現れた瞬しゆん間かん、彼がミシェルだと確信した。

　女性と見まごう美しい顔立ちに、細身でしなやかな身体からだ。長めに整えられた金色の髪かみは、ウェーブがかかって、整った顔に一段と華はなやかさを添そえている。中性的な美しさを持つ彼は、浮うき世離ばなれしたような美少年だった。

　髪の毛の色合いといい、確かに、どことなく王に似ているような気もする。

「あ、見つけた」

　クロエと目が合うと、彼はそう言ってこちらへ歩いてきた。棒立ちになっているクロエの前で立ち止まり、微笑ほほえみかけてくる。

「僕はミシェル」

　思わずぼうっと見み惚とれてしまってから、クロエも自己紹しよう介かいのために口を開こうとした。その唇くちびるを、ミシェルが人差し指で押さえる。

「わかってるよ」

　意味ありげに見つめて、彼は微笑んだ。

「クロエ・アングル。……でしょ？」

　唇を押さえられているので、クロエは無言で頷うなずいた。ミシェルは笑って指を外す。

「遠見ショコラで見るより、実物は可愛いね」

「えっ!?」

　この人にも、ショコラで見られていたのか。そう思うと恥はずかしい。

「よかったら、一曲どう？」

　気がつくと、辺りには音楽が流れ、周囲の生徒たちは男女ペアになって踊おどっていた。だが、クロエは首を振ふる。
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「踊れないので……」

「大だい丈じよう夫ぶ。教えてあげるよ」

　そう言うと、ミシェルはクロエの手を取って歩き出した。

　次の瞬間、クロエは彼とワルツを踊っていた。

「ウソ……!?」

　簡単なステップだが、確かに自分の足で、貴族の踊りを踊っている。

「……これ、魔法ですか？」

「ん？」

　驚おどろいて尋たずねると、ミシェルは笑った。

「違うよ。僕は、魔法使いじゃないから。……この音楽は、先生たちの魔法だけどね」

　彼が上を示すので見てみると、天てん井じようの近くに、いくつものバイオリンやチェロが浮いて、勝手に演奏されている。初めて見る大がかりな魔法に、思わず踊りながら見入ってしまう。

　それからフロアを見回して、自分が踊れているからくりがわかった。周りのカップルは、片方の手を繫つなぎ、片方の手を互たがいの背中に回しているが、ミシェルはその手をクロエの腰こしに添えている。そのため互いの腰が密着し、クロエはミシェルの動きで次に進む方向がわかって、ひとりでに足を踏ふみ出せるのだった。

　ダンス初心者のクロエにも、彼が相当手慣れていることがわかって感心する。

「僕は神父コースの二年生。十六歳だから、君の一つ年上かな？」

「そう……ですね」

　ミシェルに話しかけられても、クロエには話を続ける余よ裕ゆうもない。ダンスもそうだが、異性とこんなに密着するのも初めてだった。ミシェルがあまり男くさくない人なので、それほど緊きん張ちようせずに済んだのが幸いだ。

　すると、ミシェルはクロエの耳元に唇を近づけた。華やかな香こう気きに白びやく檀だんが立ち上る、なんともいえない美しい香かおりに、鼻び腔こうを甘くくすぐられる。

「ずっと妹が欲しかったんだ。従妹いとこができて嬉うれしいよ」

　それを聞いて、クロエは目を瞬まばたかせた。

（……やっぱり、この人は王族だから知ってるんだ）

　そう思っていると、彼は顔を離はなし、クロエを見つめて微笑む。

「しかも、君みたいに可愛かわいい子なら、なおさらね」

「えっ……」

　頰ほおが、みるみる火ほ照てるのを感じる。お世辞だとわかっているが、こんな綺き麗れいな男の人に褒ほめられたことが、たまらなく恥ずかしい。

　そんなクロエの様子を見て、ミシェルはおかしそうに噴ふき出した。

「……君、ほんとに可愛いね」

　ちょうど曲が終わって、彼はゆるやかに立ち止まる。そして、クロエの頭に手を伸のばした。

「これ、ない方がいいな」

　ミシェルが触ふれたのは、クロエの被かぶっていたスカーフだった。

「僕と同じ金きん髪ぱつだろ？　見てみたい」

　そう言うと、彼はクロエから離れた。

「じゃあね、また」

　踵きびすを返して去っていくミシェルを、女生徒たちが追いかける。

「ミシェル様、私と踊ってください！」

「いいえ、私のお相手を！」

　その一方で、クロエの方には冷たい視線が集まる。

「……誰だれかしら、あの新入生。ミシェル様が一番にお相手するなんて」

「さあ。私は存じ上げないわ」

　ひそひそと噂されるのが気まずくて、クロエは逃にげるように人の間を縫ぬって移動する。だが、下町のように親しげに声をかけてくれる人はいない。いるのはツンと取り澄すました顔ばかり。大広間の端はしには食事も用意され、まるで貴族のダンスパーティにまぎれこんだ気分だ。

（場ば違ちがいだわ……っていうか、これが学校の入学式!?　わたしが知ってる学校とは全然違う。入学式なのに、なんかみんな知り合いみたいだし……）

　辺りはすっかりパーティ一色の様相で、これから何か事務的なことが始まるとも思えない。もう帰ってしまおうと、入ってきたときと同じドアから大広間を出た。

　誰もいない廊ろう下かを歩き始めたとき、ふと目の前に黒い影かげが現れた。

（何……？）

　目を凝こらすと、それは黒くろ猫ねこだった。

「あら、可愛い。どこの猫？　学校で飼ってる……なんてこと、あったりするのかな？」

　クロエは小さな動物が好きだった。街中で野の良ら猫ねこを見たときと同じように、近くに寄って、しゃがんで触さわろうとする。

　すると、黒猫はプイッとそっぽを向いた。その様子が、さっきまで周りにいた、貴族の子女たちの様子と重なる。

「まあ……お前も貴族なの？　庶しよ民みんに触られるのはイヤ？」

　拗すねたような口調で言ってみると、幾いく分ぶんすっきりした気がする。自分が王女であると思えば誇ほこりも湧わいてこようが、クロエはまだそんな気持ちにはなれなかった。

（ミシェル様、素す敵てきだったな……。あんな方と従兄妹いとこだっていうのに、わたしは全然綺麗じゃない）

　もし生まれたときから王宮で暮らしていたら、自分も今いま頃ごろ、あの場を楽しめる華やかな貴婦人になっていたのだろうか。

　そんなことを考えていると、いつの間にか、目の前の黒猫がクロエをじっと見つめていた。

「……何？」

　その瞳ひとみには、どこか哲てつ学がく的な光が宿っているような気がする。思わず見つめ返すと、黒猫はゆっくり踵を返した。数歩進んで、こちらを振り返る。それはまるで「おいで」と言っているようだった。

　気がつくと、クロエは黒猫を追って歩き出していた。

　黒猫は、誰も通らない廊下を優ゆう雅がに歩いた。けっして走らず、クロエがついて行けるスピードを保ちながら、迷いのない足取りで進んでいく。

　廊下を何度目かに折れたとき、長い回かい廊ろうに出た。噴ふん水すいが豊かに噴きあげる中庭を横目に歩いていくと、廊下が終わって、外の景色が見える。

　校舎を出た先には、石いし畳だたみの道が三方向に延びていた。黒猫はその中の一本の道を、相変わらず一定の速さで歩いていく。その道は、鬱うつ蒼そうとした森のように見える場所に続いていた。

　近くに行くと、その森は誰かに所有されている庭だとわかった。手入れが行き届いていないのか、黒い鉄てつ柵さくに囲まれた敷しき地ちの中から、緑の木々が逃のがれんばかりに枝を伸ばしているせいで、一見、森のように見えたのだった。

「……ここに入るの？」

　黒猫は、柵の前で立ち止まってクロエを見上げている。

「でも、どこから入れるのかな……？」

　周りをぐるっと歩いてみたところ、ある場所に鉄の扉とびらを見つける。どうせ鍵かぎがかかっているだろうと思って押してみると、なんと大した手ごたえもなく向こうに開いた。

　中に入ってみて、驚いた。

「うわあ……綺麗！」

　そこは、薔ば薇ら園だった。手入れがされていないように見えたのは外側だけで、中には見事な枝ぶりの木々に薔薇の花が、赤、ピンク、白、黄色など、種々可か憐れんな色で咲さき誇っている。

「……あれ？」

　つい薔薇に夢中になっていたクロエは、黒猫の姿が見えないことにようやく気づいた。

「どこにいるの？　外に置いてきちゃったのかな？　それとも奥？」

　独り言を言いながら、庭の中を進んでいく。両側に咲き乱れる色とりどりの薔薇の壁かべが、クロエの足をひとりでに奥へ誘いざなった。

　そして、両側が開けたとき、目の前に現れたのは、中央に噴水を擁ようする小さな泉だった。神話の神々を模した彫ちよう刻こくの足元で、たゆたう水が、大理石の白をまろやかに映している。

「あ……！」

　思わず声が出たのは、そこに先客がいたからだった。

　泉の縁ふちに、一人の青年が腰こし掛かけていた。クロエの声でこちらに気づき、顔を上げる。

「うわあっ！……勝手に入ってごめんなさい！」

　彼は立ち上がり、大げさに焦あせって頭を下げた。

「えっ？」

　戸と惑まどっていると、彼はクロエを正視して安あん堵どの表情になった。

「あ……なんだ。てっきり先生かと……」

　そう言った彼は、内気そうな青年だった。クロエより年上のようだが、おどおどした様子で気弱そうに見えるので、威い圧あつ的な感じはしない。

「こんにちは」

　気位の高そうな生徒ばかりで閉口していたので、クロエはなんとなくほっとした。彼の方も、ようやくクロエに微び笑しようを向ける。

「こんにちは。俺は、新入生のユーリク・ゲラン。入学式がイヤになって、サボろうとしてここを見つけました。貴族の人たちには、あまり馴な染じめなくて……」

「あなたも!?」

　思わず大声を上げてから、我に返った。まだ彼に自分の名前も言っていない。

「わたしはクロエ・アングル。わたしも新入生よ」

「ほんと？　よろしく、クロエ」

　ユーリクはくだけた口調になって、嬉しそうに笑う。そんな彼に、クロエは尋たずねた。

「あのう……あなた、貴族じゃないの？」

　そのことが、気になって仕方ない。

「ああ、うん。魔ま法ほうは使えないけど、神父コースで魔法を学びたくてこの学校に入ったんだ。おかしい？」

「ううん」

　クロエは慌あわてて首を振ふった。

「わたしも平民なの。魔法は……まだ、よくわからないけど」

「そうなんだ」

　ユーリクは、興味深そうにクロエを見つめる。

「よかったら、こっちで少し話をしようよ。平民の友達ができて嬉うれしいな」

「ええ、もちろん」

　それは、クロエも同じだった。

「ほら、こっちは濡ぬれてないし、座れるよ」

　ユーリクに招かれて、泉の奥の縁に腰こしを下ろす。

「……それにしても、静かでいいお庭ね」

「だろう？　俺もそう思って、ここで休んでたんだ。たまたま鍵も開いてたし」

　彼も隣となりに座り、二人でお喋しやべりを始めようとしていたときだった。

「クロエ様！」

　庭の外から、いきなり聞き覚えのある声が聞こえてきた。

（ジルベール!?　どうして!?）

「クロエ様！　いらっしゃいますか？」

　ジルベールは、クロエを捜さがしているらしい。

　その声は、当然ユーリクの耳にも届く大きさで、彼が不安そうにクロエを見る。

「クロエ様……って、まさか、君のこと？」

「……ま、まさか。よくある名前だし、その辺にクロエっていうお姫ひめ様さまがいるんじゃない？」

　そう言いつつ、立ち上がる。

「わたし、ちょっと用事を思い出した！　ごめんなさい、ユーリク。お話はまた今度」

「そうか、わかった」

　ユーリクが残念そうな顔をするので、クロエは罪悪感を覚えたものの、ジルベールの呼びかけをそのままにしておくわけにはいかないので、出入り口へ急いだ。

　だが、薔薇園を出た先に、ジルベールと思おぼしき姿はなかった。

「あれ……？」

　向こうの方に、魔法学校の制服を着た男子の後ろ姿がある。それ以外は誰だれもいない。

「おかしいわね……」

　首をひねっていると、その男子生徒がこちらを振り返る。それを見て、目を瞠みはった。

「ジルベール！」

　彼の方も、クロエに気づいて、こちらへやってきた。

「クロエ様。こんなところで何をしてらしたんですか」

「それはこっちのセリフ！　どうしたの、あなた」

　ジルベールの制服は、どう見ても彼のために新調されたものだった。近この衛え騎き士しの服装とはだいぶ印象が変わるが、相変わらず完かん璧ぺきに着こなしていて格好がいい。

「遅おそくなりまして申し訳ありません。手続きが遅くなって、入学式に遅おくれてしまいました。大広間にお姿が見当たらないので、遠見ショコラを使いましたところ、中庭を通り過ぎるお姿が見えましたので、この辺りをお捜ししていたところです」

「どうして？　何かあったの？」

「何かあってはいけませんから、私がクロエ様を護衛するんです」

「っていうか、手続きって？」

「私の入学手続きです」

「ええっ!?」

　驚おどろきのあまり、場ば違ちがいな大声が出た。

「あなたも、魔法学校に入学したの!?」

「はい。陛下のご命令で、昨夜、急きゆう遽きよ決まりました。本日から、私がクロエ様の学校生活をお護まもりします」

　ジルベールは相変わらず表情一つ変えずに答える。それで、クロエの方も一いつ旦たん落ち着くことにした。

「……近衛騎士団の方は？　いいの？」

「卒業までの二年間は、通常の任務は休職という形になります」

「えっ、それで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はい、籍せきは残りますし。それに、騎士団長や父からは、再三、魔法学校への進学を勧すすめられておりました。魔法騎士コースで資格を取れば、近衛騎士団での出世に繫つながりますので」

　クロエは、先日の彼の発言を思い出した。

　──私は中等学校を出てすぐ、近衛騎士団に所属しました。

「……どうして、今まで進学しなかったの？」

　あのときの様子では、彼自身にも進学の希望はあったように見えたのだが。

「私が近衛騎士になってすぐ、第三王子の暗殺が起こりました。情勢が落ち着くまで、城で陛下や王家の方々をお守りすることが、私が第一になすべきことと思っておりましたので」

「ふうん……」

　淡たん々たんと答える彼に、クロエは感心の声を上げるしかない。

「あなたって、ほんとに忠実なシンカなのね」

「もったいないお言葉ありがとうございます、クロエ様」

　褒ほめたつもりではないのだが、深く頭を下げられてしまった。

「……っていうか、あなた、わたしと同級生になるのよね？」

「はい」

「だったら、その『クロエ様』っていうの、やめない？」

　先ほどの薔薇園でのピンチを思い出し、思いきって抗こう議ぎした。クロエの身分は、表向き平民ということになっている。侯こう爵しやく家は貴族の中でも身分の高い家いえ柄がらであるのだし、ジルベールがクロエに敬意を表すのはおかしい。

「……そうですね。では、恐おそれ多いですが、他人の前では……」

　彼は、ややためらってから口を開いた。

「クロエ」

　目を見つめて呼び捨てられて、少しドキッとする。

「と、お呼びすることを、お許しいただけますか？」

「……もちろん。むしろ、そうとしか呼ばれてこなかったもの」

　動どう揺ようを隠かくして、本題に集中する。

「っていうか、全体的にあなたの喋り方はダメでしょう。わたしは平民よ？」

「しかし、これ以上は不敬に当たりますので」

「わたしだけ馴なれ馴れしいのはおかしいじゃない」

「逆に、私が誰にでも敬語で話すよう通せば大丈夫です」

「そんなことしなくても、普ふ通つうにしてくれていいんだってば。わたしを逮たい捕ほしたときはちゃんとできてたじゃない」

「ああ、あれ、できてましたか。よかった」

　そう言って、ジルベールは眉み間けんに皺しわを寄せてクロエを見つめた。

「実は、あのとき、他人が全員カボチャに見えるマジー・ショコラを使用していたのです」

「何それ！　誰がいつ使うの？」

「あがり症しようの王様が、大勢の民衆の前で話すときなどに使われてきたらしいですよ」

「あなたって、真ま面じ目めすぎるのかふざけてるのか、よくわからないわ」

「よく言われます」

　ジルベールは、相変わらず平然と答える。

「……とにかく、話し方には気をつけてね？」

「善処します」

　だが、クロエの学園生活には、さっそく受難が待っていた。
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　翌朝、クロエは、他ほかの大勢の新入生と共に、大広間ではなく教室へ登校した。

　今日から授業が始まるのだ。

　教室といっても、黒の王宮のそれは、普通の学校教室とは違ちがう。王家の紋もん章しよう入りタペストリーが壁かべにあるし、学習机もオーク製で、二人で使う長いタイプだ。それが四列にわたって、十数脚きやくずつ並んでおり、約百名の新入生がすべて着席できる大教室だ。

　席は男女混合のランダム順で、座席表によって座らされた。クロエは、前方の窓側の端はしに座っていた。ジルベールの席は、クロエの少し後ろの廊ろう下か側で、二人の距きよ離りは遠い。

「あれ、ジルベール様じゃない？」

　クロエの近くの女生徒たちが、後ろを振ふり返りながら噂うわさを始めた。

「ほんとだわ！　なんてかっこいいのかしら」

「まだ独身よね？　近衛騎士の従兄弟いとこが言っていたわ」

「それなら、私たちにも奥方になるチャンスがあるじゃない」

（……やっぱり、人気あるのね）

　彼女たちの会話を聞いて、感心する。口を開くとほんのり変わった人なのだけれども、それはまだ知られていないらしい。あの端たん整せいな見た目では、騙だまされて当然か。

　そのとき、クロエの近くで新たな噂話が始まった。

「ねえ、あのスカーフの方って、昨日ミシェル様と踊おどった方よね？」

　ドキッとした。周りを見回して気づいたのだが、スカーフを被かぶっている女生徒は、教室中でもクロエしかいない。

「……それ、本当？」

「間ま違ちがいないわ。私、先生に聞いたの」

「なんてことかしら。よりによって、平民なの？」

「道理で。あのスカーフ、どこの流行はやりなのか不思議だったわ」

　どうやら、貴族の女性は、スカーフで髪かみを隠さないらしい。昨日ミシェルにも言われたのに、他の髪型を知らないので、今日もスカーフを被ってきてしまった。

「みなさん、ごきげんよう」

　しばらくすると、先生が教室に入ってきた。それで注目が逸それたので、クロエはそろそろと頭に手をやってスカーフを取り、机の中に押し込んだ。

　そのとき、一人の女生徒が手を上げた。

「先生！」

　それは、クロエと同じ机を使う、隣となりの女子だった。

「席せき替がえをお願いします」

「……どうしてですか？」

　先生は、昨日の入学式で話をしていたドルイユ教きよう諭ゆだった。彼女の厳しい目つきにひるみながらも、女生徒はクロエの方を視線で示す。

「平民と、同じ机を使うのはイヤです」

　それを聞いて、衝しよう撃げきが走った。教室の中にもざわめきが広がる。

「平民は、不潔でだらしない人間の集まりだと聞きます。私の父は、バルト侯爵です。由ゆい緒しよ正ただしい貴族の娘むすめとして、そんな人と机を並べることはできません」

「貴女あなたの言い分はわかりました」

　ドルイユ教諭は落ち着いて言った。

「確かに、クロエ・アングルは、記念すべき学校生活の第一日目……入学式に、遅ち刻こくしてやってくるような、だらしのない生徒です」

　それを聞いて、身体からだがビクッとなるほど驚いた。昨日の途と中ちゆう入場は見られていたのだ。

　身を縮めるクロエを見て、ドルイユ教諭は眉まゆ根ねを寄せる。

「注意されたくなければ、己おのが身を正しなさい。昨日、大勢の先生方の前で、話を中断してお説教することだってできたのですよ」

　クロエは、その場で深々と頭を下げた。顔を上げたとき、ドルイユ教諭はバルト侯爵の娘に視線を移していた。

「しかし、こちらは教室です。机も椅い子すも数が決まっています。貴女と席を交こう換かんしてくれる生徒がいない限り、席替えは認められません」

　教室中の視線を集め、クロエは消え入りたいような気持ちだった。

（こんなことなら、王族と明かして入学させてもらった方がよかったかもしれない……）

　そう思ってからすぐに、ショコラトリー・クロエ再開の夢を思い出し、唇くちびるを嚙かみしめる。

（一度王族とばれたら、二度と庶しよ民みんとしては暮らせない）

　そうなれば下町でのショコラトリー再開は絶望的だ。庶民に物を売る王族などいない。階級社会は、生活の場のすべてが、階層ごとに完全に分断されている。だから父は、庶民にショコラを売るために、王子の身分を捨てなければならなかったのだ。

「……では、私が」

　そのとき、冷静で抑よく揚ようのない男性の声こわ色いろが、教室に響ひびいた。はっとして顔を上げると、後方の席でジルベールが立ち上がっていた。

「私が、そちらの席に着きましょう」

「えっ……」

　バルト侯爵の娘は、思わぬ人物の申し出に戸と惑まどっている。だが、ドルイユ教諭は頷うなずいた。

「わかりました。席替えを認めます。二人は、速すみやかに席を替わるように」

　彼女の指示で、クロエの隣からバルト侯こう爵しやくの娘が去り、代わりにジルベールがやってきた。

　彼は椅子に座るなり、クロエを見て言った。

「よかった。隣になれましたね」

　次の瞬しゆん間かん、二人の周囲がどよめいた。

「どういうこと……!?」

　さっきジルベールについて話していた女子たちが、眥まなじりをつり上げて顔を見合わせる。

（ちょっと！　ジルベール！）

　抗こう議ぎの声を上げたいが、周囲が見ている中、はっきりしたリアクションも取れない。

「では、魔ま法ほう概がい論ろんの授業を始めます」

　ドルイユ教諭は、何事もなかったかのように授業を開始する。

「みなさんには、これから一か月間、ここで魔術の基本を学んでもらいます。一か月後のコース分け後には、授業の一部を、より専門的な知識を身につける時間に移行します」

　女子たちの間では、その間も私語がひそひそと続いていた。

「ジルベール様、あんなスカーフ女がお好みなの？」

「噂で聞いたんだけど、今年、セルヴァン侯爵が後見人をしている平民が入学したとか」

「まさか、それが彼女？」

「どうして侯爵様が後見人なんて？　もしかして、ジルベール様の許いい嫁なずけだったりするの？」

「ありえないわ。だって平民よ？」

　クロエは座りながらどんどん縮こまり、先生の話にだけ集中しようとする。

「我が校にあるコースは三つ。聖せい菓か師しコース、魔法騎き士しコース、神父コースです。このうち、聖菓師と魔法騎士に進むには、それぞれの資格が必要です。聖菓師と魔法騎士を目指すみなさんは、一か月後にこの資格試験を受け、合格してもらわなければなりません」

　ドルイユ教諭の話が実務的な方向に進むと、女子たちの私語の話題も移った。

「やっぱり、ここへ来たからには聖菓師になりたいわよね」

「神父コースなんて絶対イヤ。魔法が使えない、落ちこぼれの行くところじゃない」

「神父コースでも、ミシェル様は素す敵てきだけどね」

「王家の方は別よ」

　それを聞いて、クロエはまたも、もやもやした思いを抱かかえる。

（わたしだって、本当は……ってダメダメ！　そんなこと考えたら、王様の思う壺つぼだ）

　思えば、これも王の思おも惑わくなのかもしれない。誰だれだって、他人にバカにされるより、尊敬される生活を送りたいに決まっているのだ。こんな毎日が続いたら、そのうちクロエが音をあげて、身分を明かしたいと申し出るだろうと思ったのかもしれない。

（負けるもんか！　わたしは平民のまま聖菓師になって、優ゆう秀しゆうな成績で卒業してやる！）

　拳こぶしを握にぎりしめ、一人ひそかに心に誓ちかった。

（クロエ・アングルは、この学校で、平民の星になるわ！）

　できないことはないだろう。だって、ここにも貴族しかいないわけではないのだ。

　クロエは、後ろを振り返った。教室をぐるりと見回して、自分の座っている列の後ろ……三席後ろに、ユーリクの姿を発見する。

　ユーリクは、クロエに気づくと、気弱そうな顔に微び笑しようを浮うかべた。

　結局、昨日は彼とろくに話すことができなかった。だが、ユーリクの存在を思うと、クロエも勇気づけられるような気がする。

（一いつ緒しよに頑がん張ばろうね！）

　その気持ちを込めて、ユーリクに微笑ほほえみ返した。

「どうしました？」

　隣から声がして、ジルベールがクロエを見ていた。

「……ううん、なんでもない」

　それでクロエは前に向き直り、先生の話に集中する。

「この授業は、魔法の歴史や理論を講義する座学ですが、次の『実じつ践せん魔法』の授業では、みなさんに実際に魔法を使ってもらうことになります」

　ドルイユ教諭の話は、よどみなく続く。

「魔法使いは、魔術師とも呼ばれることがありますが、正確には、両者は違ちがいます。『魔術』は『魔法』の中の一部です」

　そう言うと、彼女は背後の黒板に向かった。

「魔法使いには、四つのランクがあります」

　チョークを取って、黒板に次のように書く。
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「このように、Ａ級とＢ級に属する魔法使いのことを、世間では『魔術師』と呼ぶのです。『魔術』とは、人が作った物を操あやつること。神が創つくりたもうたもの……つまり、自然や人間を操ることは、魔術師にはできません。たとえば……」

　と言うと、ドルイユ教諭は黒板から離はなれて、こちらを向いた。だが、黒板からは、カツカツとチョークが筆記する音が聞こえる。

　なんと、チョークだけが宙に浮いて動き、黒板に文字を書いていた。

「これは、魔術です。私はＡ級の魔術師です。この学園にいる教師のほとんどが、ランク分けするとＡ級の魔術師になります。Ｓ級以上の魔法使いは希少なので、現げん役えきの聖菓師として働いていることがほとんどだからです。割合にすると、魔法使いの九十九パーセント近くが、Ａ級Ｂ級の魔術師で占しめられます。よって、魔法使いのことを魔術師と呼ぶことが多いのです」

　彼女が説明する間も、チョークは動き続けている。

「そして、Ａ級以上の魔法使いの多くが、聖菓師として生きる道を選びます。なぜなら、今言ったように、Ａ級の魔術師は、通常の方法では人間に魔法で影えい響きようを与あたえることはできませんが、魔力をショコラに込めることで、人のために魔法を役立てることができるからです」

　そこで、チョークの音が止まった。

「これが、各ランクの魔法使いが作れる、マジー・ショコラの魔力レベルです」

　黒板には、次のように書かれていた。
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「つまり、ここにいるみなさんのうち、聖菓師を目指す人は、一か月後の資格試験をパスするために、Ａ級以上のマジー・ショコラを作らなければならないわけです」

　教室の中が、ざわっとした。

「心配だわ。私、Ａ級かしら」

「試験でいつもの実力が出せなかったらどうしよう……」

　上がっているのは、もっぱら不安の声だった。そんな中、クロエは手に汗あせ握にぎっていた。

（待って。わたし、三日前ジルベールに何て言われた……？）

　──魔法ランクはＢ級だが、確実に魔力を含ふくんだマジー・ショコラだ。

「……ねえ、ジルベール」

　声を潜ひそめ、クロエは隣となりの彼に話しかけた。

「わたしのショコラがＢ級だったって、本当……よね？」

「はい。試験薬での変へん化げの形が、小鳥や小動物になるのは、Ｂ級に当たります」

　ジルベールはあっさり頷うなずいた。

「ですが、聖菓師試験で測られるのは、あくまでも、そのとき作ったショコラの魔力です。あと一か月ありますし、ここで研けん鑽さんを積むことで、魔力の向上は可能かと」

「そんなこと言ったって……。そうだ、あなたのランクは？」

「私は、Ａ級の魔術師です」

　それを聞いて、クロエはますます力を落とす。

（Ｂ級のわたし……このままじゃ絶対ヤバイ……！）

　せっかく魔法学校に入学できたのに、聖菓師のコースに進めない可能性も出てきたなんて。

　もし、聖菓師になれなかったらどうなるのだろう。「ショコラトリー・クロエ」を再開することもできず、何か他ほかの職業に就つくか、それができないなら王の許もとで暮らすしかない。またしても王の思う壺か。

「お静かに」

　ざわめく教室に、ドルイユ教きよう諭ゆの声が響ひびく。

「魔ま法ほう騎士の試験では、Ｂ級以上の魔力さえあれば、ランクによる制限はありません。その代わり、剣けん術じゆつや馬術の実技試験があるので、そちらの訓練に当たる必要があります」

　隣を見ると、ジルベールの表情は変わらずだ。確かに、現役の近この衛え騎士なら、実技試験は問題ないだろう。

「参考までに、毎年この学園の新入生は百名程度ですが、聖菓師コースに進むのは三十人程度、魔法騎士が二十人前後、残りの五十人ほどが神父コースへ進みます」

　それは、意外な数字だった。とはいえ、クロエも聖菓師の試験に受からなかったら、騎士の実技などできるわけもないし、神父コースへ進むしかない。そういう生徒が多いのだろう。

「我が校は、第一義に魔法使いを育てる学校ですが、そればかりではありません。たとえ魔力が弱くても、座学によって魔法を知り、マジー・ショコラの効果的な使い方を学んで、魔法によって人生を豊かにする方法を学ぶことができます」

　そのとき、目の前の机に、カサッと何かが落ちた。見ると、それは小さく折り畳たたんだメモだった。

（なんだろう……？）

　開けてみると、中には次のように書いてある。




　休み時間になったら、中庭で、昨日の続きのお喋しやべりをしようよ。


ユーリク






　振ふり返ると、ユーリクがこちらを見ていた。

（いいよ）

　という気持ちを込めて頷くと、ユーリクはほっとしたように微笑する。

「どうしたんですか？」

　またもジルベールに見とがめられ、クロエはとっさに「なんでもない」と首を振った。

（別に、隠かくすことでもないんだけど……）

　昨日のユーリクとの出会いは、ジルベールには言っていない。生まれながらの貴族の彼に「平民の仲間がいて嬉うれしかった」と報告するのは、なんだか気が引けたのだった。




　休み時間になると、クロエは中庭へ向かおうと席を立った。

「クロエ」

　背後からジルベールの声に呼び止められ、ドキッとして立ち止まる。振り向いて、さらにぎょっとした。

　周りにいた女子たちが、クロエに冷たいまなざしを送っていたからだ。

「な、何？」

「どこへ行くんですか？」

「ちょっと中庭へ……」

　女子たちの視線が気になって、彼と目を合わせられない。

「じゃあ、一いつ緒しよに行きます」

「えっ……」

「いけませんか？」

「いっ、いいけど」

（そんなことより、話しかけないで！）

　クロエの心の声はまったく届かず、逃にげるように教室を出るしかない。

「……ねえ、ジルベール」

　廊ろう下かに出て、歩くことしばらく。ようやく人気が少なくなってから、後ろを振り返った。かなり早足で歩いていたのに、ジルベールはぴったりとクロエの後ろに付いてきていた。

「なんでしょう、クロエ様」

「あのね……」

　なんと言ったらいいだろうと、クロエは言葉を選んだ。

（「話しかけないで」は、傷つけちゃうかな……。それに、わたしも話しかけられなくなっちゃうし。っていうか、そうだ……）

「あの……さっきはありがとう」

　ジルベールが「ん？」という顔をしたので、クロエは続けた。

「席せき替がえのとき。あなたが申し出てくれなかったら、わたし、すごく惨みじめだった」

「ああ」

　ジルベールは、なんでもないという風に首を振る。

「あれは幸運でしたね。私も、なるべく貴女あなたの傍そばにいたいと思ってましたから」

「えっ？」

「護衛に好都合ですし」

　わかってはいたが、ドキッとしかけた自分が恥はずかしい。

「……あの、そのことなんだけどね」

　それがきっかけというわけではないが、思いきって切り出した。

「わたしに、あまり親しげにしないでくれる？　あなたにそういうつもりがないのは、わかってるんだけど」

　我ながら要領を得ない言い方になり、案の定ジルベールはピンと来ていない様子だ。

「貴女は、私の父が後見人をしていることになっています。私たちが知り合いであることには、何の不自然さもないはずですが？」

「そういうことじゃなくて……」

　話していて不安になった。この人は、自分が女子に人気があることにも気づいていないのではないか。

「いいですか、クロエ様」

　すると、逆にジルベールの方が話し出す。

「私がこの学園に入学したのは、貴女をお護まもりする任務を陛下からいただいたからです。そんな護衛は、王位継けい承しよう者のミシェル様にも付いておりません。なぜかわかりますか？」

「えっ……な、なぜ？」

　そんなこと、クロエにわかるはずがない。

「この学園は、王都の中でも、最も安全な場所の一つだからです。教師も生徒も、身元がはっきりした貴族ばかりです。そんな中、陛下が、どういうお考えで私を入学させたか」

「さあ……」

「それは、私がクロエ様のお話し相手になるためです」

　思わぬ答えに、クロエは目をぱちくりさせた。

「城下町で平民としてお暮らしになっていた貴女は、貴族の世界で勝手がわからないかもしれない。貴女が決定的に孤こ立りつすることがないようにと、陛下は私におっしゃったのです。……もしかしたら、私の進学の希望を見み抜ぬいて、背中を押してくださったのもあるかもしれませんが」

　そして、クロエをじっと見つめた。

「そういった次し第だいですので、鬱うつ陶とうしいかもしれませんが、ご理解いただけませんか？」

　そんなことを言われては、クロエもそれ以上は言えなかった。

「……別に、あなたのことが鬱陶しいわけじゃないわ」

「それは幸いです」

　そんなことを話しているうちに、中庭に面した回かい廊ろうへ来ていた。

　中庭には、すでにユーリクがいた。噴ふん水すいの奥の方にいた彼は、クロエに気づいて手を振る。

「……彼は？」

「クラスメイトのユーリク。昨日、ちょっと話したの」

　ジルベールに答えたクロエは、立ち止まって彼を見上げる。

「ここで待っててくれる？　二人で話したいって言われたから」

「……わかりました」

　やや不得心顔のジルベールに見送られて、クロエはユーリクの許へ行く。噴水の脇わきに腰こし掛かけていた彼は、クロエが近づくと申し訳なさそうに立ち上がった。

「来てくれてありがとう。遠かっただろ？　こんなところまで呼び出してごめん」

　彼の言う通り、中庭は教室から少し離はなれている。クロエは休み時間が始まってすぐに移動したので、他の生徒の姿はまだなかった。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。でも、どうしたの？」

「君と平民同士の話をしたかったんだけど、あの教室では無理そうだったから……」

「そっか。そうよね」

　確かに、さっきのクロエの席替え騒そう動どうを見れば、彼がそう思うのも当然だろう。

「……っていうか、彼は？　友達？」

　ユーリクに示されて回廊の方を見ると、ジルベールが、柱の脇からこちらを見守っていた。

「え、ええ……」

　貴族のジルベールを「友達」と言っていいのかと口ごもっていると、何を勘かん違ちがいしたのか、ユーリクは内向的な顔に好こう奇き心しんをのぞかせる。

「わかった。恋こい人びと……？」

「えっ!?　ち、違う！」

　勢いよく否定したクロエを見て、彼はふふと笑った。

「でも、君はすごいな。もう貴族の知り合いを作ったんだ」

「……彼は、わたしの後見人の息むす子こなの。あなたにも、貴族の後見人はいるんでしょ？」

　クロエが尋たずねると、ユーリクは困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「それが本当にいないんだ。でも、どうしても入りたかったから、卒業までの学費を一いつ括かつ納入した。病気や怪け我がは自己責任、何か問題を起こしたときは法律で裁いてもらうよう念書を書いて、ようやく入学させてもらえることになって」

「へえ、そんなこともできるんだ」

　裏うら技わざを聞いた気分で、クロエは感心する。

「でも、二年間の学費を一括って……それも大変じゃない？　ここ、高いんでしょ？」

「そうだね」

　ユーリクは、そう言って苦い微び笑しようを浮うかべる。

「お陰かげで、親の遺産が全部なくなったよ」

「ご両親、お亡なくなりになったの……？」

　尋ねながら、自分と同じような境きよう遇ぐうに同情する。ユーリクは頷うなずいた。

「父親は町医者で、流感が流行はやったとき、患かん者じやから感かん染せんして亡くなった。母親はとっくに死んでるから、俺は孤こ児じ院いんに入ったんだ。城下町の、オリオール教会の孤児院」

「えっ!?」

　それを聞いて、仰ぎよう天てんした。

「わたしもよ！」

「ほんと!?　まさか君も!?」

　ユーリクも目を丸くする。

「いついたの？　わたしは二年前から、二か月前まで」

「俺は、八年前から中等学校卒業までの三年間」

　間が三年も空いていれば、会ったことがないのは当然か。

「でも、すごいわ。あの孤児院から魔ま法ほう学校に入れるなんて」

「親おや父じの暮らしは貧しかったけど、俺のためにかなりの財産を遺のこしておいてくれたんだ。それでも魔法学校に行くには少なかったから、足りない分を稼かせぐために五年働いた」

「ってことは、あなたの歳は……」

「二十歳はたちだよ」

　魔法学校は、中等学校を卒業していれば、年ねん齢れいによる入学制限はない。級友を見る限りはクロエと同世代が多そうだが、ユーリクはあっさりした造作の童顔で、浮いている感じはなかった。

「どうして、魔法学校に入ろうと思ったの？」

「俺は、親父の跡あとを継ついで、庶しよ民みんを救う町医者になりたいんだ。それには、魔法やマジー・ショコラの力が必要だ。だから、たとえ自分で魔法が使えなくても、学びたいと思った」

　聞きながら、クロエは胸が熱くなるのを感じた。彼の思いに共感したからだ。

「わたしも、亡くなった両親のショコラ店を継いで、下町でマジー・ショコラを作りたいの。そうしたら、街の人たちを救えると思って」

　急せき込むように言ったクロエを見つめて、ユーリクは微笑んだ。

「俺たち、似てるね」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、言葉が出なかった。嬉うれしかったのだ。貴族だらけのこの学校に、自分と同じような夢を持った生徒がいたことが。

「わたしたち、いいお友達になれそうね」

　クロエが言うと、ユーリクは、はにかむように微笑する。
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「じゃあ、また今度ゆっくり話そう。……できれば、次は本当に二人きりがいいな」

　回廊にいるジルベールの方を見てから、困ったように苦く笑しようする。

「貴族の人に見られてると、ちょっと怖こわくて」

「……うん、わかった」

　ユーリクは、本当に貴族が苦手なのだろうなと思った。その気持ちはわからなくもない。




「彼と、何のお話を？」

　回廊に戻もどると、ジルベールに尋ねられた。

「うん、お互たがいの身の上話をね」

「そのために、わざわざ中庭まで？」

「貴族がいないところで話したかったみたい。彼も平民だから」

　そんな話をしていたときのことだった。

　クロエは、ジルベールと共に、廊ろう下かを教室に向かって戻っていた。目の前に見える曲がり角の向こうが、急に騒さわがしくなった。

「ミシェル様だわ」

　そんな声を聞きながら、角を曲がると……。

「きゃっ！」

　目の前に人ひと影かげが現れ、衝しよう突とつしそうになって慌あわてて立ち止まった。

「おっと」

　そんなクロエの身体からだを軽く抱だきとめて、その人物は横に退のく。華はなやかな香かおりが、辺りに広がった。

「クロエ！」

　ミシェルは、驚おどろいた様子でクロエを見つめていた。そして、その顔が優ゆう雅がに綻ほころぶ。

「僕のアドバイス、聞いてくれたんだね。……うん、こっちの方が似合うよ」

　髪かみを撫なでられて、スカーフのことを言われたのだと理解した。

「あ……ありがとうございます」

　綺き麗れいな瞳ひとみに見み惚とれてしまい、それだけ返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ミシェルは視線を移し、クロエの隣となりにいたジルベールに気づいて、意外そうな顔をする。

「やあ、ジルベールじゃないか。君も入学したんだね」

　ミシェルに話しかけられ、ジルベールは胸に手を当てて敬礼した。

「はい。恐おそれながら」

「君なら、きっと優ゆう秀しゆうな魔法騎き士しになるだろう。期待してるよ。頑がん張ばって」

「もったいないお言葉、ありがとうございます」

　彼とのやりとりが済むと、ミシェルはクロエに目礼して、優雅に廊下を去っていった。

　再び廊下を歩き出しながら、クロエは傍かたわらのジルベールを見る。

「ミシェル様と、仲いいの？」

「滅めつ相そうもございません。近この衛え騎士の一人として、恐れ多くも覚えを頂ちよう戴だいしているだけです」

　ジルベールは、相変わらずの慇いん懃ぎんさで答えた。

　そうして二人で歩いていると、クロエの耳に、女子たちのひそひそ声が飛び込んでくる。

「ジルベール様と一いつ緒しよにいて、ミシェル様にお声をかけてもらえるなんて」

「女王様気取り？　平民のくせに腹立たしいわ」

「今だって、わざとミシェル様にぶつかったんじゃない？」

「なんて図ずう々ずうしいの。少し、お灸きゆうを据すえて差し上げた方がよろしいんじゃなくて？」

　おそらく牽けん制せいのつもりで言っているのだろうが、その内容は少々物ぶつ騒そうだ。

「……ごめんなさい。先、教室に帰っててもらえる？」

　これ以上ジルベールと一緒にいるのが怖くなって、思わずそう言った。

「どうしたんですか？」

「……お手洗い行きたいの」

　さすがにそこまで付いてくる気はなかったらしく、ジルベールはクロエの許もとを離はなれた。




　とっさの口実だったが、クロエは宣言通りトイレに行った。用を済ませて、手洗い場で手を洗おうとしたときのことだった。

　女子トイレには、他ほかに人がいなかった。手洗い場の蛇じや口ぐちは三つあり、クロエは腕うでまくりをして端はしの蛇口をひねった。

　すると、予想に反してたくさんの水が、流し台に叩たたきつけるように出てくる。

「えっ!?」

　慌てて閉めようとするが、蛇口はどの方向にも動かない。見る間に大量の水が流し台の上に溜たまり、とぐろを巻いて水流を作り始める。

「ど、どうしよう……！」

　うろたえている間に、水は流し台の上から溢あふれ出るほどになる。そして、いきなり竜たつ巻まきのように真上に巻き上がり、一気にクロエめがけて襲おそいかかってきた。

「あっ……！」

　悲鳴は、半分が水で濁にごった。叫さけぼうと開けた喉のどに水が流れ込んでくる。

（……!?）

　水の竜巻は、ちょうどクロエをすっぽり覆おおうほどの太さで、床ゆかから天てん井じようまで円柱のように器用に渦うず巻まいている。

「…………」

（何!?　これ……！）

　苦しくて助けを呼びたいのに、水のせいで声も上げられない。頭が混乱し、もがき苦しみながら死すら覚かく悟ごしかけたときだった。

「キャーッ！」

　鋭するどい女子の悲鳴が、水中のクロエの耳をもつんざいた。

　次の瞬しゆん間かん、水は一気に重力を取り戻して下に落ち、トイレ中の床を濡ぬらした。

「ごほっ……かはっ……！」

　視界が明らかになり、クロエは床に頽くずおれて激しく咳せき込んだ。顔を上げると、トイレの入り口で、女生徒が驚きよう愕がくの表情でこちらを見ていた。

「何やってるの、あなた……？」

「……っ……は……」

　呼吸を整えるのがやっとで、彼女に答えることができない。

　ともかく、助かったのだ。

「どうしたの？」

「何があった？」

　廊下の方から、生徒たちの声と足音が聞こえてくる。顔を出した者は、みな奇き異いなものを見る目でクロエを見守った。それはそうだろう。クロエは全身びしょ濡れで、トイレの床に力なく座りこんでいたのだから。

（何があったかなんて、こっちが訊ききたいわ……）

　茫ぼう然ぜんと呼吸を整えながら、考える。

　今の水は、どう考えても普ふ通つうではなかった。まるで水自身に意思があるかのように、確実にクロエを狙ねらっていた。あんなこと、自然では起こり得ない。

　魔ま法ほう。考えられるのは、それしかない。

　──少し、お灸を据えて差し上げた方がよろしいんじゃなくて？

　先ほどの女子たちのひそひそ話が記き憶おくに蘇よみがえる。

（まさか、誰だれかが魔法で……？）

　その想像を裏付けるかのように、クロエを見守る女子たちの視線は冷ややかだった。

「図に乗ってるから、罰ばちがあたったのよ」

「いい気味だわ」

　ざわめきに混じって聞こえてくる心ない声に耐たえかね、立ち上がった。

「…………」

　一瞬、場が静まり返った。びしょ濡れのクロエに触ふれるのを恐れて、入り口に溜まっていた女子たちが道を空ける。

　トイレを出た先にも、男女の野次馬が詰つめかけていた。その中を抜ぬけ、廊下を歩き出す。

「うわっ、どうしたんだ、あの子」

　何も知らない生徒が、全身から水を滴したたらせて通りすぎるクロエに目を丸くする。

（どうして、こんな目に遭あわなきゃならないの……）

　クロエの心は、沸ふつ々ふつとした怒いかりに燃えていた。それでも、王族であることを明かす選せん択たく肢しはない。

（今にきっと、すごいマジショコを作って、みんなの度ど肝ぎもを抜いてやるんだから！）

　Ｂ級の実力を棚たなに上げて、見えない敵に宣戦布告した。

　とはいえ、そのまま教室には帰れなかったので、通りすがりに見つけた空き教室に入った。

　すると、すぐにドアがノックされる。

「クロエ様」

　ジルベールの声だ。

　ドアを開けて姿を見せると、さすがの彼も息を吞のんだ様子だった。

「何があったんですか？　遠目にお見かけして、何事かと参りましたが……」

　答えようがなくて、黙だまっているしかない。

「……誰かに、やられたんですね？」

　それでも黙って俯うつむいていると、彼は急に踵きびすを返した。

「どこへ行くの？」

　その様子を異様に感じたので尋たずねると、立ち止まって振ふり返ったジルベールの顔は、いつもの無表情ではなかった。眉まゆ根ねを寄せ、はっきりと険しい顔つきをしている。

「職員室へ。席せき替がえの件の無礼は見み逃のがしましたが、こんな狼ろう藉ぜきは看過できません」

　その声にも、不快感が露あらわになっている。彼は怒おこっているのだ。

「仮にも王家に仕える貴族の子女が、王女様へこのような無礼を働くとは……」

　そう言って、前に向き直って歩き出そうとする。彼の様子に気を取られていたクロエは、そこではっとした。

「ま、待って！」

　ジルベールは、再び止まって振り返る。

「なんでしょう？」

「職員室へ行って、何をするの？」

「クロエ様のご身分を明かし、生徒たちに周知するよう伝えます。貴女あなたが平民を装よそおっているから、級友たちは見くびっているのです」

「ダメよ、何を言ってるの!?」

　教室から出て、今にも歩き出しそうな彼の前に回り込んだ。ホームルームから離れているので、辺りに生徒がいないのが幸いだった。

「約束が違ちがうじゃない。わたしは、平民としてこの学校に入ったのよ」

「それは、あくまでもクロエ様の安全が担保された上でのお話です。貴女の身に危害が加えられるような状じよう況きようがあるなら、それを取り除くのも、護衛としての私の役目です」

「そのためなら、わたしの許可なく、わたしの身分を明かすこともやむを得ないの？」

「もちろんです」

　彼が放った言葉に、クロエは彼を見上げたまま言葉を失った。

（そうか……この人は、そういう立場の人なんだ……）

　ジルベールは、王からクロエの護衛を任された忠実な臣下だ。彼にとっては、クロエの意思よりも、クロエの身の安全が優先なのだろう。

　クロエの沈ちん黙もくをどう思ったか、ジルベールは諭さとすようにクロエを見つめた。

「なぜ、平民の身分にこだわるのですか？　貴女はれっきとした王族です。現王のご嫡ちやく子しと奥方の子であり、血筋上も正統な王女です。誰に恥はじることもなく、陽ひの当たる道を歩けるんですよ」

「今までだって、そうしてきたわ」

　彼の言い方が気に障さわって、思わず言い返した。

「平民だったら、日ひ陰かげで暮らさなきゃならないの？　そんなことないわ。わたしは、自分のこれまでの人生を誇ほこりに思ってる。だから、今まで生きてきたように生きたいだけ」

　ジルベールは多少ひるんだ様子だったが、思い直したように険しい面おも持もちを取り戻もどす。

「……ともかく、今度ばかりは見過ごせません。貴女の護衛として、これ以上、貴女への行こう為いがエスカレートすることは避さけなければいけませんので」

「それでも、職員室にだけは行かないで！」

　打つ手がなくなって、今にも歩き出しそうなジルベールの身体からだを押しとどめた。そのまま身体を折って、懇こん願がんするように深く頭こうべを垂れる。

「この通りよ、お願い！」

「おやめください、クロエ様」

　クロエの腕うでを取って、ジルベールが慌あわてたように言う。

「いやよ、やめない！」

　クロエは聞かなかった。

「お願い……！　わたしは、このままで大だい丈じよう夫ぶだから……」

「こんないやがらせを受けておきながら、大丈夫なことがありますか」

「いやがらせじゃないわ、だってこれは……」

　話の流れでそう言って、はっとした。

「これは……そう、自分でやったの。トイレで手を洗おうと思ったら、ちょっと水を出しすぎてしまって……。ほら、わたし、下町育ちだから、いいところの水圧がわからなくて、ついうっかり……」

　苦しすぎる言い訳だとは思ったが、他ほかに方法がなかった。ジルベールが何も言わないので、そこで顔を上げる。

　彼は、驚おどろいたような顔でクロエを見守っていた。

「……それは本当ですか？」

　彼の表情を見て、クロエは何度も頷うなずく。

「ええ！　もちろん、本当よ！」

「どうして、それを最初に言わなかったんです？」

「だって、恥ずかしいじゃない。そのうちあなたが怒りだすから、言いそびれて……」

　ジルベールは、しばらく無言でクロエを見つめていたが。

「……とりあえず、このままでは教室に戻れませんね」

　そう言って、クロエを元の空き教室に導いた。

　教室内には、ホームルームと同じように机が並べられていた。何かの授業で使っている教室なのかもしれない。クロエに手近な椅い子すを勧すすめ、その前に立ったジルベールは、いつものように右手の指を鳴らし、現れたタオルを渡わたしてくれた。

「ありがとう」

　それで髪かみを拭ふきながら、ほっとした気持ちでいっぱいだった。どうやら、王女の身分を明かされる事態は避けられたらしい。

「一いつ旦たん、寮りようにお帰りになりますか？　その服ではお寒いでしょう」

「そうね……」

　とはいえ、寮に替かえの制服があるわけでもないし、何より、第一日目の授業に遅ち刻こくすることになる。中休みは三十分あるが、ユーリクに会いに中庭に行ったり色々あって、もう十分も残っていないだろう。

　──確かに、クロエ・アングルは、記念すべき学校生活の第一日目……入学式に、遅刻してやってくるような、だらしのない生徒です。

　ドルイユ教きよう諭ゆの言葉を思い出し、唇くちびるを嚙かんだ。寮で私服に着替えることにしても、寮まで往復していたら、授業に遅刻することは間ま違ちがいない。

「あの……お願いがあるんだけど」

　手元のタオルに目を留めて、クロエはジルベールに言った。

「着替え、出してもらえないかしら？　制服と……できれば、下着もお願いしたいんだけど」

　だが、ジルベールは静かに首を振る。

「それが可能なら、とっくにお出ししております」

「えっ？」

　ぽかんとするクロエに、彼は言った。

「魔ま法ほうは、無から有を生む技わざではありません。貴女も、理論をお知りになればわかるはずです」

「え？　だってあなた、色んな物出してくれるじゃない。今もタオル出してくれたし」

「そうやって私が魔術で出すものが、どこからやってくるかご存じですか？」

　当然知らないので、首を振った。すると、ジルベールは自らの制服の片かた袖そでを捲まくる。

「こちらです」

　その場所を見て、クロエは目を瞠みはる。彼の肘ひじの内側には、緑色の文章のようなものがびっしりと肌はだに記されていた。

「何これ……」

　こわごわ見てみると、それは文章ではなかった。アルファベットに似ているものもあるが、クロエの知らない図ず柄がらが、文章のようにびっしり羅ら列れつされているのだ。

「これは、物の結けつ晶しようを封ふう印いんしたものです」

「けっしょう？」

　クロエは馬ば鹿かみたいに復唱するしかない。

「世の中にある物は、すべて圧縮して、小さな平面の結晶にすることができます」

「……どんな怪かい力りきの人が、そんなことをできるの？」

「人の手でそこまで圧縮することは不可能です。魔術師は、魔法の力でそれを行うのです」

「錬れん金きん術じゆつ師しみたい」

「いかにも、魔術師は、魔法の力で錬金術を行うのです」

　ジルベールは大きく頷いた。

「結晶化した物質は、小さな図柄のような平面になります。それを、こうして身体の表面に封印しておくのです」

「この緑色の字みたいなのは、インクで書かれたものじゃないのね」

「ええ。有機物は結晶化すると大体緑色になります」

　ジルベールは、淡たん々たんと問いに答える。

「結晶にして封印した物を取り出すときは、どうするの？」

「そのときは、取り出したいものの名を、小さくでいいので詠えい唱しようし、合図をすることが必要になります。合図は、身体の一部を使って、音を出すことで成立します」

「あなたが指を鳴らす、あれね？」

　クロエが訊きくと、彼は「ええ」と頷く。

「私は合理的で簡単な動作を好みますが、拍はく手しゆや指笛など、魔術師が用いる合図は様々です。より日常的な動作にすれば、他人にそれと知られず魔術を使うこともできます。封印されたものは合図に使った場所から現れるので、舌打ちなどで取り出すと、口から物が飛び出てきて愉ゆ快かいですよ」

「今度は奇き術じゆつ師しみたいね」

　クロエの言葉に、ジルベールは「その通りです」と頷いた。

「錬金術師の理論と、奇術師の手技。それらを持ち合わせるのが魔術師です」

　クロエはふうんと頷いた。

「……というわけですので、私が出せるものはすべて、私があらかじめ用意し、自分の身体に封印した物に限られます。クロエ様のお召めし物をご用意できない理由が、おわかりいただけましたか？」

「ええ、充じゆう分ぶんに」

　その上で、魔術についての興味は尽つきない。全身びしょ濡ぬれで時間もないが、クロエはさらに訊いた。

「どんなものでも封印できるの？　馬とか、家とかも封印できたら便利よね」

「残念ながら、封印できるものには体積の上限があります。少なくとも、Ａ級やＳ級の魔法使いでは、犬いぬ猫ねこくらいの大きさのものが限度でしょう」

「そうなの。……封印するのは、こういう場所が多いの？」

　彼の肘の内側を示しながら言うと、ジルベールは「そうですね……」と答えながら、袖を伸のばして腕をしまった。

「それも人によりますが、日常的に使うものは、手足など自分が確かく認にんしやすい場所に封印する者が多いでしょう。逆に、武器や兵器や貴重品などの重要物は、首や胸、急所といった、極力人目につきづらい場所に封印します。敵に封印をそぎ取られる心配も少ないですし、万が一手足を失っても、自分の生命がある限り取り出せますから」

「お風ふ呂ろに入って消えたりしない？」

「大丈夫です。魔力で記されたものですから」

「封印するところ、いっぱいにならない？」

「そういう経験はありません。一度取り出したものの結晶は消えますし、常に全身を埋うめ尽くすほどの物を封印しておくには、仕込みに相当な労力を要するはずです。たまに、心配性しようの魔術師が、顔の方まで結晶でいっぱいにしているのを見ますが、あれはつまらないものを封印していると恥はずかしいですね。トイレットペーパーとか」

　その神しん妙みような語り口と内容のギャップに、思わず笑ってしまう。

（真ま面じ目めな顔して、面おも白しろい人）

　彼のこういうところを、クロエは好ましく思い始めていた。

「他人が封印している物でも、その結晶を見ればわかる？」

「ええ。結晶には、その物の固有の形があるので、それを覚えていればわかります。だからこそ、大事なものは人目につかない部分に隠かくした方がいいのです」

「全部を覚えるのは大変そう。あなたみたいに魔術を使えるようになるまで、何年かかるかわからないわ」

「そんなことはありません。クロエ様も、私の歳としにはこれくらいお手のものでしょう。私も、ちゃんと魔術を学び始めたのは三年前ですから」

　それを聞いて、クロエは少し考えた。

「……ちょっと待って。もしかして、あなた、十八なの？」

「はい。今年で十九になります。……意外ですか？」

　意外かと問われれば、そうでもなかった。彼はクロエより年下には見えなかったが、二十一と言われてもそんな感じがするし、十七歳と言われても納なつ得とくしそうな気がする。

「あなたの歳、考えたことがなかった。最初の、怖こわそうな近この衛え騎き士しのイメージが強いから、年上だとは思ってたけど」

「確かに、あの制服は権けん威いですからね。二、三歳は年とし嵩かさに見えるかもしれません」

　と言ってから、ジルベールは「あっ」と呟つぶやいた。

「近衛騎士団の制服でしたら、万が一のときのためにと予備を封印してあります」

「え……」

「いかがなさいますか？　お出ししましょうか」

　濡れた服は冷たさを増し、そろそろ全身が震ふるえそうになっている。本ほん鈴れいだって、もう鳴る時間だろう。

「そうね。お願いするわ」

　クロエが答えると、ジルベールはすぐに近衛騎士の制服を取り出す。

「ありがとう」

　それを受け取りながら、クロエは深く頭を下げる。顔を上げると、ジルベールがじっとこちらを見つめていた。

「……あの、さっそく着替えたいんだけど、いい？」

　クロエが言うと、彼は、はっとした様子だった。

「ああ、失礼いたしました。廊ろう下かでお待ちしています」

　そう言って、ドアの方へ歩いていく。ドアに手をかけたところで、彼はこちらを振ふり向いた。その瞳ひとみは、探さぐるようにクロエを見つめている。

「貴女あなたは……それほどまでに、平民の身分にこだわられるのですね」

「え？……ええ……」

　と答えてから、もしかすると、さっきの「自分で水を出しすぎた」は噓うそだとばれているのかもしれないと思った。あんな苦し紛まぎれでは当たり前か。

（騙だまされたフリをしてくれた……ってことなのかな。わたしのために……？）

　王に忠義を尽くす、冷れい徹てつな近衛騎士。そう思っていたジルベールの印象が、クロエの中で大きく揺ゆらいだ瞬しゆん間かんだった。

（でも、そっか。あのときも……）

　──いいえ、開けないことは可能です。なぜなら、開けなければいいだけですから。

　──では、陛下とスムーズにお話しできるよう、なんとか試みてみましょう。

　クロエを護まもるために、王を欺あざむくようなことまでしてくれた。

（この人……少し変わってるけど、いい人なのかもしれない）

　信じてみたい、と思った。心のどこかで、貴族に心を許すことにためらいがあった。でも、ジルベールのことは、信じてみてもいい気がする。

「……わたし、平民の星になるの」

　クロエの発言に、ジルベールは目を瞠る。

「わたしの夢は、両親が遺のこした店でショコラを作ることだから。そのために、平民の身分のまま、この学校を卒業したい。……あなたみたいな貴族からすれば、頑がん固こなバカ女のたわごとに聞こえるかもしれないけど」

「いいえ、とんでもない」

　すかさず放たれた否定に、驚おどろいて顔を上げる。ジルベールは、クロエを見つめていた。

「クロエ様は、素す敵てきな女性だと思います」

　その目はまぶしそうに細められ、心なしか熱っぽく感じる。

「……や、やめてよ」

　無む性しように恥ずかしくなって、早く着き替がえようと濡れた制服の胸むな元もとに手をかけた。それでジルベールが慌あわてたように廊下に出て、室内はクロエ一人きりになる。

（あの人、あんな顔するんだ……）

　初めて店で会ったときからずっと、彫ちよう像ぞうのように端たん整せいな顔を保ったままだったジルベール。あんな瞳で見つめられたら、意外に感じてドキドキする。

「……早く着替えなきゃ！」

　わざと声に出して自分を駆かり立て、着替えに専念した。




　こうして、クロエは近衛騎士の制服を着て、授業に戻もどることになった。

　先生はまだ来ていなかったが、本鈴が鳴った後だったため、教室に入ったときのざわめき、みんなの注目は、今までの比ではなかった。

「あれ、近衛騎士の制服だよな」

「あの二人って、どんな関係なわけ……？」

　今度ばかりは女子だけでなく、男子も好こう奇きの視線を注いでくる。

　当たり前だが、クロエの身体からだに、ジルベールのサイズの服はまったく合っていなかった。肩かたはぶかぶか、袖は指先まで潜もぐってしまっている。ズボンも、みっともなく裾すそを折り返していなければ、ベルトをしていても床ゆかに引きずってしまったくらいだ。

　背に腹は代えられなかったとはいえ、さすがに恥ずかしくて、クロエは祈いのるような気持ちで授業の開始を待った。




「初めまして、諸君」

　しばらくして教室に現れたのは、高こう齢れいの小こ柄がらな男性、クラヴェル教きよう諭ゆだった。

「最初に自己紹しよう介かいしますが、私は長年、聖せい菓か師しギルドで役職を務め、試験の審しん査さ員もしてきました。聖菓師コースの実技授業を担当するのも私です」

　もう八十近いのではないだろうか、そう語る声は加か齢れいでしわがれている。

「私はＳ級の聖菓師でしたが、数年前に聖菓師は引退しました。あれは体力勝負の仕事なので……。みなさんの中から高ランクの聖菓師が誕生することを、聖菓師業界の未来のためにも期待しています」

　クロエは、先日のジルベールの言葉を思い出した。

　──現在この国に八人いる、Ｓ級のランク認にん定ていを持つ者の一人です。

　聖菓師の資格を取得する者が毎年三十人いても、現げん役えきのＳ級の聖菓師は、そんなものしかいないのだ。多くの貴族の需じゆ要ように応こたえようとしたら、確かに体力的に無理を強しいられるだろう。

「今日は、みなさんに『コイン浮うかし』の実技をやってもらいます」

　そう言うと、クラヴェル教諭は、前の席の生徒に何かを渡わたし始めた。

「今から、みなさんに五リールコインと、魔ま用よう紙しを回します」

　クロエは隣となりのジルベールを見た。

「……魔用紙って？」

「魔ま法ほう陣じんが描かかれた紙です。魔術の基き礎そを練習するときに、よく用いられます」

　小声で教わっていると、前からコインと用紙が回ってきた。教科書ほどの大きさの用紙の真ん中に、ジルベールが言った通り、魔法陣と思われる複雑な図形が描かれている。

「みなさん、渡りましたか」

　クラヴェル教諭が確認し、教室中が無言で頷うなずく。

「魔用紙は、術者の魔力を補います。Ｂ級以上の魔力があれば、魔術の初心者でも、今日の授業時間内にはコインを浮かすことができるでしょう」

　教室の中が、期待と不安でざわつく。

「まず、魔法陣の中央に、コインを置きます。コインから目を離はなさないで。……Ａ級以上の人の中には、この時点でコインが浮き上がってくる人もいるかと思います」

　教室の中では、歓かん声せいがちらほら上がっている。コインが浮いた人がいるのだろう。

「次に、コインの上に手をかざします。術者に近い対象の方が、魔術が効きやすいので、そうするわけです。そして、最後に詠えい唱しよう。使える呪じゆ文もんはいくつかありますが、今日は、物の浮ふ遊ゆう全ぜん般ぱんに用いる『モント』でやってみましょう」

　すると、教室のあちこちから「モント！」の声が聞こえてくる。

「モント！」

　クロエも、期待に胸を膨ふくらませて言ってみる。

「…………」

　だが、コインは持ち上がるどころか、魔法陣の真ん中で、微び動どうだにせず鎮ちん座ざしていた。

「みなさん、できましたか？」

　クラヴェル教諭は教室を見渡す。

「半分くらいの人はできているようですね」

　クロエは隣を見た。ジルベールは、クロエの視線に気がつくと、魔用紙の上の自分のコインを見た。すると、たちまちコインが上がり、目線ほどの高さでぷかぷか浮く。

「……どうですか？」

　彼に訊きかれて、クロエは首を振った。

「全然ダメ。びくともしない」

「初めてなら、そんなものでしょう」

「そうかしら……」

　クロエは教室を見回した。ざっと見る限り、もう六割くらいの生徒がコインを浮かしているように見える。

「そうですよ。私も、近この衛え騎き士し団に入って、魔法使いの同どう僚りように初めて魔術を教わったときは、簡単な魔術もなかなか習得できませんでした」

「ふうん……」

「ここの生徒たちは、親兄弟も魔法使いということが多いでしょうから、小さい頃ころから魔術に慣れているんでしょう」

　そんな人たちと共に聖菓師試験を受けねばならないなんて、考えただけで圧あつ倒とう的不利だ。

　不安で押し黙だまっていると、後ろの方から声が聞こえてきた。

「……ほら。ああやって魔術ができない～って、彼の気を引いてるんだわ」

「制服が濡ぬれたんだか濡らしたんだか知らないけど、あんなの着て見せびらかして」

「いいわよ、やっちゃいましょう」

　悪意を含ふくんだ口調に、はっとする。

　次の瞬間、机の下でチューチューという鳴き声がした。見ると、クロエの足元に、灰色のネズミが数匹ひきまつわりついている。

「……！」

　だが、これに驚いたのは、クロエ本人より周囲の女生徒だった。

「きゃああっ！」

「いやーっ、ネズミ!?」

　離れた席の女子たちまで騒さわぎ立て、ネズミ数匹で、教室の中は大パニックになった。

「こら、何をしている！」

　この騒ぎに、クラヴェル教諭も授業を中断した。

「ミス・アングル」

「……はい！」

　名前を呼ばれたのに驚いて、背筋を伸のばして前を見る。クラヴェル教諭は、クロエをまっすぐ見み据すえていた。

「……なんだ、その格好は」

「あっ、これは……さっき、うっかり制服を濡らしてしまって、人に借りました」

　叱しかられるかと思ってしどろもどろに言ったクロエだったが、クラヴェル教諭はそのことについては深く追つい及きゆうしなかった。

「で、今は？　何があった？」

「はい、ネズミが突とつ然ぜん現れて……」

　足元では、まだネズミが戯たわむれている。よく見れば、クロエの椅い子すの下の床には、パン屑くずのようなものが撒まかれているのだった。

「魔法か。誰だれがやった？」

　クラヴェル教諭は生徒たちを見るが、教室はしんと静まり返っている。

「……彼女が連れてきたんじゃない？」

「庶しよ民みんって、家でネズミを飼ってるんでしょ？」

　揶や揄ゆするような小声が聞こえてきて、あちこちから侮ぶ蔑べつの笑いが上がった。

「今、喋しやべったのは誰だ」

　クラヴェル教諭は、神経質な人らしい。前方の席の女子を指し、険しい顔でにらみつける。

「そこの君か？　名前を言いなさい」

「違ちがいます。私じゃありません」

　だが、その女生徒は知らん顔で言って、口をつぐんだ。

「まったく……」

　クラヴェル教諭は溜ため息をついて、やおら指揮するように片手を上げる。

　すると、クロエの足元のネズミたちが宙に浮き、そのまま窓辺へ向かった。それに合わせるように窓ガラスが開き、ネズミは教室の外へ出されて窓が閉まる。

「では、授業を続ける」

　教室にしらけたような空気が漂ただよい、生徒たちは姿勢を正して前を向いた。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？　すみません、とっさのことで」

　隣から、ジルベールに声をかけられる。

「大丈夫。これくらいのこと、わたしにはなんてことないわ」

　クロエは、彼の方を見ずに答えた。

　そう、ネズミなんか、さっきの水に比べたら生なま温ぬるい。なにしろ、危あやうく溺でき死ししかけたのだ。

（誰がやったのかは知らないけど……）

　水もネズミも、クロエを面おも白しろく思わない者の仕し業わざであることには違いない。

（ショコラトリー・クロエ再開のために、わたしは平民の星を目指すんだから！）

　頭を切り替かえて、目の前の魔用紙とコインに目を落とす。

（それには、これくらいの魔術できなきゃダメなんだ）

　そう思って、今一度、コイン浮ふ遊ゆうに集中した。
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「はあ～……」

　その夜、寮りようの部屋の机の前で、クロエは持ち帰ってきた魔ま用よう紙しとコインを見つめて溜め息をついた。

　結局、授業中にコインを持ち上げることはできなかった。帰ってきてからも練習を続けているが、神経がすり減るばかりで、相変わらずコインは微動だにしない。

「Ｂ級以上なら、浮くはずなのに……」

　あのあと、成功者はさらに増え、最終的に、コインを浮かせないのは、教室の中でクロエとユーリクだけになった。

　──やっぱり、貴族の血が入ってないから、魔法が使えないのね。

　──落ちこぼれの神父コースまっしぐらね。

　女子たちの冷めた視線を思い出し、身体からだが熱くなるような怒いかりを感じる。

「……違うわ。わたしは、マジショコを作ったんだもの」

　──おかしいですね……。

　ジルベールもさすがに訝いぶかしみ、クロエに手の角度や呪文の言い方などを助言して、それによってさらに女子からのまなざしが厳しくなるという悪あく循じゆん環かんが生まれた。

「っていうか、あの女子たちなんなの!?　いくらなんでも感じ悪すぎじゃない!?」

　でも……と考えてみる。

　今日一日、学校生活を送ってみて、クロエは、彼女たちにとってのジルベールの存在について、多少理解できるようになった。

　彼女たちの中で「近衛騎士」という職業は、大変なブランド的価値があるものらしい。

　──私のお姉様、お義に兄い様の浮うわ気きに悩なやんでらっしゃるみたい。

　──仕方ないわよ。お義兄様、近衛騎士でしょ？　女性が放ほうっておかないわ。

　そんな会話も小耳に挟はさんだ。

　伯はく爵しやく以上の高爵位の家いえ柄がらの男子、かつ美男子限定という触ふれ込みが、女子たちの間での彼らの人気を闇やみ雲くもに高めている。加えて、「騎士団」の一員として武術の鍛たん錬れんをしているという、実を備えた部分がいいのだろう。

（もし、わたしが貴族の男で近衛騎士になれたら、調子に乗って遊びまくっちゃうかも）

　クロエがそんな風に思ったほど、女子たちの近衛騎士への憧あこがれは強い。

　ミシェルのカリスマ的な人気と比べればひけを取るだろうが、王族はやはり貴族の娘むすめにとっても雲の上の存在であり、恋れん慕ぼというよりは崇すう拝はいの対象であるように見える。

　その点、ジルベールは、彼女たちにとって「頑がん張ばれば手が届く理想の男性」なのであり、それを冴さえない平民の娘なんかに独り占じめされたら面白くないのはわかる。

　ましてや、ジルベールは侯こう爵しやく家の跡あと取とりな上、文句なしの美形で、まさに彼女たちの憧れを体現したような男性なのだ。

　とはいえ……。

「あの水はやりすぎでしょ……。ほんと、死ぬかと思った」

　今思い出しても、身の毛がよだつ心ここ地ちがする。トイレで一人になった瞬しゆん間かんを狙ねらうなんて、陰いん湿しつにもほどがあるではないか。

　かといって、ジルベールを遠ざけるのも違う気がする。

　──私がこの学園に入学したのは、貴女あなたをお護まもりする任務を陛下からいただいたからです。

　彼は、王からの命令を忠実に守っているだけなのだから。いくらクロエの希望を聞いてくれるいい人だといっても、ジルベールの根底にあるのは責任感なのだ。

「……あれ？」

　ちくっとした胸の痛みを感じて、クロエはふと我に返る。

（その通りよね……別に何もおかしくない）

　自分に言い聞かせて、もう考えるのはやめようと思う。

　今のクロエにできるのは、とにかく、あの学校で悪目立ちしないことだ。そうすれば孤こ立りつすることもないし、ジルベールやミシェルのことで女子の妬ねたみを買うこともないだろう。

　そして、いずれは立派な聖せい菓か師しになって、見返してやるのだ。

　そう思って、その晩、寝ね落おちするまでコイン浮うかしにチャレンジした。
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　魔法学校の授業は、午前中に魔法概がい論ろんと実じつ践せん魔法。お昼を挟んで、午後はドルイユ教きよう諭ゆに見守られての教室自習になっており、午前中の内容を各おの々おの定着させる。試験までの一か月間、このスケジュールは変わらないらしい。

　次の日、自習の終わりに、ドルイユ教諭が言った。

「明日あした、希望者を募つのって、マジー・ショコラトリーの見学に行きたいと思います」

　その急な知らせに、教室中がざわめいた。

「明日？　明日って、学校はお休みよね？」

「休日に見学授業ってこと？」

　クロエも、コイン浮かしの練習をやめて顔を上げた。相変わらずコインは浮かばない。

「打だ診しんしていたＳ級の聖菓師の一人から、明日なら手が空いていると連れん絡らくがあったのです。これを逃のがすと、試験までにスケジュールがいただけるかわかりません。Ｓ級のマジー・ショコラトリーといえば、貴族のみなさんでもそうそう訪おとずれることはできない場所です。いい機会ですから、聖菓師コース希望の方には、ぜひ参加をお勧すすめします」

　ざわつく生徒たちの顔を見ながら、ドルイユ教諭が説明した。

「希望者は、帰りに職員室へ名前を言いに来るように。集合場所は学校です」

　これを受け、放課後の教室は、一気にショコラトリー見学の話題で持ちきりになった。

「Ｓ級の聖菓師ですって。どなたかしら？」

「うち、ビュイソン子し爵しやく夫人と契けい約やくしてるの。ショコラトリーを見てみたいわ」

「ルコント伯爵は、お忙いそがしいから無理でしょうね」

　クロエが聞いたことのない、おそらくＳ級の聖菓師と思おぼしき人の名前が、競きそうように次々飛び出してくる。貴族の子女にとっては、マジショコも聖菓師も身近な存在なのだろう。




「ショコラトリー見学、どうされますか？」

　ゆるゆる帰り支じ度たくをしていると、ジルベールに尋たずねられた。

「行くわ。せっかくの機会だし、特に予定もないし」

　クロエが答えると、彼は大きく頷うなずく。

「では、私も参りましょう」

「えっ？　あなた、魔法騎き士しコースでしょ？」

「でも、見学するのは自由でしょう」

「それはそうだろうけど……」

　ショコラトリー見学について興奮気味に騒さわいでいるのは、女生徒がほとんどだ。

「……たぶん、見学は女子が多いわ。あなたが来たら目立つと思う」

「聖菓師コースの男女比は、例年ほぼ半々です。そんなことはないと思いますが」

「だとしても、本当にいいわ」

　彼がいれば心強くはあるが、普ふ段だんの教室より少人数での行動では、二人でいるのが一層目立つだろう。周りの目を気にしてヒヤヒヤするよりは、孤立していた方が気楽だった。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ。ショコラトリー見学は少人数だから、引いん率そつのドルイユ先生の目が届くわ。それに見学先はＳ級の聖菓師のところだし、行って帰るだけで危険なことはないと思う」

　ジルベールは、護衛係としての責任感から申し出ているに過ぎない。そう思って先回りしたのだが……。

「わかりました」

　そう言った彼は、一見いつもの様子だった。

「……一つ、お尋ねしたいことがあります」

　けれども、その瞳ひとみは曇くもり、何かを憂うれえているような色を帯びている。

「な……何？」

　それに驚おどろいて、そう問う声が動どう揺ようした。

「私は、貴女にとって迷めい惑わくな存在でしょうか？」

　彼の言葉より表情に気を取られていて、すぐに返事ができなかった。

「そ……そんなことない！」

　焦あせって発した声は、思いのほか大きかった。周りの注目を気にして、ジルベールに一歩近づく。見上げなければ目を合わせられない距きよ離りで、クロエは彼を見つめた。

「あなたには、本当に感謝してるわ。申し訳なくなるくらい」

　それは本心だった。彼がいなかったら、いらぬやっかみは受けずに済んだかもしれないけれども、その心細さは想像もつかない。

「わたしの言い方がまずくて、気を悪くさせてしまったなら、ごめんなさい」
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　そう言って、改めて彼の目を見つめる。

「ありがとう。あなたは、わたしにはもったいないほどの護衛ナイトだわ」

　心をこめて、そう伝えた。

「……いえ。私の方こそ申し訳ありません」

　俯うつむきかけていたクロエは、その言葉を聞いて顔を上げた。そして、意外な顔に出くわした。

　クロエに向けられた彼の目が、いつもより優やさしい。口角が左右均等に上がって、端たん整せいな顔に華はなやかな彩いろどりが生まれていた。

（ジルベールって、笑うんだ……）

　見つめていると照れてしまいそうで目を逸そらす。だが、そうするまでもなく、彼の微び笑しようは、波のようにすぐ引いた。

「妙みようなことを口走りました。忘れてください。今までの護衛任務では気にならなかったことが、どうにも気になってしまって」

　そう言った彼は、いつもの彼だった。けれども、注がれているまなざしは、今までより優しく温かい気がする。

「では、明日は同行いたしませんので、お気をつけて行ってらっしゃいませ」

「……うん、ありがとう」

　それがなんだか恥はずかしくて、彼の顔がよく見られなかった。
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　翌日の午後、クロエは聖せい菓か師しのショコラトリー見学に出かけた。

　集合場所の学校前へ集まって、最初に驚いたのは、集まっていた級友の服装だった。

　女子は全員、艶あでやかなドレス姿だった。フリルのたっぷりついた広ひろ襟えりのブラウスに、コルセットで腰こしを細く仕立て、宝石や金銀の刺し繡しゆうで豪ごう華かに飾かざり立てられたガウンを羽織っている。頭に輝かがやくのは、色とりどりの宝石が嵌はめこまれた髪かみ飾かざりだ。

　男子の面々も、今日は華やかに着飾っている。刺繡を施ほどこした上着に、贅ぜい沢たくな飾り襟をつけ、半ズボンに長なが靴くつ下したという貴族スタイルだ。

　何の社交パーティに来てしまったのかと、目を丸くした。クロエはもちろん、魔ま法ほう学校の制服だ。

（私服だなんて、言われてないわよね!?）

　見学者は思いのほか多くて、五十人ほど来ている様子だった。やはり、聖菓師コースは人気なのだろう。

　クロエに気づいた女子たちが、さっそくひそひそやり始めた。

「まあ、お休みの日まで、学校の制服で来るなんて……」

「笑ったらかわいそうだわ。ドレスを持っていないのよ」

「あのスカーフで来ればよかったのに。庶しよ民みんの私服って興味あるわ」

　勝手なことを言って、友人同士笑い合っている。

　すぐにドルイユ教きよう諭ゆが現れ、生徒たちの輪の中央に入って口を開いた。

「みなさん、ごきげんよう」

　それで私語がやんだので、ほっとした。

「今日みなさんをお連れするのは、アニエス・コレット女史のショコラトリーです」

　生徒たちから、おおっとどよめきが起こる。

「『ショコラの女王』じゃない。すごいわ！」

「よく予約が取れたな」

　生徒たちの反応で、これから行くのは相当名高い聖菓師の許もとであることを察する。

（そんな人に会いに行くのに、一人だけ制服なんて……）

　興奮する生徒たちとは対照的に、クロエの心が曇っていく。許されるなら今からでも着き替がえたいが、彼女たちのような豪華なドレスは、寮りように帰ったところで持っていない。

「アニエス女史のショコラトリーは、ここから歩いて十数分です。授業が進んでいれば移動術の練習をするところですが、人数も多いことですし、今日はお散歩気分で参りましょう」

　ドルイユ教諭の言葉に、生徒たちがはしゃいだ声で「はーい」と答える。特に整列したりすることもなく、華やかな貴族の子女たちの群れが、王都の中心を闊かつ歩ぽし始めた。

　一人耐たえきれなくなったクロエは、歩き始めるとすぐ、先頭を歩くドルイユ教諭の許へ向かった。

「すいません、先生。わたし、私服だなんて知らなくて……こんな格好で来てしまいました」

　彼女には入学式での遅ち刻こくを咎とがめられていたし、これ以上問題児と思われないうちに自ら懺ざん悔げしようと思ったのだ。

　ドルイユ教諭は、クロエを一目見ると、再び前を向いた。

「貴女あなたが謝る必要は、何もありません」

　その声こわ色いろは、いつもと同じように冷たく厳しい。

「校外見学は授業の一いつ環かんですから、正装は制服です。正しさで言えば、貴女はこの中の誰だれよりも正しい」

「えっ……？」

「しかし」

　戸と惑まどうクロエに、彼女は厳おごそかな口調で告げる。

「正しいことよりも、『貴族的であること』が優先される。それが、我が校の校風なのです」

「…………」

「それは、王おう侯こう貴族の世界の常識にも通じます」

　頭の中で、何度も彼女の言葉を繰くり返した。クロエがようやくその意味をおぼろげに理解した頃ころ、ドルイユ教諭は再び、半歩後ろを歩くクロエを一いち瞥べつした。

「貴女は、セルヴァン侯こう爵しやくにゆかりの方でしたね」

「……はい」

「貴女がそう望むなら、貴女はこの学園で、貴族のエスプリを身に付けることができるでしょう。そうなれば、もうどんな貴族も貴女を嘲あざ笑わらいません」

「もし、それを望まなかったら？」

　反射的に、クロエはそう訊きき返していた。ドルイユ教諭は、もう一度クロエを振ふり返る。

「闘たたかいなさい」

　そして、静かに言った。

「闘って、変えるのです。世界中は無理かもしれません。しかし、貴女の周りの世界を変えることは可能でしょう」

　ドルイユ教諭の言うことはクロエには多少難解だったが、彼女が貴族の身でありながら、貴族社会に思うところがある人間だということはわかった。

（貴族の人にも、そんな人がいるんだ……）

　厳格で怖こわいイメージだけだったドルイユ教諭のことが、ほんの少し好きになる。

「わかりました。……あと、先生」

　いい機会なので、目下の一番の悩なやみ事を相談しようと思った。

「作ったマジショコの魔力を上げるには、どうすればいいですか？」

「……貴女、魔法使いなの？」

　ドルイユ教諭は、少なからず驚おどろいた様子だった。

「はい……ショコラが変へん化げするから、そうだと言われました。Ｂ級ですけど」

「魔術は、日常的に使っていますか？」

「いえ……。練習していますが、コイン浮うかしもできません」

「つまり、魔力を自覚的に使ったことがないわけですね？」

「はい」

　恥ずかしながらクロエが頷うなずくと、ドルイユ教諭はしばらく沈ちん黙もくした。

「……二次性せい徴ちよう期を迎むかえても自覚的に魔法が使えない魔法使いの場合、考えられる可能性は二つあります。その者の魔力が、ものすごく弱いか、ものすごく強いか……貴女の場合、マジショコを検査してＢ級なら、後者の可能性は薄うすいでしょう」

　それを聞いて、クロエはがっくりと肩かたを落とす。やはり、そういうことなのか。

「どちらにしろ、マジショコのランクを上げるための策は『自分の意思で魔法を使えるようになること』しかありません。自分の意思で魔力を放出できるようになれば、ショコラに宿る魔力も多少増えるはずです」

「ということは……」

「コイン浮かしの練習を続けなさい。あれは魔術の初歩中の初歩で、最も成功しやすい訓練ですよ」

（やっぱり……）

　うんざりした気持ちになりながら、教えてくれた先生に頭を下げる。

「ありがとうございます。わかりました」

　ドルイユ教諭が小さく頷いたのを見て、歩く速度を落とし、先生からそっと離はなれた。

「……あの平民の彼女、先生に何を話してたの？」

　一人で歩いていると、後ろからこそこそ声が聞こえてくる。

「私たちに無視されてるから、先生におべんちゃらを言いに行ったのかしら？」

「やり方が狡こすいわね。さすが庶民だわ」

　胃の奥がカッと燃えたが、先生の言葉を思い出して平静を保つ。

　──闘いなさい。

　そうだ、闘うのだ。この学校で頑がん張ばらなければ、聖菓師になることもできない。

　そう考え、再び一度も浮かないコインのことを思い出し、ますます憂ゆう鬱うつになったのだった。




　アニエス・コレットのマジー・ショコラトリーは、王宮や学校のある中心部からほど近い、貴族の邸てい宅たくの立ち並ぶ一角にあった。

「こちらです」

　ドルイユ教諭が示したのは、白い石造りの館やかただった。瞠どう目もくするような大邸宅ではないが、屋根に尖せん塔とうがいくつもそびえる洗練された外観は、さしずめ小さな王宮といった雰ふん囲い気きだ。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　中から家令と思おぼしき年配の男性が現れ、ドルイユ教諭と挨あい拶さつを交かわす。彼に先導され、ドルイユ教諭と生徒たちは、屋や敷しきの中に入った。

「いい匂におい……」

　入る前からわかるほど、屋敷の周りはショコラの甘い香かおりに包まれていた。中に入ると、その香りは一段と濃こくなった。

「まず、奥からご案内しましょう。こちらが厨ちゆう房ぼうです」

　案内されたのは、玄げん関かんの左手をまっすぐ行った奥にある部屋だった。

　庶民の家の土間の何倍もある厨房に驚くクロエだったが、級友たちは意外な反応を示した。

「意外と狭せまいんだな」

「うちの家と、そんなに変わらないのね……」

　入ってまず目を引くのは、中央に広く陣じん取どる大理石の台。おそらく、ここでショコラのテンパリングの他ほか、大方の作業をするのだろう。壁かべ沿いには竈かまどや普ふ通つうの調理に使われる調理器具もあったが、あまり使われている形けい跡せきはない。今日は休みなのか、中は無人で、ショコラを作りかけている様子もなかった。

「人気の聖せい菓か師しのショコラトリーといっても、弟子でしに作らせたのではＳ級のマジー・ショコラになりませんからね。一人で作業するには、こちらはかなり広い厨房ですよ」

　生徒たちの反応を見て家令に気を遣つかったのか、ドルイユ教諭がそう説明した。

「すみません。本当ならアニエス様がショコラ作りを実演できたりしたら、生徒さんたちにはよかったんでしょうが……今日は一日、商談が入っていまして」

「結構ですよ。それで厨房が空くから受けていただけたんでしょう」

　ドルイユ教きよう諭ゆとのやりとりのあと、家令はさらに案内を続けた。

「次は、お隣となりへどうぞ」

　そう言って連れて行かれたのは、カカオ豆や砂糖の入った麻あさ袋ぶくろがどっさり積まれた、原材料の保管部屋。その隣が、カカオ豆の下処理専用の小さな厨房で、そこでは今日も弟子らしき人々が忙いそがしく働いていた。

「では、今日は特別にブティックへお連れしましょう」

　家令が言うと、主に女生徒たちから歓かん声せいが上がった。

「やったわ。『ショコラの女王』のお店、とても行ってみたかったの」

「人気すぎて、契けい約やくしてないと、ブティックにも入れないんだものね」

　そこで、クロエは察した。おそらく、今日見学に来た生徒の大半が、これ目当てだったのではないか。

　生徒たちの間に一気に私語が増え、廊ろう下かを歩く足取りも軽くなった気がする。

「二階はアニエス様と使用人の居住スペース、ゲスト用の寝しん室しつなどがあります。あちら側には、ブティックの他、客間、パーティ用の大広間もございます」

　玄関の前まで戻もどってきたとき、家令が、二階への階段と一階の奥を指しながら、そんな説明をした。

（アニエスさん、家族はいないのかな……？）

　ふと、そんな疑問が脳のう裏りをかすめる。それについては、意外と早く回答が得られた。

　玄関を通過して、ブティックの方へと歩いているときだった。廊下の壁沿いに、いくつものトロフィーが陳ちん列れつされている。添そえられた文字を読むと、「第四十三回マジー・ショコラ全国大会優勝」とあり、さらにその隣を見ていくと、三年続けて同じ大会で優勝していることがわかる。

（すごい……ほんとに『ショコラの女王』だ）

　さらに、トロフィーだけではなく、壁には新聞の切り抜ぬきのようなものも、額がく縁ぶち入りで飾かざられていた。





『ショコラの女王』のショコラに賭かけた半生

　アニエス・コレットは、コレット男だん爵しやくの次女として王都に生まれた。幼少の頃から類たぐい稀まれなる魔ま法ほうの才能を持ち、四歳のときには変へん化げの術を習得し、姉と一いつ緒しよに猫ねこの集会に出るのが日課だったという。十七歳で魔法学校を首席で卒業し、エリート聖菓師になった彼女の快かい進しん撃げきは止まらない。あらゆるコンクールで次々に優勝し、国内外にその実力を知らしめる。

　ショコラにすべてを捧ささげて独り身を貫つらぬき、今なお新たなマジショコ開発に意い欲よく的な、若き天才聖菓師のルーツを追う。






　立ち止まってそこまで読んだところで、周囲に生徒がいなくなってしまった。記事はまだ続き、「魔法では姉に勝てなかった」という見出しの箇か所しよはなかなか読みごたえがありそうだったが、諦あきらめてブティックへ向かった。

　一歩足を踏ふみ入れて、思わず溜ため息が漏もれそうになった。アニエスのブティックは素す晴ばらしかった。

　赤と黒を基調にした、高級感のある店内。深しん紅くの絨じゆう毯たんと、窓まど枠わくや家具に用いられた黒が、その印象を形作っている。天てん井じようにはクリスタルのシャンデリアが輝かがやいて、まぶしい光が店内を満たしていた。

　普通のショコラトリーのように正面にガラスケースはあるが、それより目を引くのは、店内奥に設けられた、床ゆかから天井までびっしりある木製の引き出しコーナーだった。

「買い物の時間は十分間だけですよ！　決まった人からショーケース前で会計しなさい」

　広い店内いっぱいに散らばり、思い思いにショコラを物色する生徒たちに、ドルイユ教諭がそう叫さけんでいた。

　クロエは、生徒が集中している引き出し地帯へ行ってみた。よく見ると、引き出しの一つ一つにラベルが貼はられ、文字が書き込まれている。おそらくショコラの名前なのだろう。手前にあって目についたのは「歯痛」「腹痛」「腰よう痛つう」など、薬系のショコラだ。

「何買った？」

「基本薬はマストよね。あと、お父様に毛生えショコラを頼たのまれてるの」

「美び肌はだショコラって、どこにあった？」

「あっちで見たような気がするわ」

　生徒たちは各おの々おの籠かごを持ち、引き出しから出した小さな紙かみ袋ぶくろを入れるのに必死だ。紙袋の中にはきっとマジショコが入っているのだろう。

　引き出しのラベルには、それぞれ値段らしきものが書かれている。試ためしに手近な「頭痛」を見てみると、「50カロン」と書いてあった。

（50カロン……！　ショコラ一ひと粒つぶで!?）

　それだけ持って市場に出たら、荷車いっぱいの食しよく糧りようや生活用品が買えるだろう。やはりマジショコの相場は桁けたが違ちがう。ましてや、クロエはお金をほとんど持っていない。

　──欲しいものがあったら、なんでもわしの名前で買いなさい。おっと、それじゃ王女だとバレてしまうな。ハッハッ！　ならばセルヴァン侯こう爵しやくに付けておきなさい。

　王にはそう言われていたが、この状じよう況きようでそんなことができるとは思えない。買い物は諦めて、みんなの様子を見守った。

　だが、なにしろ店内の熱気がすごすぎて、買い物に夢中な生徒たちの邪じや魔まにならないように移動しているうちに、いつの間にか店の奥へ奥へと来ていた。

　店の奥には、まったく人がいなかった。それというのも、引き出しゾーンのある場所から、腰こしくらいの高さに鎖くさりが張ってあって、それ以上は進めないようになっているのだ。

（なんでだろう……）

　奥の方は、窓も灯あかりもなくて薄うす暗ぐらい。目を凝こらして見れば、鎖の先にも同じようなショコラの引き出しが続いていた。ただし、その見た目はちょっと異様だった。

　引き出しの一つ一つに、頑がん丈じようそうな錠じよう前まえが取り付けられていて、こちら側のように簡単には開かないようになっている。

「あれは、おそらくＳ級のマジショコだよ」

　その声で、クロエは背後を振ふり向いた。

「ユーリク！」

　そこに立っていたのは、平民仲間のユーリクだった。今日は彼も私服で、貴族たちのような派手さはないが、襟えりや袖そでに飾りが付いた、ちょっとしたよそいきの格好をしている。

「あなたも来てたのね。わからなかった」

　クロエが言うと、ユーリクは内気そうに笑った。

「この服のせいかな。親おや父じの遺のこした一いつ張ちよ羅うらなんだ。おかしい？」

「ううん、似合ってる」

　クロエが褒ほめると、ユーリクは俯うつむいてはにかむ。

「ありがとう。俺は神父コースだろうけど、マジショコについては勉強しているから、一流の聖菓師の仕事場を見てみたくて」

「そっか」

　彼は医者を目指しているというから、マジショコの勉強は必ひつ須すなのだろう。

「……で、Ｓ級のマジショコって、何？」

「Ｓ級の聖せい菓か師しにしか作れないマジショコのことだよ」

　クロエが尋たずねると、ユーリクはそう答えた。

「Ｓ級の聖菓師のマジショコが優すぐれているのは、一つは質的なもの。たとえば同じ解げ熱ねつ効果のあるショコラでも、Ａ級の聖菓師のものより、速く、長く効くとされている。そして、もう一つ、Ｓ級以上の聖菓師にしか作れない効き目を持つマジショコがある」

「そういえば……」

　初日の魔法概がい論ろんの授業で見た、板書の表を思い出した。

「『難病の完治』とか『人心も操あやつる』ってやつ？」

　ユーリクは頷うなずいた。

「Ａ級の聖菓師には、それは作れない。難病の治ち療りよう薬は人のためになるものだけど、誰だれかを惚ほれさせたり、逆に憎にくませたり、精神を混乱させたり……為い政せい者しやたちに使用されれば、国を傾かたむけるほど危険なものも、Ｓ級の聖菓師には作れる。そういうマジショコは、値段も法外だし、ショコラ法によって取り扱あつかいが厳しく制限されているんだ」

「それが、あそこに……？」

「そうだと思う。まあ、本当に危ないものは、ここにも置いておかないだろうけど」

　そう言われて見ると、錠付きの引き出しの辺りには、妖あやしげなオーラが漂ただよっているように見える。

　彼とそんな話をしているとき、クロエが見ていた奥の突つき当たりにあるドアの方で、人の声がした。

「だから、問題は生産量の拡大よ。私に工こう房ぼうで一日中テンパリングだけしてろっていうの？　そんなの全然ワクワクしないわ。私は聖菓師である前にショコラティエールなのよ」

「でしたら、大量生産の方法は、これから先方と協議したいということにしましょうか」

「ええ。それをうまく言っといて。私、ちょっとドルイユ先生に挨あい拶さつしなきゃ。今、学校の子たちが見学に来てるのよ」

　ハキハキした女性と、男性の声だった。ドアノブが回って、こちらに向かってドアが開く。

　現れた女性を見て、心臓が止まりそうになった。

　亡なくなった母が、蘇よみがえったと思った。紅茶のような色の赤あか髪がみに、そばかすの目立つ白い肌はだ。華はなやかな美人ではないが、濃こい化け粧しようが引き立ちそうな控ひかえめな造作が美しい。首がすらりと長い、瘦やせ形で長身のスタイルまで、驚おどろくほど母ソフィに似ていた。歳としは、三十を少し出た辺りだろうか。年格好までもが、亡くなったときの母とそっくりだ。

「アニエスさんだ」

　周囲の生徒が、彼女に気づいて囁ささやいた。けれども、買い物の時間の方が惜おしいらしく、すぐまたショコラ選びに没ぼつ頭とうする。

（アニエス・コレット……この人が『ショコラの女王』なんだ）

　その二つ名から、王おう妃ひのように着き飾かざった人をイメージしていたのだが、目の前の女性の身だしなみはシックだった。一つにまとめた髪には大きな瑪め瑙のうが一つだけ嵌はまった髪かみ飾かざりをつけ、ドレスにも邪魔そうなフリルやレースは一いつ切さいなく、金糸を織り込んだ上等そうな布ですんなりした動きやすいシルエットに仕立てられている。

　アニエスはこちらへ歩いてくると、鎖を外して店内に入り、再び鎖をつけ直す。そうしてドルイユ教きよう諭ゆがいる出入り口の方に目をやったところで、すぐ傍そばにいるクロエの視線に気がついた。

　クロエが見入ったように、アニエスもまた、クロエを見て、時が止まったように硬こう直ちよくした。

　目が合うと、もう母が還かえって来たようにしか思えない。胸がドキドキして、せつなくなった。この人は、どうしてこんなに母に似ているのだろう。

「……貴女あなた、名前は？」

　アニエスは、クロエにそう尋ねた。

「クロエ・アングルです」

　クロエの答えに、アニエスは目を瞑つぶって軽く頭を振った。

「……そう。貴女、魔ま法ほう学校の生徒？」

「はい」

「私の工房はどう？　ためになった？」

「はい、とっても」

　夢ゆめ心ごこ地ちの気分で、アニエスに問われるまま答えた。話すと雰ふん囲い気きは多少違うが、母と生き写しの人と会話できることが嬉うれしかった。

「貴女は、買い物しないの？」

　クロエが手に何も持っていないのを見て、アニエスが尋ねる。

「はい……持ち合わせがないので」

　一人だけ制服姿でこんなことを言うのは、本当に惨みじめだった。

「欲しいショコラもないの？」

「いえ、そういうわけでは……」

「何？　言ってみて」

　アニエスの口調は、早くてせかせかしている。だからクロエも即そく答とうしなければと焦あせったが、マジショコの種類なんて、ほとんど知らない。

「と、遠見ショコラ……」

「あとは？」

「地じ獄ごく耳みみショコラ」

　なんとか聞き覚えのあるものを絞しぼり出したが、それ以上は口をつぐむしかない。

「そんなのでいいの!?」

　アニエスは素すっ頓とん狂きような声を出した。怒おこられているような気がして、首をすくめる。

「待ってて」

　すると、アニエスはクロエの前を通り過ぎて、生徒たちが物色する引き出しの方へ向かった。長身を生かし、高いところの引き出しを二つ開け、両方からいくつか紙袋を摑つかみ上げる。

「はい」

　クロエのところへ戻もどってくると、アニエスはそれをクロエに渡わたした。

「え？」

「お代、確かに受け取りました。ありがとう」

　そう言うと、アニエスはクロエに背を向け、生徒をかきわけてドルイユ教諭のいる方へずんずん歩いていった。

　クロエの手の中には、四つの紙かみ袋ぶくろがあった。そのうちの二つには「遠見」、もう二つには「地獄耳」と表に書いてある。

「お代……？」

　しばらく考えて、アニエスがこれを無料でくれたのだと理解した。お代云うん々ぬんは、金を払はらって買い物している他ほかの生徒たちの手前だろう。

「……すごいな」

　隣となりで一部始終を見ていたらしいユーリクが、クロエの手の中を見て言った。

「君みたいな可愛かわいい子は、女の人にもおまけしてもらえるんだ」

　お世辞に恐きよう縮しゆくしながら、クロエは彼に紙袋を差し出す。

「よかったら、あなたもいる？」

「いいよ、そういうつもりで言ったわけじゃないし、君がもらったものなんだから」

　ユーリクは首を振ふったが、クロエがなおも勧すすめると、申し訳なさそうに遠見ショコラと地獄耳ショコラを一つずつ受け取った。

　クロエは、出入り口の方へ目をやった。アニエスは、ドルイユ教諭と楽しそうに話している。その様子を見ながら、手の中のマジー・ショコラについて考えた。

（あの人、もしかして……）

　悶もん々もんとした想おもいを抱かかえたまま、アニエス・コレットのショコラトリー見学は終わった。




　学校に帰ってきて解散になったとき、ユーリクに話しかけられた。

「よかったら……これから二人で城下町に行かない？　君とゆっくり話がしたいんだ」

　クロエ自身、彼とはちゃんと話してみたいと思っていたので、その誘さそいは嬉しかった。

「もちろん。でも、制服だと気になるから、私服に着き替がえてもいい？」

　私服は粗そ末まつな普ふ段だん着ぎで恥はずかしいが、街に行くなら魔法学校の制服の方が目立つだろう。

「わかった。じゃあ、寮りようまで一いつ緒しよに行こう」

　そうして彼と共に寮まで帰ってきて、思わぬ人物の姿を目にした。

「ジルベール！」

　魔法学校の寮は、二階建ての横に細長い建物だ。これといった派手さはなく、ありふれた中流貴族の邸てい宅たくに見える。その入り口の横に、近この衛え騎き士しの制服を着た彼が立っていた。

「……どうしたの？」

　走り寄って訊きくと、ジルベールもクロエに気がついた。

「もうそろそろかと思って、お待ちしていました。お帰りの姿を見届けようと」

「えっ、そのために？　わざわざありがとう……その格好は？」

「近衛騎士団の訓練に出ておりました」

「休職中なのに？」

「学校がない日くらい行かないと、完全に離はなれていたら身体からだがなまってしまいますので」

「そっか。それに魔法騎士試験の練習にもなるもんね」

　そう考えて、納なつ得とくする。

「マジー・ショコラトリー見学は、どうでしたか？」

「それがね……」

　話し出そうとして、ユーリクのことを思い出した。振り返ると、ユーリクは離れたところに立って、こちらを見ている。

「……わたし、これからユーリクと出かけるから、着替えないと。また明日あした話しましょう」

　と、ジルベールに別れを告げようとしたとき、後ろからパタパタと足音がした。

「ああ、いいよ、クロエ」

　そう声をかけられて振り返ると、ユーリクが後ろに来ていた。

「やっぱり、今度にしよう」

「えっ、でも……」

　さっき約束したばかりなのにと戸と惑まどうクロエに、ユーリクは苦く笑しようした。

「貴族の彼に、悪いし。君たちのお邪じや魔まをするほど、俺は野や暮ぼじゃないさ」

　そう言うと、彼はさっと身を翻ひるがえして去ってしまった。

「……私こそ、お邪魔しましたか？」

　わけがわからず茫ぼう然ぜんとしていると、ジルベールに言われて我に返る。

「そんな。彼とは平民同士、仲良くなれそうなんだけど……貴族のことが苦手すぎるみたい」

「そういう平民が大半でしょう。自分が貴族でなかったら、貴族を好きになる理由より、嫌きらいになる理由の方が多いわけですから」

　確かにそうだ。身に着けるものも金銭感覚も、何から何まで貴族と庶しよ民みんは違ちがいすぎる。そう考えて、懐ふところのマジショコについて思い出した。

「そうだ、これ」

　体温で溶とけてしまっては困ると思って、さっそく取り出す。厚こう意いでいただいてしまったものなので、級友の目につかないようしまっておいたのだった。

「どうしたんですか、それ」

「あのね……」

　話し出そうとして、ふと視線が気になって横を見た。ドレス姿の女性たちが、クロエとジルベールを見て、何やら小声で会話しながら寮へ入っていく。おそらく、一緒にショコラトリー見学に行っていた同級生だろう。

　魔法学校の生徒たちは、半分くらいが寮暮らしだ。ジルベールのように王宮の周りに邸宅のある貴族の子女は通学だが、地方の領地にしか邸宅を持たない貴族もいるからだ。

「……話す場所、変えた方がいいかしら」

「どちらに？」

「わたしの部屋……は女子寮だからダメだし、休日に校舎は開いてないかもしれないし……」

　そう言ったとき、ある場所を思いついた。

「ちょっと来て。いい場所があるの」




　向かったのは、あの薔ば薇ら園だった。

「ここよ。この扉とびら、開けてみて！」

　中の光景に驚おどろいてもらいたくて言ったのだが、ジルベールは鉄の扉を押して首をひねった。

「……開きませんよ。施せ錠じようされているのでは？」

「えっ、ほんと？」

　クロエが押すと、扉は入学式の日と同様、ほとんど何の手ごたえもなく奥に開く。

「開くじゃない、ほら」

「……本当ですね」

「この扉を開けるのは、わたしの方が上手みたいね」

　二人でいるときはいつも彼がドアを開けてくれるので、そのことがなんとなく嬉しかった。

「これは凄すごいですね。薔薇園ですか」

　庭に入ると、ジルベールはそう言って辺りを見回した。

「でしょ？　入学式の日、あなたに会う前に見つけたの」

　この薔薇園は、学校から行くには回かい廊ろうを抜ぬけるのが近道だが、外からでも行くことができる場所にある。こんなに不用心なのに、今日も中に誰だれもいないのは不思議だった。

「ここに座りましょう」

　先導して歩いていたクロエは、奥の噴ふん水すいのある泉にたどり着いて言った。この前ユーリクと座った泉の縁ふちに、ジルベールと並んで腰こしを下ろす。

「……ねえ、ちょっと教えて欲しいことがあるの」

　膝ひざの上に置いたショコラの紙袋を見つめて、クロエはおそるおそる切り出した。

「わたしのお母さんの名前……お父さんと一緒に『アングル』を名乗る前の苗みよう字じ、知ってる？」

　一いつ拍ぱく置いて、隣から返答がやってきた。

「『ソフィ・コレット』……コレット男だん爵しやくの長女だと聞いています」

　やはり、そうだった。

　アニエスは、クロエの母の妹だ。

「……今日の見学先は、アニエス女史のショコラトリーだったんですね？」

　クロエの無言をどう受け取ったのか、ジルベールがそう言った。

「うん……」

　それで、クロエはジルベールに今日のことを話した。




「アニエスさんのお家うち、すごかったなぁ……」

　一通り話し終えてから、クロエはしみじみ呟つぶやいた。アニエス自身の洗練された装よそおいも素す敵てきだったし、ブティックも素晴らしく美しかった。あんな人が叔お母ばなのだと思うと、誇ほこらしい気持ちで胸がいっぱいになる。

「何せＳ級の聖せい菓か師しですからね。男爵家といえばそれほどの蓄ちく財ざいはないはずですが、彼女一人で、公爵家にも匹ひつ敵てきするほどか、それ以上の財産を得ていると思いますよ」

「……お母さんがお父さんと駆かけ落ちして、コレット家には何もお咎とがめがなかったの？」

「表立っては、ないと思います。駆け落ちの事実も、世間に公おおやけになっていませんし。ただし、王家は毎年何人かのＳ級聖菓師と契けい約やくを交かわしてショコラを買っていますが、アニエス女史はコンクールで何度も優勝しながら、王家とは一度も契約したことがありません」

　それがどういう事情かは王に訊いてみないとわからないが、クロエの母のことが関係していることは大いに想像がつく。

「……アニエスさん、お母さんを恨うらんでるんじゃないかしら」

「もしそうだったら、貴女あなたにそれを渡わたすことはなかったのではないですか？」

　ジルベールに言われて、クロエは改めて手元の紙かみ袋ぶくろを見た。ユーリクに分けたので、持っているのは、遠見ショコラと地じ獄ごく耳みみショコラ一つずつだ。

「……これ、本当に遠くの人が見えるの？」

「試ためしに、使ってみたらどうです？」

「えっ？　今？」

　クロエは、驚いてジルベールを見た。

「もったいないわ。いざっていうときに取っておいた方が……」

「ここで使い方を試しておいた方が『いざっていうときに』使えると思いますよ」

「それはそうだけど……」

「もし必要になったときは私が差し上げますから、いつでも言ってください」

　そう言われて、改めてショコラの袋を見つめる。確かに、王がいつも自分を見るために使っていたというマジショコの効用には大いに興味がある。

「でも、誰を見ようかしら……」

　クロエの知り合いは、下町にしかいない。教会で一いつ緒しよだった孤こ児じたちは苦楽を共にした仲間だが、どんな生活を送っているのかは、ショコラで見るまでもなく想像がついた。

（わたし一人、食べる物の心配もなく、学校にまで通って……申し訳ないな）

　しんみりしていると、ジルベールが脇わきから言った。

「どなたをご覧になっても、私にはわかりませんから。異性の方でも、お気き兼がねなく」

「え？」

　横を見ると、探さぐるような視線とぶつかった。水を被かぶった日以来、時々こんな風に、彼のまなざしに親しみのようなものを感じる。

「城下町に、愛いとしい方など、残してきたのではありませんか？」

「何それ？……恋こい人びとってこと？」

　ジルベールは、否定も肯こう定ていもせずにこちらを見ている。

「そういう人だったら、いないってば！　わたし、男の人と付き合ったことないの。前にも言ったでしょ？　何度も言わせないでよ」

「あれ、本当だったんですか？　てっきり、窮きゆう地ちを切り抜けるための出まかせかと」

「本当に決まってるじゃない！　あんな恥はずかしい噓うそ、誰がつくもんですか」

　今思い出しても、顔が赤らむ心ここ地ちがする。ジルベールがこんな人だとわかっていたら、あんなこと絶対に言わなかった。

　クロエの反応を見て、ジルベールは微笑ほほえんだ。

「それは失礼しました。クロエ様はお綺き麗れいなので、たくさんの男に言い寄られてきたかと」

「何それ。あなた、そんなお世辞言う人じゃないでしょ」

「ええ。だから、お世辞じゃないですよ」

　目を見つめて言われて、心臓が小さく跳はねる。

「現に、あの同級生……ユーリクといいましたか。クロエ様に近づいてるじゃないですか」

「あ、あの人は……そういうんじゃなくて、友達よ」

　ジルベールに対する動どう揺ようで、なんだか怪あやしげな反応になってしまって焦あせる。話題を変えようと、とにかく二つの紙袋を開けた。

　中には、シンプルな見た目のボンボン・ショコラが、一つずつ入っていた。遠見ショコラにはラインの、地獄耳ショコラにはフォークによる装そう飾しよくが表面についている。

「この二つを、一緒に食べればいいのよね？」

　入念に確かく認にんしながら、二つのショコラを掌てのひらに載のせて見つめる。

「で、結局誰を見ることにしたのですか？」

「そうね……じゃあ、隣となり町まちのラウルおじいちゃん」

「ご老人ですか……お若いのに、なかなか枯かれたご趣しゆ味みですね」

「だから、そういうんじゃないってば！　お店のお得意さん！」

　頰ほおを火ほ照てらせながらにらむと、ジルベールは喉のどをクックッと震ふるわせて笑う。

「すいません……面おも白しろくて」

「あなたの笑いのツボって悪あく趣しゆ味みだわ」

　憤ふん慨がいしながら、二つのショコラを口に放ほうり込んだ。

「もう一度、見たい方の名前を言ってください」

　ジルベールに促うながされるまま、クロエは「隣町のラウルおじいちゃん」と詠えい唱しようするように言う。直後にショコラを嚙かみ砕くだいて、思わずはっと瞠どう目もくした。

「美味おいしい……！」

　センターのガナッシュは、フランボワーズとミルク。きめ細やかなくちどけが、職人の高い技術を物語っている。すでに口の中でどっちがどっちかわからなくなってしまったが、あらかじめ一緒に食べることを想定して作られたように、酸味の立った爽さわやかな果実味と、濃のう厚こうなミルクのなめらかさが、互たがいに溶とけ合って素晴らしい調和を生み出していた。

　そして、その美味が名な残ごり惜おしくも舌の上から消え始めた頃ころ、クロエの身に不思議なことが起こり始めた。

　目の前の薔ば薇ら園の光景が、徐じよ々じよにかすんで不ふ鮮せん明めいになっていく……と思うやいなや、今度は別の光景が輪りん郭かくを現し始めた。

　そこは、庶しよ民みんの家の居間だった。脚あしが壊こわれかけた粗そ末まつな椅い子すと、古びたテーブルが置いてある。そこに、ラウル老人が意い気き消しよう沈ちんした様子で座っていた。

「どうしたの、お父さん。最近、元気ないわね？」

　聞こえてきた声は、まだ若い女の人だ。顔は見えないが、おそらく老人の背後にある台所で、こちらに背を向けて忙いそがしく立ち働いている女性だろう。

「城下町のショコラ屋さんが閉まっちゃったの、そんなに気にしてるの？」

　それを聞くと、老人は深い溜ため息をつく。

「……わしは、こうなることを心配していたんだ」

「えっ？　何？」

「お前たちにも言ったことはなかったが……実は、あの子の母親は、魔ま法ほう学校を卒業した聖菓師だったんだ。表向きは極ごく秘ひだったが……本当に困っている人たちには、こっそりマジショコを作って、普ふ通つうのショコラと変わらない値段で売っていた。ギルドに登録している聖菓師には、固く禁じられている違い反はん行こう為いだ」

　作業が終わったのか、老人の話しぶりに深刻さを感じ取ったのか、女性がエプロンで手を拭ふきながら、テーブルへやってきて老人の隣となりに座る。

「もしかして、十年前、お父さんの膝ひざが治ったのって……」

「そうだよ。『ショコラトリー・クロエ』がなかったら、わしゃとっくに寝ねたきりになっていた。わしが未いまだに城下町まで行って帰ってこられるのは、全部ソフィのおかげなんだ」

　そう言って、老人はまたも嘆たん息そくする。

「ソフィの娘むすめが開業すると聞いて、もしやと思って訪ねたが……クロエは、色んな意味で未熟だった。あの子のショコラは、普通のショコラじゃない。食べると元気が出て、具合が良くなる。そんなものは、店の表で売っちゃいけない。自分が魔法使いだってことすら、おそらくあの子は知らなかった。だから、ギルドに目をつけられて、近この衛え騎き士しを呼ばれた」

　そう言って、老人はやりきれないというように何度も首を振ふる。

「わしが教えてやるべきだった。でも、あの子を魔法学校へ通わせてやるような力はない。わしは、クロエに店を閉めろとは言えなかった。その結果、あの子を牢ろう屋やへやることになってしまったんだ……」

　懺ざん悔げするように、老人は何度も胸の前で十字を切る。

「ソフィはわしの恩人なのに、その娘をわしは救ってやれなかった。あの世でソフィに合わせる顔がないよ……」

　そう言う老人の声は徐々に遠くなり、その姿も霞かすみがかってくる。




「クロエ様」

　隣から話しかけられて、我に返った。

　気がつくと、目の前には薔薇園の風景が広がっている。

「いかがされましたか？　何やら、悲しいことがおありになったご様子ですが」

　ジルベールは、片手で涙なみだを拭ぬぐうような身ぶりをする。それで、クロエは自分が泣いていたことに気づいた。

「……なんでもないわ」

　両手で素す早ばやく涙を拭いて、努めて明るい表情を作った。

「悲しいことじゃない。嬉うれしいことがあったの」

　クロエの両親は、素晴らしいショコラティエだった。富も名声も捨てて、名もない町人として、庶民を救った。ラウル老人のように、母ソフィに感謝している人は、きっと他ほかにもいるに違ちがいない。

「……わたし、頑がん張ばる。きっと聖せい菓か師しになって、あのお店を再開させる」

　前を見み据すえて、そう宣言する。そして、心の中で、老人の顔を思い浮うかべて呟つぶやいた。

　だから、そのときまで元気で待っててね、おじいちゃん。
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　クロエの学校生活は、それからも平へい穏おんとは言えなかった。

　着席すると机の中からコウモリが飛び出し、休み時間にロッカーを開けば、大量のヤモリが現れる日々が続いた。

　けれども、その程度のいやがらせなら、ネズミが走り回る孤こ児じ院いんで暮らしていたクロエには、なんてことない。

　マジショコで見た光景によって新たになった夢が、クロエを支えていた。

（平民として学校を卒業して、ショコラトリー・クロエでマジショコを売るんだ）

　たとえ聖菓師ギルドに登録しても、下町のあの店なら、違い反はんにならない範はん囲いでマジショコを安く売ることができるのではないか。そうすれば、両親の遺志を引き継つぐことができる。

　いくら困っている人たちにはマジショコを販はん売ばいしていたとはいえ、無む認にん可かの店で秘ひ密みつ裏りにしていたことであれば、母が救えなかった人もたくさんいるはずだ。

　聖菓師として開業できれば、病気や身体からだの悩なやみを抱かかえた人たちが、自ら助けを求めて訪おとずれてくれる。「ショコラトリー・クロエ」がマジー・ショコラトリーになることで、より多くの人を救えるのだ。

　そのためには、何がなんでもＡ級以上のショコラを作らなければならない。




　二週間ほど経たったある日、実じつ践せん魔法の授業で、クロエたち新入生は調理室へ集められた。

「今日は、みなさんにショコラを作ってもらいます」

　いつもと違う教室で浮うき足立つ生徒たちに、クラヴェル教きよう諭ゆはそう言った。

「ついに!?　やった！」

「試験まであと二週間なのに、今から練習してショコラが作れるのかな」

　突とつ然ぜんのショコラ実習に、生徒たちの反応は様々だ。

「最初に言っておきますが、ショコラ自体の出来は、聖菓師試験には一いつ切さい影えい響きようしません。ちゃんとしたショコラは、卒業までの間に作れるようになればよろしい」

　そんな生徒たちに、クラヴェル教諭は重々しく説く。

「試験で審しん査さ員が見るのは『Ａ級以上のマジー・ショコラを作ることが可能な者かどうか』、これだけです」

　クロエはひそかに肩かたをすくめた。コイン浮かしは、まだ成功していない。

「みなさんは、なぜ『マジー・ショコラ』なのかと疑問に思ったことはありませんか？」

　唐とう突とつな問いかけに、教室中がざわっとする。

「なぜ、マジー・パン、マジー・クッキーはないのか。不思議ではありませんか？」

　辺りから「確かに」という声も上がったが、訳知り顔で澄すましている者もちらほらいた。

「カカオの実には、古代から魔力が宿ると言われています。それはカカオが『神テのオ食ブべロ物マ』と呼ばれるようになった神話からも明らかでしょう。つまり、あらゆる食べ物のうちで、カカオを主原料とするショコラだけが、魔法使いの魔力を、人間に有効な形で留とどめることができるのです」

　クロエは感心して聞いていた。両親は、あれだけショコラを作りながら、クロエにマジショコについての話はついぞしなかった。

「だから、みなさんに魔力があるなら、ただ普通にショコラを作っているだけで、カカオはそれを吸収します。見た目が不格好でも、味がまずくても関係ありません。最後に試験薬をかけて、魔力の程度を判定します。試験はそれだけです」

　あれか、とジルベールが使った試験薬を思い出した。

「本日は、実際の試験の工程をなぞってやってみましょう。今からショコラの基本的な作り方を指導します。また、ここには聖菓師以外のコース志望の生徒もいるでしょうが、ここで自分の魔力を知って、今一度コース選せん択たくについて考えてみるといいでしょう」

　そうして、クラヴェル教諭はショコラの作り方を説明し始めた。試験ではタブレット状のショコラが使われるということで、カカオ豆を加工する過程は省かれた。

　タブレットを湯ゆ煎せんにかけて溶かし、大理石の台の上で、なめらかなショコラを作るためのテンパリングが行われる。

「テンパリングは、実際の試験でも必ず丁てい寧ねいにしなければなりません。この過程で、作り手の魔ま力りよくがショコラに伝わっていきます」

　調理室には大理石の台が十台あり、一台を生徒十人で使える。各台の傍そばには湯煎のための竈かまどがあり、台は十人同時に作業できる広さなので、一人が湯煎したショコラ液を台の各場所に置いて、各自、クラヴェル教諭を真似まねしてテンパリングを行った。

「……さすがですね」

　クロエが両手のヘラを使ってショコラを混ぜていると、横にいたジルベールが言った。

　ジルベールだけではない。顔を上げると、クロエの台にいた他の級友たちも、クロエの手元に注目していた。

「すごい。貴女あなた、ショコラ作ったことあるの？」

　向かいにいた女子が、目をキラキラさせてクロエを見ている。愛らしい上品な少女に見つめられて、胸がドキドキした。

「え、ええ……」

「すごいわ。続き、やってやって」

　彼女に急せかされて、再びヘラを動かす。利きき手のヘラを、ショコラに波を描えがくように細かく動かして空気に触ふれさせ、もう一方のヘラで反対のヘラについたショコラを素早くこそぎ落とし、何度も同じ工程を繰くり返す。

　次し第だいにショコラが冷めて重い手ごたえが感じられるようになってくると、型を取って中にショコラを落とした。食べるわけではないので、試験と同様のものだという、仕切りのない大きめの四角型が配られていたのだった。

「出来上がり……です」

　大理石の上にヘラを置いて、顔を上げた。

「すごいわ！　ショコラ屋さんみたい」

　向かいの少女が、再び歓かん声せいを上げた。

「ええ……実は」

　店ではトリュフしか作れない不器用なショコラティエールだったのに、ここではこんなに褒ほめてもらえる。そのことが嬉しくて、つい告白した。

「ほんと!?」

　目を丸くする彼女に、無言でこくこくと頷うなずいてみせる。

　貴族の女子との会話に、クロエはおっかなびっくりだ。同じ台の級友も、クロエに話しかける女生徒を、ヒヤヒヤしたようなまなざしで見守っていた。

「あっ、じゃあ、最初スカーフを被かぶってたのも、もしかしてお菓子屋さんだから？」

「……ええ……」

　それもあるが、スカーフは庶しよ民みんの日常着なのだ。だが、彼女にあまりに悪気がないので、なんとなく言えなかった。

　そのうち周りの生徒は自分の作業に戻もどり、少女も自分の手元に目を落とす。

「ね、私の見て。これで合ってる？」

　おっとりとした不慣れな手つきで、彼女はショコラの海をヘラで搔かく。

「ええ……あ、外側も混ぜないと、表面が固まってきちゃう」

「こう？」

「そうそう、上手……です」

　気を遣つかって付け足したクロエを、少女はちらと見て笑った。

「なんで？　同級生なんだから、普ふ通つうに話そうよ」

　愛らしい笑え顔がおだった。顔の横で、真しん珠じゆの髪かみ飾かざりが美しく煌きらめく。

（いいなぁ……可愛かわいい）

　そういえば、この学校の女子は、スカーフを被らない代わりに、結ゆった頭に髪飾りをつけている。頭に何もつけていないのはクロエくらいだった。

　そんなことを、今さらのように認にん識しきした。入学してから嫌いやな目に遭あいすぎて、こうして女子をまじまじと見ることができたのは初めてだったのだ。

「ねえ、貴女。今度、私と一いつ緒しよに、うちと契けい約やくしてる聖せい菓か師しのブティックに行かない？」

「えっ!?」

　思いがけないことを言われて、驚おどろきの声が出た。

「貴女、ショコラティエールなんでしょ？　一緒にお店に行ったら、色々勉強になりそう」

「でも、わたし、マジショコには詳くわしくなくて……」

「そうなんだ。私は逆で、聖菓師を目指してマジショコの勉強はしてるけど、ショコラ作りの練習はこれからなの。ちょうどいいんじゃない？」

　何が「ちょうどいい」のか、わかりそうでわからなかったが、彼女のほがらかさにほだされて、クロエはつい頷いてしまった。

「……わかった」

「よかった！　きっと行きましょうね。やっぱり試験が終わったあとがいいかしら？」

　ショコラを型に詰つめながら、彼女はうきうきと呟つぶやいている。

　隣となりのジルベールを見ると、「よかったですね」と言いたげにクロエを見ていた。

（……もし実現したら、何着てこう。校外授業じゃないから、制服はダメよね……）

　クロエの脳のう裏りに真っ先に思いついたのは、情けなくもそんな悩なやみだった。




　だが、その後の魔法試験薬での結果で、クロエはより深刻な悩みの谷へと突つき落とされた。

　クロエのショコラは、またしてもコマドリに変化した。

「小鳥か。Ｂ級だな」

　クロエたちの台へチェックに来たクラヴェル教諭が、クロエの変へん化げを一いち瞥べつして言った。

（やっぱり……）

　コインも浮うかないからわかっていたとはいえ、この結果に意い気き消しよう沈ちんする。

　ジルベールのショコラは、騎き士しらしく馬に変化した。クロエに話しかけてくれた女子は、可愛らしい羊。どちらも大型動物なので、Ａ級だ。変化した物は、数分も経つと元に戻るのだが、一時は教室が動物園のような有り様になった。

　クロエのショコラの変化を見て、教室の一部の女子が噂うわさする。

「あの子、貴族の血を引いているのかしら？　Ｂ級だけど、変化したわ」

「もしかして、セルヴァン侯こう爵しやくのご落らく胤いんとか？」

「それなら、ジルベール様が面めん倒どうを見ているのもわかるわ」

「だとすると、あの子に優やさしくした方が、ジルベール様の心証が上がったりして……？」

「今さら？　もう遅おそいわよ」

　結局、百人ほどもいる教室中で、ショコラが何の変化も見せなかったのは、ただ一人。平民のユーリクだけだった。
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「ねえ、城下町と違ちがって、王城には市場なんてないでしょ？　貴族のお姫ひめ様さまたちは、どこで洋服とか買うの？」

　数日後の休み時間。浮かないコイン浮かしの練習に飽あきたクロエは、隣の席で本を読んでいたジルベールに訊きいた。

　クロエの視線の先にいたのは、一緒に聖菓師のブティックに行こうと誘さそってくれた少女だった。教室の隅すみで、数人の女子と優ゆう雅がに談だん笑しようしている。

（名前くらい、訊いておけばよかったな……）

　可愛くて、感じのいい子だった。それに、毎日替かわる髪飾りは、いつ見ても素す敵てきだ。

　ジルベールから返答が来ないので、隣を見た。彼は、クロエを見つめて驚いたような顔をしていた。

「そうでしたね。大変失礼しました」

「え？」

　突とつ然ぜん謝られても、何のことだかわからない。

「貴女に替えのお召めし物を出せなかったときに、気づくべきでした。私の気が利かないばっかりに、私服もご用意せず……。今までご不便な思いをされていたのではないですか？」

「えっ、そんな、別に大だい丈じよう夫ぶよ」

　答えながら、たとえ貴族の服を持っていたとしても、この前の見学には制服で行ってしまっただろうなと思う。

「貴族は、店では買い物しません。自宅に仕立て屋を招いて、服をオーダーするんです。服ふく飾しよく品も同様です」

「そうなんだ」

　感心していると、ジルベールは何かを思い出したように口を開いた。

「よかったら、今度の休日、我が家へいらしてください。ちょうど、姉と妹が仕立て屋を呼んでいるんです」




　そうして次の休日、クロエはセルヴァン邸ていを訪おとずれることになった。

　セルヴァン邸は、王宮から歩いて行けるほどの距きよ離りにある。入学前に一度行ったことがあるが、移動したのが夜だった上、家人にも紹しよう介かいされず、ひたすら王の腹心と入学の段取りを確認しただけだったので、どんなところだったかはよく覚えていない。

　昼過ぎ、寮りようまで迎むかえに来てくれたジルベールと、馬車に乗ってセルヴァン邸へ向かった。

「今日も、訓練に出ていたの？」

　ジルベールは、近この衛え騎士団の制服を着ていた。ちなみにクロエは今日も学校の制服だ。

「はい。午後は自宅にいられるよう、早朝から出ていました」

「わたしを連れてきてくれるため？　ごめんなさい」

　クロエが恐きよう縮しゆくすると、ジルベールは首を振ふる。

「姉と妹と三人では、貴女あなたも気まずいでしょう」

「そっか。ご両親、今いらっしゃらないのよね」

　セルヴァン家は、以前から年の半分ほどを領地である地方の館やかたで過ごすそうで、今はその時期なのだという。子どもたちは学校や仕事で王都を離はなれられなくなり、ここ数年は夫ふう婦ふだけがそんな暮らしをしているらしい。

「それなのに、わたしのことで色々と侯爵様のお世話になってしまって平気？」

「問題ありません。私が、恐おそれ多くも陛下に目をかけていただいているのも、元々は父が陛下に多大な忠誠心を買っていただいていることによりますので」

「すごい。お父様も、真ま面じ目めな方なのね」

「……というより、陛下と父は、馬が合う、と申し上げては恐れ多いですが、王と臣下という立場を超こえて、人としての性質で通じるものがあるようです」

「気が合って、仲良しってこと？」

「そういうことになりますかね。恐れ多くも」

　そんなことを話しているうちに、馬車は侯爵邸に到とう着ちやくした。




　セルヴァン侯爵邸は、歴史を感じる重じゆう厚こうな造りの貴族邸だった。二階建てで回かい廊ろうがある豪ごう邸ていだが、装そう飾しよくなどはシンプルな方だ。

　ジルベールに導かれるままに、クロエは二階の応接間に連れて行かれた。ドアの向こうから、女性たちの華はなやかな声が聞こえてくる。

（ジルベールのお姉さんと妹さんって、どんな人たちだろう……）

　緊きん張ちようと好こう奇き心しんで鼓こ動どうを高鳴らせるクロエの前で、ジルベールがドアを叩たたいた。

「失礼。クロエ様のご到着です」

　それで、部屋の中がぴたりと静まり返る。ジルベールにドアを開けてもらい、おそるおそる足を踏ふみ出すと……中では、二人の女性が、布の海に埋うもれていた。

　部屋の中は、おそらく見本用の布なのだろう、様々な色、素材の布の端は切ぎれで溢あふれていた。二人の貴婦人は、その中央に座りこんでいた。

「クロエ様、いらっしゃい！」

　先に声を上げたのは、中等学校に入っているかいないかの、まだ幼い少女だった。好奇心に爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみは大きく澄すんでいて、顔立ちも少女なりに美しい。ジルベールと同じ暗あん褐かつ色しよくの髪かみは動きのある巻き毛で、彼女の表情をますます愛あい嬌きようのあるものにしている。

「エミリー・セルヴァン、十二歳です！」

　元気よく言った彼女に続いて、その隣にいた女性が口を開いた。

「初めまして、クロエ様」

　それは、エミリーよりはだいぶ大人びた様子の美女だった。艶つやのある長い黒髪が印象的だ。

「弟がいつもお世話になっております。ジルベールとエミリーの姉、ベアトリスですわ」

「歳としは十九！　独身でーす！」

　隣のエミリーが付け足すと、たちまちベアトリスの上品な相そう貌ぼうが一変した。

「ちょっと、それは言うなって言ってるでしょ!?　せっかくの自己紹介が台無しじゃないの！」

「どうせすぐバレるんだからいいじゃない！　婚こん活かつ用のモテドレス選んでるんだって！」

「お黙だまりクソガキ！　あんたみたいなペタンコは子供服でも作ってなさいよ！」

「そういうお姉様だって、その歳にしては随ずい分ぶん色気のないお身体からだだこと！　結婚できないのはそのせいじゃなくて？」

「なんですって!?　くらえっ！」

　柳りゆう眉びを逆立てたベアトリスは、手近にあった布を摑つかんで投げた。

「えいっ！」

　エミリーも負けじと応戦し、部屋の中はたちまち色とりどりの布が飛び交かう戦場となった。

　茫ぼう然ぜんとしているクロエを廊ろう下かへ導き、ジルベールは部屋のドアを閉めた。

「……失礼しました。お見苦しいところをお見せしました」

「元気なご姉妹しまいね……」

　圧あつ倒とうされてしまって、それしか言うことがない。貴族の令れい嬢じようはおしとやかなものだと思っていたのに、二人のやりとりは下町の娘むすめと変わらないどころか、もっと激しいかもしれない。

「以前はあれより物静かな姉だったのですが、なかなか結婚の話がまとまらないでいるうちに、近ちか頃ごろではあんな風になってしまいまして」

「はあ……」

　アズナヴールの女性は、十六から十八歳くらいで嫁とつぐのが一いつ般ぱん的だ。十九だとやや遅めの印象で、二十歳はたちになると行き遅おくれと見られる風潮がある。平民でもその感覚だから、貴族階級の婚期はもっと早いのかもしれない。

「手て前まえ味み噌そと思われるかもしれませんが、家いえ柄がらもいい方ですし、姉をもらいたいという家はたくさんあったのです。が、姉は結婚相手への理想が高く、相手のご子息と会って、少しでも気に入らないところがあると、父に文句を言って力ずくで破談にさせる悪あく癖へきがありまして」

「ちょっと、聞こえてるのよ、ジルベール！　クロエ様に変なこと吹ふき込んだら殺すわよ！」

　ドアの向こうから恫どう喝かつが聞こえてきて、ジルベールは首をすくめて話をやめた。




　その後、待機していた仕立て屋を交えて、ああだこうだと生き地じ選びをし、姉妹のドレスのデザインが決まった。

　ジルベールと共に同席したクロエは、その華やかな光景を、異国の出来事のように見守った。レースやフリル、宝石をちりばめた、あの貴婦人たちの美しいドレスは、こうやって作られているのか。

「クロエ様は？」

　仕立て屋が片づけを始めたところで、エミリーが尋たずねた。

「そうよ、クロエ様もドレスを作るんじゃないの？」

　ベアトリスも言って、仕立て屋が片づけの手を止める。

「え……っと、わたし、何を選んでいいかわからないから、やっぱりいいです」

　二人の様子を見ていて思ったのだ。ドレスなど袖そでを通したこともない、スカーフにエプロン姿で過ごしてきた下町娘には、自分でドレスをオーダーすることなど不可能だと。

　すると、急に姉妹の目が光った。

「クロエ様。私たちが何のためにいるとお思いになって？」

「そうよ。クロエ様の初めてのドレス、ぜひ私たちに見みつ繕くろわせてくださいな」




　そうして、二人による怒ど濤とうの作戦会議が始まった。

「こっちの緞どん子すはどう？　綺き麗れいだし手て触ざわりもいいわ」

「うーん、色がいまいち。それより、こっちのビロードはどう？」

「重いわ。お姉様と違ちがって若いんだから、軽かろやかな素材を使わないと」

「だから、あんたはいつも一言余計なのよ！」

　途と中ちゆう、幾いく度どか喧けん嘩かになりかけながらも、二人は真しん剣けんに生地を選んでくれる。

「この生地だったら、袖にはこのレースがいいと思うわ」

「じゃあ、それにこのリボンを通しましょうよ」

「あら、それいいわね」

　次し第だいに意見が一いつ致ちして、ついにクロエのドレスが決まった。

「やった！　これで完かん璧ぺきね！」

　とはいえ、積み上げられたのは大量の布ばかりで、クロエには完成品の姿がまったくピンとこない。

「とびっきりのドレスになったわ。あとはお願い」

「なる早で作ってね」

　姉妹に言われて、仕立て屋はそそくさと布を抱かかえて帰り支じ度たくを始める。

「ちょっと仕立て屋の方をお送りしてきます」

　ジルベールが言って、席を外した。




　それで、部屋には女三人だけになった。使用人がコーヒーと茶ちや菓が子しを用意し、一仕事終えてくつろいだ雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　作業スペース確保のためか、応接間のソファは壁かべ沿いに二つ置かれていて、クロエが勧すすめられて座ったソファは、姉妹のソファとサイドテーブルを挟はさんで並んでいた。

「クロエ様は、おいくつ？」

　マドレーヌを頰ほお張ばりながら、エミリーが人なつっこく話しかけてきた。

「十五よ」

「じゃあ、もうすぐ結婚ね！」

　エミリーはよほどこの話題が好きなのか、目を輝かせて切り出す。

「王女様って、他ほかの国の王様と結婚して、王おう妃ひ様になれるんでしょ？　いいなぁ、素す敵てき！」

「……残念ながら、そんなことにはならないと思う。わたしは、このまま平民として暮らすつもりだから」

「えーっ、もったいない！」

　エミリーが大げさな声を上げ、クロエは苦く笑しようする。

（結婚か……。まだ考えたことなかったな）

　先日まで親も財産もない天てん涯がい孤こ独どくだったクロエは、できるとしたら恋れん愛あい結婚以外は考えられなかった。だが、その恋愛すらしたことがなかったのだ。

（聖せい菓か師しにさえなれたら、アニエスさんみたいにずっと独身でも生きていけるのよね……）

　どちらかといえば、今のクロエの意識はそちらへ向かっているのだった。

「ねえ、じゃあ、クロエ様。うちのお兄様はどう？　ちょっと理り屈くつっぽくて変な人だけど、男前だと思わない？」

　エミリーに予想外のことを言われ、心臓がトクリと音を立てる。

「ジルベール？……そうね、いい人だと思うけど……」

「ですって！　きゃーっ！」

　エミリーは大興奮して、隣となりの姉の肩かたをバシバシ叩たたく。

「お兄様とクロエ様が結婚したら、私、王女様の妹よ。それって、すっごく素敵！」

「ちょっと！　私の前で他人の結婚話はやめてって言ってるでしょ！」

　今まで黙もく々もくとコーヒーを嗜たしなんでいたベアトリスが、そこでカップをソーサーに打ちつけた。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　弟に先越こされたら憤ふん死しするわ！」

「そのうち、妹にまで先越されたりして～」

「そうなったら、あんたの婚家についていって結婚生活めちゃくちゃにしてやる！　死なばもろともよ！」

　賑にぎやかに言い合う姉妹を見て、クロエは笑った。最初はびっくりしたが、どうやらこれが二人のコミュニケーション方法らしい。一人娘として育てられたクロエには、こんな光景が羨うらやましくも思えてくる。

「……なんていうか、お二人とも、ジルベールとは、あまり似てませんね」

　それは、素直な感想だった。当然、姉妹も自覚していることだと思ったのだが、それを聞いたベアトリスとエミリーの顔に、ちょっとした戸と惑まどいのようなものが生まれた。

「ま、そうね……私たち、母様似だから」

　ベアトリスが微び妙みような笑えみを浮うかべて言うので、何かフォローしなければならない気になって口を開く。

「ああ、じゃあ、ジルベールはお父様似なんですね」

　すると、部屋の空気はより複雑になった。姉妹は目を合わせ、再びベアトリスが言った。

「あの人は……父様とは、似ても似つかないわね。たぶん、そうあろうと心がけてるんだろうけど」

　続いて、エミリーが気き遣づかわしげにクロエを見つめる。

「クロエ様、もしかしてお聞きになってないの？　私たち家族のこと……」

「えっ……？」

　クロエには何のことかわからない。困こん惑わくしていると、エミリーがぱっと顔を明るくして、淀よどんだ空気を断たち切るように、両手を大きく打ち鳴らした。

「そうだ！　お父様似っていうなら、性格は、お姉様が一番似てるんじゃない？」

　それを聞いて、ベアトリスもたちまちいつもの調子に戻もどる。

「やめてよ！　私あんなに気ぃ多くないわよ」

「でも、パーティから帰ってくると、よく『あの人素敵だった～』とか言ってるじゃない」

「ちょっと話してみると、どれも大したことない男なのよ！　だから困ってるんじゃない！」

　それでクロエもなんとなく誤ご魔ま化かされて、楽しげな雰囲気に埋まい没ぼつした。




　しばらくするとジルベールが帰ってきたが、彼はまださっきの仕立て屋を伴ともなっていた。

「すいません、こちらをお見せするのを忘れていたんですが……いかがなさいますか？」

　仕立て屋が手にしていたのは、小さな革かわのトランクだった。横にして開けてみせると、中には色とりどりの装そう飾しよく品のようなものが並んでいる。

「あら、綺麗な髪かみ飾かざり」

　ベアトリスがソファを立って、トランクの中の物を手に取って眺ながめる。

「これ、おいくら？」

「ここにあるものは、すべて５００カロンになります」

「私にも見せてー！」

　エミリーも姉の隣に行って、髪飾りを品定めする。クロエも興味を引かれ、彼女たちの後ろからのぞきこんだ。

（素敵……！）

　モチーフによって様々な色や形の宝石が使われ、中には羽を飾った物もある。飾りの豪ごう華かさはもちろん、磨みがき上げられた金や銀の土台までもが美しい。

「……でも、髪飾りはこの前買ったばかりなのよね」

　ベアトリスが呟つぶやいて、手に取っていたものをトランクに戻す。

「私、今回はいいわ」

「私も～。まだ下ろしてない新品があるから」

　エミリーも言って、姉妹しまいがトランクから離はなれる。

「クロエ様は？　いかがなさいますか？」

　そう言ったのは、仕立て屋の横にいたジルベールだった。

「えっ……」

　乙おと女め心ごころとしては、欲しいに決まっている。

　特に、クロエが惹ひかれたのは、中央の髪飾りだった。他の物に比べると小ぶりだが、その分手が込んだ作りになっている。リボンのモチーフが上品にあしらわれたデザインで、宝石は真しん珠じゆだけを使ったシンプルな色味だが、それがなんともいえず清せい楚そで可か憐れんだと思う。あの級友の少女がつけていた真珠の髪飾りの美しさが、心に残っていたせいかもしれない。

「どうぞ、お手に取ってご覧ください」

　仕立て屋に言われて、その髪飾りを持ち上げて眺める。見れば見るほど、繊せん細さいで美しい髪飾りだった。これだけの物をつけて学校に行けたら、とりあえず見た目だけは、周囲の女子から浮かなくなるだろう。

（でも、５００カロンって！　高すぎるでしょ……！）

　クロエのためらいはそこだった。50カロンのマジー・ショコラで驚おどろいていたのに、これはさらにその十倍だという。

（この髪飾り一つで、一家三人が何か月か食べていける……）

　そう考えてしまうと大変な額で、とてもじゃないが、そんなものを頭につけて歩く勇気はなかった。洋服と違ちがって、髪飾りがなくても外に出ることはできるのだ。

「……わたしも、いいわ」

　散々葛かつ藤とうした挙げ句、クロエは髪飾りを置いた。

「本当によろしいんですか？」

　ジルベールに訊きかれたときには、クロエの心はもう髪飾りから離れていた。自じ慢まんにもならないが、小さい頃ころから贅ぜい沢たくを諦あきらめることには慣れている。

「ええ。見せてくださってありがとう」

　クロエに言われて、仕立て屋は一礼してトランクを閉めた。




　再び仕立て屋を送りに出たジルベールを追いかけて、クロエは廊ろう下かに出た。

「ねえ、さっきのドレス、おいくら？」

　部屋のすぐ外で、追いついた彼に尋たずねる。あんな小さな髪飾りでも５００カロンするのだ。オーダードレスの値段を考えて、急に恐おそろしくなったのだった。

「……いくらでしょう。見積もりはすべて家令に任せたので、ちょっとわかりませんね」

　本当なのか方便なのか、ジルベールはとぼけている。

「そのお金、誰だれが払はらうの？　侯こう爵しやく様？　わたし、働いて、いつかお返しするから言って」

　食い下がるクロエを、彼は諭さとすように見つめた。

「どうかお気になさらないでください。いやらしい話で失礼しますが……」

　と、廊下の先を見て声を潜ひそめる。ジルベールが立ち止まったのに気づいた仕立て屋が、前方で待っているのだった。

「父は陛下から、クロエ様の件で特別な俸ほう禄ろくをいただいているのです。これくらいのご奉ほう仕し、ものの数ではないとお心得ください」

　そう言われてしまうと、それ以上何も言えない。

（本当なのかしら……）

　いずれにしろ、ドレスのお礼は、いつか必ず侯爵家に納めようと心に決めた。




　その後、四人で茶ちや菓が子しをつまんで世間話などをしてから、クロエは侯爵邸ていを辞した。

　帰りの馬車の中で二人になると、ジルベールは急に改まった口調で切り出した。

「これからしばらくの間、登下校は、必ず私と一いつ緒しよになさってください。休みの日は、予定にない外出はなさらないように」

「えっ？　何それ。どういうこと？」

「実は、今日、陛下の御ご前ぜんでうかがったのですが……」

　そう言うと、彼は辺りを警けい戒かいするようにうかがった。しかし、四人乗りの車内には、当然ながら不ふ審しんな気配は何もない。

「恐れ入りますが、お耳を拝借してもよろしいですか？　誰かに地じ獄ごく耳みみショコラで聴きかれているといけないので」

「あっ、うん」

　そういうことかと納なつ得とくしていると、ジルベールは「では……」と席を立った。向かい側に座っていた彼は、クロエの隣に座り直す。

　二人掛がけのベンチは、隣となり合って座ると肩かたが触ふれるほどの狭せまさで、思わぬ接近に胸がざわついた。異性と密室で、こんな距きよ離りで話した経験などないし、相手はクラス中の女子が憧あこがれるジルベールだ。

「失礼します」

　前を向いて硬こう直ちよくしているクロエに、ジルベールが掌てのひらで覆おおいを作って耳打ちした。

「最近、反現王派が再び動きを見せ始めたという情報があるそうです。近々、また王族の暗殺が計画されるかもしれません」

「ええっ!?」

　思っていたより深刻な内容に、思わず緊きん張ちようも忘れて叫さけんだ。

「大変じゃない。王様、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「陛下については、ご心配いりません。詳くわしくは言えませんが、陛下がいらっしゃるのは王宮の最も安全な場所です」

「じゃあ、狙ねらわれる可能性があるのは……」

　真っ先に頭に浮うかんだのは、ミシェルだった。

「陛下の嫡ちやく出しゆつの男孫は、ご存命の方が五人いらっしゃいますが、ミシェル様を除けば、学校にも通われていないほど幼い方々です。陛下も、お若く見えますがご高こう齢れいですし、ミシェル様にもしものことがあっては、王家は危機に陥おちいります」

「じゃあ、わたしよりミシェル様を守った方がいいんじゃない？」

　すると、ジルベールは顔を曇くもらせた。

「実は、以前より護衛をつけるお話は度たび々たびあったのですが、ミシェル様が強く撥はねつけられ、実現しておりません」

「なんで？」

「鬱うつ陶とうしいのだそうです」

「でも、そんなこと言ってる場合じゃないでしょう。王様はそれを許しているの？」

「まあ……そうですね」

　途と端たんに、ジルベールの歯切れが悪くなる。

「実は、陛下とミシェル様は、それほど仲なか睦むつまじいご関係ではありません。強権でもって支配されたがる陛下は、柔じゆう軟なんで奔ほん放ぽうな性格のミシェル様には好ましい存在ではないようで……」

　そんなこととは知らなかった。ミシェルはクロエと違って生まれたときから王宮で育ったのだから、クロエが持ちえないような親愛を王に抱いだいているのだと思っていた。

「家族なのに……そんなことってあるの」

「家族だからといって、親密だとは限らないのですよ。特に、王おう侯こう貴族の世界では」

　ジルベールは首を振ふって答える。

「クロエ様はご存じないかもしれませんが、アズナヴール王家の歴史で、暗殺は珍めずらしいことではありません。そして、その黒幕はいつも王家の人間だと言われています。身分や権力のある者の世界では、家族は自分と地位や財産を争いうる、最も身近な敵とも言えます」

　物ぶつ騒そうなことを聞いて、クロエはぞっと身を震ふるわせる。

「これは、巷ちまたでも噂うわさされた話ですが……陛下のご即そく位いの際にも、暗殺の疑いがかかった不審死が起きています。先王の引退直前、本来即位するはずだった陛下の兄上が突とつ然ぜん死しされ、陛下に王位継けい承しよう権が渡わたったのです」

「ウソ……それって、まさか……」

「もちろん、これは完全なる偶ぐう然ぜんで、陛下が無関係なことは明白です。陛下はそのとき出兵されていましたし、王家の診しん断だん記録にも『心臓発ほつ作さ』と医師による所見が残されています。しかし、亡なくなった陛下の兄上の妃きさきは、暗殺だと訴うつたえました。彼女にはすでに子どもがおりましたから、夫の即位さえ済んでいれば、幼い息むす子こを王に据すえることも可能だったわけで、一か八かの主張ですね」

　それを聞いて、とりあえず安あん堵どした。王に対しては複雑な気持ちがあるが、自分の欲のために実の兄を殺すような人間だとは思いたくなかった。

「しかし、そういう主張をすることも不自然ではないほど、王家の歴史には親族による暗殺が頻ひん発ぱつしているのです。伯父おじが甥おいを、孫が祖父を暗殺する。時には実の父子や兄弟の間にも暗殺は起こります。同じ王家の男子に生まれた者でも、即位できるか否いなかで天と地ほども待たい遇ぐうが変わるのですから、当然と言えば当然のことなのかもしれません」

「なんだか怖こわいのね。……そのお妃様とお子さんは、今も王宮でお暮らしになってるの？」

　だとしたら、さぞ肩かた身みが狭いだろうと気の毒に思う。暗殺犯呼ばわりした男の治世が、その後五十年も続いているのだから。

「それが……その妃は、しばらく後に母国へ帰ってしまいました。元々、異国の王家から嫁とつがれた方で、こちらの暮らしが合わなかったようです。皇后にもなれず、留とどまる理由がなかったのでしょう。一人息子の王子を連れて帰りたかったようですが、叶かないませんでした」

「じゃあ、その王子様だけが、今も王宮で？」

「それが、彼は現在の所在はおろか、生死すらわかっていないのです」

　意外な返答に、クロエは目をしばたたかせた。

「どういうこと？」

「先王の第一王子の長男ということで、実母が帰国してからも、彼は王宮で乳う母ばたちに育てられました。ところが、ある夏、ベルリオーズに避ひ暑しよに訪おとずれた際、何者かに連れ去られて、行方ゆくえ不明になってしまったのです」

「一体誰が……？」

「それはわかっていません。賊ぞくだという話もあれば、反現王派の陰いん謀ぼうという話もあります。……ですから、クロエ様も何なに卒とぞお気をつけくださいませ」

　突とつ然ぜんの飛ひ躍やくに、クロエは小さく笑った。

「今の話だと、わたしは平気なんじゃない？　男子じゃないもの」

「陛下は、そうはお考えではないようですよ」

　そう言って、ジルベールは懐ふところから何かを取り出してクロエに渡した。

「何これ？」

「陛下から、クロエ様へと」

　それは、折り畳たたまれた紙だった。開いてみると、中には次のような文章が書いてあった。





　わしの可愛かわいいクロエへ

　元気でやっているか？　たまには顔を見せに来てもいいんだぞ？　まあ、お前のことはいつも遠見ショコラで見守っているけどな。

　ジルベールから聞いたと思うが、そんなこんなで、わしはお前が心配だ。変な男に騙だまされるんじゃないぞ！　男はみんなドスケベか、さもなくばムッツリスケベだ！


おじいちゃまより








「……何これ」

　読みながら、頰ほおが引きつった。

「クロエ様へ、精せい一いつ杯ぱいの真心を込めて書かれたお手紙だそうです」

「結局、王様のわたしへの心配って、そっちの意味の身の危険なわけ……？」

　釈しや然くぜんとしない思いを抱かかえながら、もう一度紙面に目を落とす。

　王のことは、正直少し苦手だ。クロエを溺でき愛あいしているのはわかるし、統治者として優すぐれていることも、なんとなくわかる。だから嫌きらいではないのだけれども。

　今さら祖父だと言われても、家族のような愛情は持てない。クロエは両親から、親族はみな死んだと聞いていたのだ。

　でも、王には感謝する気持ちもある。王のお陰かげで、夢だった魔ま法ほう学校に入ることができた。彼が城へ呼んでくれなかったら、クロエはずっと両親の本心を知らずに生きるところだった。

　父は王と対立し、王族の暮らしを捨てて貧しいショコラティエになった。そんな父を、クロエは誇ほこりに思う。その父に従って、庶しよ民みんのためにマジショコを作った母のことも。

「……こんな手紙を書くのに、あなたにわたしの護衛を頼たのむなんて。王様は、あなたのことは本当に信用してるのね」

　ぼんやり手紙を眺ながめているうちに、そのことに改めて気づいて感心した。

「そうですね、恐おそれながら。今回のように、王家の女性の護衛については、私に任せていただくことが多いです」

　ジルベールは恐きよう縮しゆくしながら答えた。

「わたし以外の女の人のことも、今までこうやって護衛していたの？」

「ここまで付きっきりの任務は初めてですが、妃ひ殿でん下かの方々の個人的な護衛は、よく団長命令で務めておりました」

「ふうん……。それくらいなら、近この衛え騎き士し団に女性を入れればいいのに」

「そんなことになったら、今度は騎士団内の風紀が著いちじるしく乱れるでしょう」

「そんなに女おんな癖ぐせが悪いの、近衛騎士団の人たちって」

　クロエはおかしくなって笑うが、ジルベールは深刻な顔つきだ。

「誠まことに遺い憾かんなことですが、陛下が我が近衛騎士団に下されている評価は、あながち間ま違ちがいではないのです」

「評価って、なんだっけ……あ、『手当たり次し第だいに女を口説く』ってやつ？」

　王と話したときのことを思い出しながら言うと、ジルベールは頷うなずいた。

「ご存じかもしれませんが、近衛騎士団は、伯はく爵しやく以上の爵位を持つ家の男子しか入団資格を持ちません。また、貴族の代表として人目に触ふれる職務ゆえ、容色にも入団基準があります。金と地位と容姿に恵めぐまれた若い男が、女によ人にんに対していかに軽けい薄はくになれるかについては、私から述べるのはお耳汚よごしになりますので、どうぞ大いにご想像ください」

　下世話な話題も淡たん々たんと述べるジルベールがおかしくて、クロエは再び笑った。

「あなたは、どうしてそうじゃないの？」

「本質的に『そうじゃない』ことはありません。が、幸か不幸か、私は、女性と面おも白しろおかしく遊ぶのには不向きな性格のようです」

「それは、なんとなくわかるわ」

「ですが、この性しよう分ぶんも捨てたものではありません。品行を正しく修めていれば、陛下がご褒ほう美びをくださいますから」

「ご褒美？」

　何をもらっているのだろうと、クロエは隣となりを見た。視線に気づいたのか、前を向いていたジルベールが、こちらを向いて目を合わせる。が、すぐに逸そらし、そうかと思うと、改まった顔つきで再びクロエを見つめた。

「貴女あなたのような可愛い方と、こうして休日を共に過ごす許可をいただけることです」

「…………」

　まばたき三回分ほど考え込んでから、その意味を解して赤面した。

（何言ってるの!?）

　これが他ほかの男性から言われたことなら、クロエもこれほどうろたえなかったはずだ。

「あなた、お世辞は言わないって言ったじゃない」

「ええ、ですから、お世辞ではないんですが……お世辞ということにした方がいいですか？」

「……どういうこと？」

「つまり、私からこういうことを言われるのがご不快であるなら、今後は慎つつしみます」

「別に、不快っていうんじゃないけど……」

　恥はずかしさで弱り果て、俯うつむいて言った。

「わたし、華はなやかさとは無む縁えんの庶民生活を送ってたって言ってるでしょ。若い男の子にお世辞一つ言われない、ご婦人とお年寄りばかりを相手にした、下町のショコラ屋だったの」

　膝ひざの上に置いた手で、制服のスカートをぎゅっと握にぎりしめる。

「だから、あなたみたいな人にそんなこと言われると、ドキドキするから……やめて」

　しばらく何の返答もなくて、相手が聞いていないのではないかと不安になる。顔を上げて横を見ると、ジルベールはちゃんとこちらを見ていた。その顔は、心なしか上気しているように見えた。

「……わかりました。じゃあ、これからも言います」

　次の瞬しゆん間かんには、彼はいつもの生き真ま面じ目めな表情と口調で、そう言った。

「ちょっ、ちょっと、なんでよ！　やめてって言ったでしょう!?」

「貴女にドキドキしていただけると、嬉うれしいので」

「何それ！　人のことからかって！」

　そのとき、馬車の車輪が大きめの石を踏ふんだらしく、車が激しく揺ゆれた。

「きゃっ！」

　前のめりに倒たおれそうになったクロエの肩かたを、隣のジルベールが抱だきとめる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」
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「あっ、ありがと……」

　横を見ると、思ったより近くに彼の顔があった。男らしい腕うでの感かん触しよくに鼓こ動どうが高鳴り、頰がみるみる火ほ照てってくる。

　すると、ジルベールは突とつ然ぜん背中を震ふるわせ、クロエから手を離はなした。

「……どうしたの？」

「いえ、ちょっと悪お寒かんがしたので」

　そう言って席を立ち、乗ったときのように向かい側のベンチに座り直す。

「今の会話、陛下が地じ獄ごく耳みみショコラで聴きかれていないといいですけど……」




　一方その頃ころ、城の中では。

「ジルベェエエエ────ル！　お前もかぁあああ～～～～～ッ！」

　王の居室から聞こえた絶ぜつ叫きように、すわ暗殺かと、王城が一時騒そう然ぜんとしたとか、しないとか。
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　ジルベールがその少女を初めて見たのは、二年前のことだった。

　ある日、王が「わしに孫まご娘むすめがいたんだ！　とても可愛かわいいぞ、見てくれ！」と騒さわぎ出して、近衛騎士たちは王の孫自じ慢まんに付き合わされた。

　女好きの仲間たちは大いに興味を示したが、白羽の矢を立てられたのは、無関心を貫つらぬいていた入団二年目のジルベールだった。半ば強ごう引いんに遠見ショコラを渡わたされて、クロエの観察に付き合わされた。

　現れた少女の姿に、ジルベールは驚おどろいた。少なからず貴婦人の面おも影かげを想像していたので、彼女の質素な……有り体ていに言ってしまえば、粗そ末まつな身なりが意外だった。

　少女は、自らを庶民と信じて生きていた。その素そ朴ぼくさに、親しみを覚えた。が、それだけだ。彼女はまだ幼くて、それ以上の興味を持てる対象ではなかった。

　一か月前、クロエが店をオープンさせたときには、王に頼まれ、町人に扮ふんして「ショコラトリー・クロエ」を訪おとずれた。

　──いらっしゃいませ！

　二年前に見たときより大人びて、はっとするほど美しくなった彼女がいた。

　顔を半分以上隠かくした不ふ審しんな格好のジルベールにも、クロエは明るく応対してくれた。ショコラを作って売ることが、心から好きなのだろうと思った。

　しかし、相手は王女だ。彼女を護まもることはあくまでも職務であり、それ以上の感情は持たないつもりだった。いつもの貴婦人の護衛のように。

　最初に心を動かされたのは、彼女がトイレでずぶ濡ぬれになったときのことだった。

　──この通りよ、お願い！

　臣下に対して額ぬかずき、必死で懇こん願がんする王女の姿に、思わず任務を忘れて情に流された。

　そして、悟さとった。「王女クロエ」ではなく、「クロエ・アングル」を護ることこそが、自分の使命であるのだと。

　──わたし、平民の星になるの。

　そう言った瞳ひとみの輝かがやきは、今まで見たどの貴婦人のものより、気高く強いものだった。

　それでいて、彼女はむやみに気が強いわけではない。

　──ありがとう。あなたは、わたしにはもったいないほどの護衛ナイトだわ。

　クロエは、ジルベールによく礼を言う。侯こう爵しやく家の者が王族に奉ほう仕しするのは当然の義務であり、王家の人間に礼を言われた経験など、彼女と接するまでなかった。

　たとえ表向きは平民でも、彼女は王女なのだ。家臣を顎あごで使い、国民から差し出された金を湯水のように使うことのできる立場だ。それにもかかわらず、ジルベールに対して臣下としてではなく、人間として……まるで、友達のように接してくれる。

　その気取らない態度と芯しんの強さに触ふれるたび、心を揺さぶられる。

　クロエは、良くも悪くも自分を知らない。自身の美しさも、望めばもっと美しくなれることも、その方法も。

　──わたしも、いいわ。

　たかが髪かみ飾かざり一つの購こう入にゆうであれほど悩なやむ貴婦人を、ジルベールは他に見たことがない。きっと、本当は欲しかったのだろう。髪飾りを掲かかげて見つめる彼女の瞳は、憧あこがれに輝いていた。

　そんな彼女を、不ふ憫びんだとも可愛いとも思った。その想おもいを身内に留とどめておくことができなくて、柄がらにもなくあんなことを言ってしまった。

　──貴女あなたのような可愛い方と、こうして休日を共に過ごす許可をいただけることです。

　それに対する彼女の反応は、思いがけないものだった。

　──あなたみたいな人にそんなこと言われると、ドキドキするから……やめて。

　すげなく振ふられることも覚かく悟ごしたのに、燻くすぶっていた恋こい心ごころの種火を見事に煽あおられた。

　アズナヴール国の王女となれば、いくら次期侯爵といえども、臣下の身では容易に手に入れられる女性ではない。できればこのまま平民として暮らし続けて欲しいと思うが、それは王の意向に反する、不敬な願いだということも知っている。

　どちらに転んでも、結ばれるのには障害の多い女性だ。

　今ならまだ、諦あきらめることができる。そう思いながらも、彼女に惹ひかれていく気持ちを止めることができない。
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　魔ま法ほう学校生は、昼食を一階の食堂でとることになっている。食堂は、全校生徒が一堂に会することのできる広さの大広間で、六人がけの長テーブルが並んでいる。

　その日、食堂は混こんでいた。

「今日は、珍めずらしく二年生が実習に出ていないみたいですね」

　カウンターで食事を受け取るために並んでいると、ジルベールが辺りを見て言った。クロエも最近知ったのだが、二年生は毎日どこかしらのコースの生徒が校外実習に出ていて、すべての生徒が揃そろっているのは稀まれらしい。

　彼と共に食事を受け取ってから、席を探して辺りをうろついた。上級生と同席するのはためらわれ、一年生のテーブルを探していたのだが、それがいけなかったのかもしれない。

　ある場所に、一年生の女子が三人、横並びで食事しているテーブルがあった。クロエが、その向かいに食事の載のったトレーを置くと、三人の女子たちは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「やだ、お食事がまずくなるわ」

「こんな結構なお顔を拝見しながらでは、庶しよ民みん臭くさい味になりそう」

　けっしてクロエに向かってではなく、あくまでも仲間同士で当てこするように話す。

「だって、髪飾りもおつけになってないのよ」

「頭に飾りをつけずに外に出るなんて、裸はだかで歩いてるのも同じなのに」

「ああ恥はずかしい。普ふ通つうなら、お食事どころじゃないわよね」

「お作法以前の問題よ」

　彼女たちの中では、どうやらそういうことになるらしい。

　恥ずかしさと気まずさで、座ることも、その場を離れることもできずにいたときだった。

「クロエ」

　ジルベールがやってきて、隣となりにトレーを置いた。そして、クロエに向かって手を差し出す。

「さっき、そこで、頭からこれが落ちましたよ」

「えっ？」

　受け取ってみると、それは髪飾りだった。

「これ……！」

　それは、この前の休日、彼の家で見た髪飾りだった。真しん珠じゆとリボンの特とく徴ちよう的なデザインが、記き憶おくによく残っている。

　戸と惑まどっていると、ジルベールはクロエの手から髪飾りを取った。

「私がつけましょう。あちらを向いてもらえますか」

「えっ……うん」

　言われるまま、わけもわからず彼に背を向けた。後頭部に金属の感触がして、パチンと金具の嵌はまるような音がする。

「できました。……食事をいただきましょうか」

「あっ、ありがとう」

　それでクロエは、彼と共に椅い子すを引いて座った。頭が少し重くなったような気がして、二、三度首を振ってみる。視線に気がついて横を見ると、ジルベールがクロエを見ていた。

「お似合いですよ」

　控ひかえめな微び笑しようを浮うかべて、彼はそう囁ささやいた。

「……ありがと」

　二度目の礼を言って、クロエは恥ずかしさをまぎらわすようにトレーからスプーンを取る。そして、ふと思い出して向かいの女子たちを見た。

「…………」

　さっきまであれほど厭いや味みだった三人の女子たちは、すっかり無言になり、うっとりしたようなまなざしでこちらを見ていたのだった。




「これ、どうしたの？」

　テーブルに二人きりになってから、クロエは小声でジルベールに訊きいた。三人の女子は、はっと我に返ると、気まずげにそそくさと食事を終えて退散してしまった。

「髪飾りです」

　見ればわかることを言って、彼は食事を続ける。

「そういうことじゃなくて……いつもの魔術？」

「はい」

「でも、あなた、自分で封ふう印いんしたもの以外は出せないんじゃなかった？」

「ええ。ですから、そういうことです」

　ジルベールは平然と言って、レンズ豆のスープを一定の速度で口へ運び続ける。

「あなたが、これを買ってくれたってこと？」

「手続きとしては、そういうことになりますね」

「そんな贅ぜい沢たくしたらダメだわ。ただでさえ、侯爵様には、ドレスも買っていただいたのに」

「その点ならお気き兼がねなく。こちらは、私の俸ほう給きゆうからご用意したものです」

　彼はスプーンを持つ手を止め、いつも以上の冷静さで淡たん々たんと言った。

「先日、着き替がえをお出しできなかった反省を踏ふまえまして、クロエ様にご入り用になるかもしれない貴婦人のお品を、改めていくつか調達いたしました。今後は、何か必要なものがありましたらお申しつけください」

「えっ、他ほかにもあるってこと？　一体おいくらしたの!?　そんなの受け取れないわ」

「お気になさらず。私が勝手に気を回したことですので」

「でも……！」

「その髪飾り、本当によくお似合いですよ」

　見つめられて褒ほめられて、それ以上の言葉が出てこなくなる。

「……ありがとう。いつか、わたしがお金を稼かせげるようになったら、お代は全部返すからね」

　それは、侯爵邸ていを訪おとずれたときに決めたことだった。

「誰だれにも借りは作りたくないの。わたしが無事に聖せい菓か師しになれたら、稼いだお金で、王様に学費も返すつもり」

　それについて、ジルベールは何も言わなかった。隣を見ると、彼と目が合う。

「私は、貴女のそういうところが好きですよ」

　ドキッとして返答に詰つまるが、ジルベールはそのまま続けた。

「しかし、貴女が偉い大だいな聖菓師になった暁あかつきでも、この髪かみ飾かざりのお代は結構です」

「でも……」

「この国の貴族の間では、初めての髪飾りを男性からプレゼントされた女性は、生しよう涯がい幸せに暮らせるという言い伝えがあります。だから、どうかお納めくださいませ」

　それを聞いて、胸がほわっと温まる。

「ほんと……？」

「すぐばれるような噓うそはつきません。ご安心を」

「……ありがとう、嬉うれしい」

　それでも５００カロンは申し訳なさすぎると葛かつ藤とうしていると、彼は仰ぎよう々ぎようしく口を開く。

「私の方こそ、ありがとうございます」

「……なんで、あなたがお礼を言うの？」

「貴女が受け取ってくださったおかげで、貴女がこの先、どのような道を歩んでお幸せになっても、その幸せをもたらした男は私だと思えますから。５００カロンはそのための投資です」

　その言い方がおかしかったので、クロエは笑った。彼が髪飾り代を気に病やまないようにしてくれているのがわかった。

「……わたしのための他の物も、もう封印されてるの？」

　ふと気になって訊くと、ジルベールは再び食事の手を止めた。

「よろしければ、あとで差し上げましょうか？」

「ううん。そうじゃなくて、結けつ晶しようを見てみたいの」

「結晶を見て、物がわかるんですか？」

「わからないけど、綺き麗れいな物って、結晶の形も綺麗なんじゃないかと思って」

　ちょっと袖そでをめくって見せてもらえるなら、見てみたいと思ったのだ。だが、彼は不都合そうな顔をする。

「なるほど。……できれば見せて差し上げたいのですが、ここでは無理です」

「なんで？　どこに封印してあるの？」

「こちらです」

　彼は、まるで敬礼するように右手を左胸に置いた。

「胸？　そこって、大事なものを封印する場所なんじゃない？」

「大事なものです。クロエ様に差し上げる物ですから」

　大おお真ま面じ目めに返されて、クロエは少し照れ臭い。

「それに、目につくところに女性の物の結晶をつけていると、何かで見られたとき、同どう僚りように冷やかされますので」

　そう言ってから、ジルベールはやや不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「まあ、魔ま術じゆつ師しの中には、わざと目立つ場所に女性へのプレゼントばかり封印して、自分の色男ぶりを誇こ示じするような輩やからもいますが。あれは通りすがりに見かけても腹に据すえかねますね」

　声こわ色いろだけは相変わらず淡々としているのがおかしくて、クロエはまた笑った。

「あなたのそういうところ、好きだわ」

　さっき言われた「好き」の仕返しのつもりだったのだが、彼もそれに気づいたようだ。

「じゃあ、両想おもいですね」

　目を見つめて甘く囁かれて、思わず持っていたスプーンを膝ひざに落とした。




[image: ]




　ジルベールが軽い。これはクロエにとって一大事だ。

（やっぱり、近この衛え騎き士しに硬こう派はな人なんていないんだ！　王様はどこに目をつけてるの!?）

　食事を終えて、お手洗いに行くと言って彼と別れたあと、クロエは動どう揺ようして女子トイレをぐるぐると歩き回った。

（コインも浮かないし、こんなことで心を乱してる場合じゃないのに！）

　そのとき、窓の方から女子の歓かん声せいのような声が聞こえてきた。気になって、つま先立ちしてちょうど顔が全部出る高さの窓をのぞいた。

　初めて知ったが、女子トイレの窓からは中庭が見える。視界に入った噴ふん水すいのほとりには、女子たちの群れ、そして、その中心に腰こし掛かけるミシェルがいた。

　ミシェルは一人の女子と一言二言会話しては、美しい顔に優ゆう雅がな笑えみを浮かべて、次の女子に話しかける。その視線が、ふとこちらに向かっていることに気づいた。

「クロエ！」

　ミシェルが立ち上がって、こちらに手招きする。

「おいでよ。ちょうどよかった。君と話したいと思ってたんだ」

　それで、彼の周りの女子が一気にこちらを向いて、慌あわてて頭を窓から引っ込めた。

　とはいえ、ミシェルの誘さそいを断るのも気が引けたので、とりあえず廊ろう下かに出る。辺りにジルベールの姿がなかったので、そのまま回かい廊ろうへ向かって中庭に出た。




「やあ、久しぶり」

　ミシェルの許もとに現れたクロエに、彼は親しげに微笑ほほえみかけた。周りから、まるでよく訓練された衛兵のように、取り巻きの女子がさっと散る。

「すごい人気ですね……」

　それを横目に見ながら、貴族令れい嬢じようたちを上手にあしらうミシェルに恐おそれを抱いだく。

「そう？　でも、学校で出会った女の子とは付き合わないようにしてるんだよ。一人と付き合うときりがないし、人間関係も複雑になるから。こんなに可愛かわいい子がいっぱいいるのに、我が慢まんしてるなんて偉えらいでしょ？」

　と言われても、クロエは口角を上げて愛あい想そ笑いするしかない。

（やっぱり、この人も王様の血を継ついでるんだなぁ……）

　しかし、ミシェルが言うと、不思議と不潔な感じはしなかった。

　彼には、あまり男性的な生々しさを感じない。その理由がミシェルの中性的な美しさにあるのか、クロエの近親者としての本能によるのかはわからないが。

「ここじゃ目立ちすぎるかな？　ちょっと歩こうか」

　周りの注目を気にして、ミシェルは噴水から立ち上がる。それで、クロエはミシェルと共に回廊を歩いて裏庭へ向かった。

「君は？　男の子と付き合ったことはある？」

　歩き始めて少しすると、ミシェルは好こう奇きに満ちた表情で尋たずねてきた。クロエは恥はずかしながら首を振ふる。

「いいえ……」

「じゃあ、初めての彼氏に僕はどう？　一から教えてあげるよ」

「何を？」

「色々と。ダンスのときみたいにね」

　そう言って、意味ありげにウィンクしてみせる。

「素す敵てきなレディにしてあげる自信があるんだけどなぁ」

「……わたしたち、従兄妹いとこですよね？」

　周囲の目を気にして声を潜ひそめたが、ミシェルは大して気にする様子もなく答える。

「それも面おも白しろいんじゃない。血が近いと、色々似てて、いいかもよ。試ためしてみたくない？」

　蠱こ惑わく的な瞳ひとみでのぞきこまれて、改めてその美しさに惚ほれ惚ぼれする。

（ほんとに綺麗な人……羨うらやましいなぁ）

　すると、クロエの反応が意に染まなかったのか、ミシェルはつまらなそうに上を向いた。

「でも、君と付き合うと、あのじいさんがうるさそうだよね。肝かん心じんなときに邪じや魔まされそう」

「じいさん？」

「王様だよ、王様」

　そうだろうとは思ったが、王様のことを「じいさん」呼ばわりする人間がいると思わなかったので、目を丸くした。

「……苦手なんだよね、あの人。なんか偉そうだし」

「でも、ミシェル様は王様の跡を継がれるんでしょう？」

「そうだけど、あの人自身、僕のことは好きじゃないと思うな。息むす子こがいなくなっちゃったから、僕に王位を譲ゆずらざるを得ないってだけで」

　ジルベールから聞いた通り、彼と王様の関係は、良好なものではないらしい。

「王子ってだけでも窮きゆう屈くつなのに、王様なんかになっちゃったら、もっと窮屈になりそうだよね。いっそのこと、王家なんてなくなっちゃえばいいのにって思うよ」

「そんなこと言って……ほんとにそうなっちゃったらどうするんですか」

　物ぶつ騒そうなことを言うミシェルに釘くぎを刺さすと、彼は何か思い当たった顔をした。

「あっ、例の話？　君も聞いたんだ」

　クロエは黙だまって頷うなずく。

「そっか。君はじいさんに気に入られてるから大変そうだよね。護衛とか付けられた？」

「ええ、ジルベールが」

「ジルベール？　近衛騎士の？　ああ、彼が入学したのって、君の護衛のためだったんだ」

　ミシェルが王から何をどこまで聞いているのか、クロエには知る由よしもないが、そのことは初耳のようだった。

「彼、面白いよね。ああいう男は嫌きらいじゃないよ」

　訊きいてもいないのに、ミシェルはジルベールについて語り出す。

「一見ただの堅かた物ぶつだけど、意外と肝きもが据わってるっていうか。近衛騎士なんて見た目だけで、中身は脳みそゆるゆるのドラ息子ばっかだから、ああいうタイプの硬派は珍めずらしいよね」

「硬派？　とんでもない！」

　思わず、クロエは叫さけんでしまった。ミシェルの視線に気がついて、慌てて口をつぐむ。

「……どうしたの？　彼と、何かあった？」

　驚おどろき顔のミシェルに見つめられて、首を振る。

「いえ……」

「困り事があるなら、僕でよければ相談に乗るよ。可愛い従妹いとこの力になりたいんだ」

　困っているのは事実だったので、その言葉には心を動かされた。家族もいない、学校でも爪つま弾はじき者になっているクロエは、他ほかに相談できる相手もいない。

「誰だれにも言わないから、言ってごらん？」

　優やさしい声こわ色いろに誘われて、ついに口を開いた。

「……王様もジルベールのことを信しん頼らいしてるみたいですけど、みんな騙だまされてると思います。あの人、意外と軟なん派ぱなんです」

「軟派？　どういうこと？」

　目を丸くするミシェルに、クロエは赤面しながら説明する。

「この数日だけでも『可愛い』とか『好き』とか言ってきて……わたしをからかって遊んでるんです」

「あのジルベールが？　それほんと？」

　クロエが頷くと、彼は驚きを露あらわにして続ける。

「言っておくけど、彼は近衛騎士団の中では本当に堅物で有名だよ。まだ若いのに、入団当初から遊びらしい遊びに興味を示さない。そういう者は珍しいよ」

　そこまで言うと、ミシェルはクロエを見つめて真顔になる。

「……それって、単に君のことが好きなんじゃないの？　硬派な男だって恋こいはするでしょ」

「えっ!?　まさか、そんな……」

　とはいえ、まったく思いもしなかった可能性なので、ちょっと想像してみようと思う。

（ジルベールが、わたしのことを好き……？）

　そう考えただけで、頰ほおが熱くなって、走ったあとのように心臓がドキドキする。

（ありえないわ。わたしみたいな下町娘むすめを、貴族で花形職業の彼が好きになるなんて……）

　ざわつく心を落ち着けようと、自分にそう言い聞かせた。

　黙ってしまったクロエの隣となりで、ミシェルが感心したように呟つぶやいた。

「……へえ、そういうことなんだ、君たち。……道理で」

「えっ？」

　クロエが我に返って顔を上げると、ミシェルは首を振る。

「ううん、独り言」

　そして、打って変わって明るい、よそいきのような声を上げた。

「やっぱ、今の撤てつ回かい。ジルベールだって貴族の男だからね。長く一いつ緒しよにいる君の前では、隠かくしてきた軽けい薄はくな本ほん性しようが露わになったのかもしれない。それを確かめるには……」

　そう言って、いたずらっぽく笑う。

「彼の前で、僕のことを褒ほめてみるといいよ。『ミシェル様って素敵！』とか『ミシェル様みたいな人と結けつ婚こんしたい！』とかね」

「ええっ!?」

「彼が君のことを好きなら、きっと面白い反応をするはずだよ」

「でも……」

　こんなことで人を試すようなことをするのは申し訳ないと思っていると、ミシェルは説得力のある口調で続ける。

「はっきりしていいんじゃないかな？　もし反応がなかったら、君に異性としての興味はないことがわかる。思わせぶりなことを言ったのも、貴婦人を喜ばせて、スムーズに任務を遂すい行こうするためだろうね。堅物って言っても、貴婦人の護衛にかけては、彼は百ひやく戦せん錬れん磨まなわけだからさ」

　ミシェルの言うことはもっともだった。さっきと違ちがって、重苦しい気持ちに襲おそわれる。

「そしたら、ねえ、僕と付き合おうよ？」

　彼の言葉を聞いて、クロエは顔を上げた。

「……ミシェル様、さっきからそれ、本気じゃないですよね？」

　半ば呆あきれ顔で訊いてしまうと、ミシェルは心臓の辺りを押さえて軽くのけぞる。

「えっ、君って意外と鋭するどいね」

「やっぱり……」

「でも、半分くらいは本気だよ」

　さらっと言って、彼はクロエに微笑ほほえみかける。

「だって、僕も君も同じような立場なわけでしょ？　恋れん愛あいするなら今のうちに楽しんでおかないと。王様も不自由だけど、王女なんて、どこの国に嫁とつがされるかもわからないんだし」

　エミリーもそんなことを言っていたし、王女というのはおそらくそういうものなのだろう。庶しよ民みんの世界で生きてきたクロエには、その程度の知識もなかった。

「それなんですけど……わたし、このまま一生平民として暮らすつもりです。結婚も考えてません。一人前の聖菓師になれたら、それでも生きていけると思うから」

「えっ？　君、魔ま法ほうが使えるの!?」

「はい、今のところＢ級ですけど……」

　いつものやりとりだなぁと思いながら、恥はじ入りつつ答える。ミシェルは、そんなクロエをいつまでも驚いたように見ている。

「それってすごいことだよ。君、ほんとに王家の人間？」

「……どういうことですか？」

「もしかして、そのことも知らないの？」

　尋たずね返したクロエに、彼はさらに驚いた様子で訊き返した。

「じゃあ、何から話そうかな……まずは、神話がいいか」

　戸と惑まどうクロエを前にして、彼はそう言って話し始めた。

「人間界のカカオの実に惚れこんで、天上にカカオを持ち帰った神様は、そのお礼に人間に魔法を与あたえたよね？　そのとき、神様自身の魔力は失われてしまったんだ。その神が、アズナヴール王家の始祖。これがどういうことかわかる？」

「王様には、魔力がない……？」

「そう。王だけじゃない。王の直系の血が入った人間は、どんなに魔力の強い女性を母親に持っても、なぜか魔力を持って生まれることができないんだ」

「知らなかった……」

　神話にそんな続きがあったことすら、クロエは初耳だった。

「それも無理はないよ。この情報は、王族と、王家を護まもる貴族階級までに留とどめられていることだから。国王が魔力を持ちえないことが公おおやけになったら、国防上も危険だしね」

　ということは、少なくともこの学校にいる生徒たちはほとんどがその事実を知っていることになる。ミシェルが「落ちこぼれ」と侮あなどられる神父コースにいることにも寛かん容ようなのは、そのせいかもしれないと思った。そういえば、クロエの父も神父コースだと聞いた。

「君のお母さん、もしかして、ものすごい魔力の持ち主だった？」

　ミシェルに訊かれて、クロエは考え込む。

「……わからないです。わたしの前では、ただのショコラティエールのお母さんだったから」

「君みたいな例は、過去に一人だけいると聞いたことがあるよ。ある魔法使いの王おう妃ひが産んだ王子の一人が、千年に一人と言われる強い魔力を持った人間だったって」

「でも、わたしはＢ級だし……コイン浮うかしもできないんです」

　クロエたちは、回かい廊ろうを抜ぬけて裏庭を歩いていた。前方に、あの薔ば薇ら園が見えている。前を見て歩いていたミシェルは、ふとクロエを振ふり返って言った。

「そうだ。あの薔薇園は行ってみた？」

「えっ……はい」

「ああ、知ってたんだ？　あれが、王家の薔薇園だってこと」

　初耳だらけで、クロエはまばたきするのに忙いそがしい。

「王家の薔薇園……？　そう呼ばれてるんですか？」

　もしかすると、それで、臣下である貴族の子女は遠えん慮りよして出入りしないのか。平民であるユーリクだけが、知らずに入り込んでいたことにも納なつ得とくする。

「あの薔薇園は、神話時代はカカオ林だったっていう話だよ。そこから天上にカカオの木を運んだ神は、人間に魔力を与える前に、カカオ林の跡あと地ちに魔法で薔薇を咲さかせたとか。実際、あの庭の薔薇は、古代から一度も枯かれることなく咲き続けてるんだって」

「へえ……素す敵てきですね」

「あの庭の薔薇には、ものすごい魔力が込められてるらしいよ。君も、今度はあそこで魔術の練習をしてみたら？　王家の人間以外は誰だれも来ないし……今度話すときは、僕たちもあそこを使おうか」

　ミシェルがそう言ったとき、昼休みの終わりを告げる予よ鈴れいが鳴った。

「クロエ様」

　引き返そうと踵きびすを返したとき、校舎の方から走ってきたジルベールと出会った。

「ミシェル様。ご機き嫌げん……」

「あー、いーよ、そんなの」

　ミシェルに気づいて挨あい拶さつしようとするジルベールを手で制し、彼はクロエに手を振る。

「じゃ、またね、クロエ。今度はもっとゆっくりデートしようね」

　意味ありげに言って、ミシェルは足早に立ち去った。

　それで、クロエはジルベールと二人で校舎に戻もどった。

「お姿が見えなかったので、捜さがしに参りました」

　そう言ったジルベールに、今し方ミシェルから聞いた王家の秘密をぶつけた。




「……陛下は、お隠しになっていたわけではありません。クロエ様が新しい環かん境きように慣れてから、改めてお伝えするつもりだったのです」

　回廊を歩きながら、ジルベールはそう語った。

「でも、なんか腑ふに落ちた気がする。ミシェル様にも護衛がつかないのに、わたしにはあなたがいる……それって、王様はわたしのこと、何か特別な存在だと思ったからなんじゃない？」

　ジルベールは否定も肯定もせず、次のように話し出した。

「王家にかつて現れた『千年に一人』の魔力を持つ王子は、様々な伝説を残しました。広大な荒こう野やを開かい墾こんし、都市部の上下水道を整備して、この国のある分野の文明を、三百年先に進めたとも言われています」

「王様は、わたしがそういうことをできる人間だって期待してるの？」

「陛下のお考えは、私にはわかりかねますが……」

　そう言うと、ジルベールは歩く速度を緩ゆるめてクロエを見た。

「クロエ様がどのような力の持ち主であれ、私にとって貴女あなたは、お護りするべき大切な方であることに変わりありません」

「……ありがと」

　クロエは目を伏ふせながら言った。彼の言葉を素す直なおに受け入れられなかったのは、先ほどのミシェルとの会話を思い出したからだった。

　──堅かた物ぶつって言っても、貴婦人の護衛にかけては、彼は百戦錬磨なわけだからさ。

（その通りだわ……。女慣れした近この衛え騎き士しの一言一句に振り回されて、わたし、バカみたい）

　気がつくと、廊ろう下かには生徒の姿がほとんど見えなかった。

「いけない。早く教室に行かないと」

　小走りになるクロエに、ジルベールが声をかける。

「そんなに焦あせらなくても、本ほん鈴れいにはまだ時間がありますよ」

「遅ち刻こくじゃなくても、みんなが着席してから二人で入ったら目立つじゃない」

　クロエの真意がわからないのか、彼は何も言い返さない。そのことが、このとき、なぜか無む性しように気に障さわった。

「あなたが女子に大人気だから、一いつ緒しよにいることで、やっかまれたくないの。わかってよ」

　思わず、今まで飲み込んできた本音を言ってしまった。

「……私がこの学園で興味を持つべき女性は、クロエ様お一人です」

　クロエの発言をどう受け取ったのか、彼はそう答えた。

「『護衛として』ね」

　気き恥はずかしくなって、クロエは自分で付け足した。ジルベールはさらに言う。

「ですから、クロエ様が恥ずかしく思われるような、みっともない振る舞まいはいたしません。ご信しん頼らいください。元より心根が田舎いなか者なので、都会の華はなやかな貴婦人は不得手ですゆえ」

「……そんな冗じよう談だん言ってるけど、わたしと違ちがって、あなたは今まで異性の人と何もなかったわけじゃないでしょ？」

　どうしてこんな話になったのだろうと思いながら、色々な想像を巡めぐらせてドキドキしつつ答えを待つ。だが、しばらく経たっても返事はこない。

　隣となりを見ると、ジルベールは興味深げな顔でクロエを見守っていた。

「……なぜ、そんなことをお知りになりたいんですか？」

「えっ？」

　問い返されて、クロエはうろたえる。

「なんでって……」

　自分でも、なんでなのかわからない。胸がもやもやして、訊きかずにはいられなかったのだ。

「別に、訊いたっていいじゃない。話したくないならいいわ」

　クロエ自身、聞きたいような聞きたくないような、不思議な感覚だった。こんな気持ちは初めてだ。

　そこで、二人は教室に到とう着ちやくした。室内には八割方生徒が揃そろっていたが、一身に注目を集めるほどではなかった。

「さっきのお答えになるかわかりませんが……」

　席に着いて一段落してから、ジルベールは隣のクロエに向かって口を開いた。

「過去は過去として、節制と禁きん欲よくは、終生の私の信条です」

「……どういうこと？」

「私は、婚こん外がい子しをもうけるつもりはありませんので」

　さすがのクロエも、こう直ちよく截せつに言われれば、彼の言わんとすることを理解した。

「……そういうことこそ、貴族ならマジショコでなんとかできるんじゃないの？」

　赤面しながら尋たずねると、彼は短く首を振る。

「マジー・ショコラは人間のあらゆる肉体的望みを端たん的てきに叶かなえますが、たった二つだけ、どうしても自由にできないことがあります。それは、命に関すること……つまり、不死と生せい殖しよくに関する願望です」

　耳を傾かたむけるクロエに、彼は説明を続ける。

「重じゆう篤とくな病はショコラで癒いえますが、一度止まった心臓を動かし、新たな命を吹ふき込むことはできません。老いの苦しみを和やわらげ、死を束つかの間遠ざけるショコラはありますが、全身のあらゆる器官の衰おとろえが偶ぐう発はつ的に引き起こす決定的な死の瞬しゆん間かんを、ショコラで予防するのは不可能です。同様に、まだ母親の胎たい内ないに宿っていない命を、随ずい意いに出現させたり、あらかじめ奪うばったりするようなショコラもないのです」

　それを聞いて、束の間沈ちん黙もくした。

（確かに、そっか……。マジショコだって万ばん能のうじゃないんだ）

　その後、本鈴が鳴っても先生が入ってこず、居い心ごこ地ちの悪い沈黙が続いたので、話題を探して再び隣のジルベールに話しかけた。

「命っていえば……」

　すると、彼もこちらに顔を向ける。

「あなた、前に王宮でカエルを出してくれたでしょ？　あれ魔ま術じゆつよね？」

「はい」

「結けつ晶しよう化されて封ふう印いんされても、カエルは生きていられるの？」

「はい。封印されている物体の時間は、結晶化されたときに止まります。だから、封印されたパンは取り出されるときまで腐ふ敗はいすることはなく、カエルも生きたまま現れるのです。また、カエルそのものを操あやつろうと思ったらＳ級以上の魔力が必要ですが、封印はＡ級でも可能です」

　それで、教室でネズミにまつわりつかれたときのことを思い出した。あの程度なら、Ａ級の魔術師でも可能というわけか。Ｓ級聖せい菓か師しの数を考えると、新入生の中にＳ級は一人いるかいないかの確率で、現に、この前のショコラ作りの授業でも、Ｓ級の変化が出たという話はなかった。

（あれ……？）

　心の中で、何かが引っかかった。

　けれども、その違い和わ感かんの正体を突つき止める前にドルイユ教きよう諭ゆが登場して、クロエは再びコイン浮うかしにチャレンジすることになったのだった。
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「うーん……」

　その日の放課後、クロエはさっそく、王家の薔薇園でコイン浮かしを試みた。泉の縁ふちに魔用紙を置いて、その前にしゃがんで魔ま法ほう陣じんの上のコインを見つめる。

「モント！」

　しかし、何も起こらなかった。

「……ああ～～もう～～……！」

　こんなことを、クロエは今まで何百回繰くり返したかわからない。

「……ダメでしたか」

　後ろで見ていたジルベールが、肩かたを落とすクロエに声をかける。

「全然ダメ。いくら魔法の薔薇園でも、そう簡単に魔力を上げてくれたりはしないか……」

「よかったら、私は少し離はなれたところにいましょうか」

「そうね……」

　一人にしてもらったところで、いきなり魔術が成功する気はしないが。やさぐれている自分の相手をさせるのも申し訳ないので頷うなずいた。

　ジルベールの姿が薔薇の陰かげに消えてから、クロエは再び魔用紙と向き合った。じっとコインを見つめて、精神を集中させる。

　そのとき。

　突とつ然ぜん、魔用紙の向こうに見える泉の噴水が、今までにない動きを見せ始めた。真上へ噴ふき上がって、そのまま落ちるはずの水の流れが、なぜか物理法則を無視して折れ曲がり、クロエの方に一直線に向かってきたのだ。

「……！」

　叫さけび声を上げる間もなく、顔に水が噴きつける。水はそのまま濁だく流りゆうのような量になり、クロエの全身を包み込んだ。

（これ……！）

　この感じは、間ま違ちがいない。以前、トイレで水に飲み込まれたときと同じだ。

　地面に倒たおれ、大地と水平になって転がるが、水はクロエの身体からだから離れない。

（助けて……！）

　がむしゃらにもがいても、どこまでも水を搔かく感かん触しよくしかしない。

（今度こそ、まずいかも……）

　トイレのときより、明らかに水量が多い。口から鼻から水が流れ込み、肺が水で満たされていく。苦しみの最中、白みかける意識に人の声が聞こえてきた。

「クロエ様！」

　大きな手に腕うでを摑つかまれて、クロエは正気を取り戻もどした。

　駆かけつけたジルベールが、水のうねりからクロエを引き抜ぬこうとしてくれているのだ。

「あっ……！」

　上半身が空気に触ふれ、前後不覚に咳せき込んだ。次の瞬間、水の手ごたえが一気に消失して、全身が自由になる。

　ドサッと音がして、地面に倒れた。だが、不思議と身体が痛くない。

「大だい丈じよう夫ぶですか、クロエ様」

　耳の後ろから声がして、噎むせ返りながら起き上がる。クロエは、背後からジルベールに抱だかれる形で地面に倒れたのだった。




「一体、何があったんです？」

　クロエが落ち着いた頃ころ、ジルベールが尋ねた。

　起き上がる気力もなくて、クロエは地面に座りこんでいる。そのまま、目の前に立っている彼を見上げた。

「わからない。突然、噴水から水がやってきて……」

　迷ったけれども、さすがに正直に言うことにした。

「実は、前にトイレで水を被かぶったときもそうだったの。きっと、同じ人の魔法だと思う」

「確かに、今回のを見る限り、魔法と考えた方が自然ですね。いやがらせにしては少々過激だと思いますが……ともかく、ご無事でよかった」

「……わたしの身分をばらしに行かないの？」

　そのことが気になって訊くと、ジルベールはクロエを見つめた。

「そんなことをしたら『平民の星』にはなれなくなりますが、よろしいんですか？」

　クロエは慌あわてて首を振ふる。

「よろしくないっ！」

　そして、彼がクロエの意思を尊重してくれていることに気づいた。

（わたしのこと、この先も言わないでいてくれるつもりなんだ……）

　そう思うと、感謝の思いで胸がときめく。

「それに、今回の犯人に限っては、貴女あなたを平民と思っていやがらせしているとは限りません」

「……どういうこと？」

「私は存じ上げませんでしたが、この庭は『王家の薔薇園』と呼ばれているのでしょう。ここにいる貴女を狙ねらったということは……貴女が王女であるゆえの襲しゆう撃げきとも考えられます」

「……まさか、反現王派の仕し業わざ？」

「その可能性はあります。背後に強力な魔法使いがいるのかもしれません」

　ぞっと身を震ふるわせるクロエに、彼は言った。

「すぐに、王城に調査を要よう請せいします。どうかご心配なさいませんように」

「わかった。……ありがとう。あなたがいなかったら、今度こそ溺おぼれ死ぬところだったわ」

　余よ裕ゆうが戻ってきたので礼を言うと、彼は小さく微笑ほほえみ返し、すぐにいつもの顔に戻った。

「で、本日の練習はどうしますか？……もう帰りますか」

「そうね……。魔用紙もどっか行っちゃったし、びちゃびちゃだし」

　水すい没ぼつしたクロエはもちろん、クロエを助けたジルベールも、ほとんど全身ずぶ濡ぬれだった。

「着き替がえ、お出ししましょうか？」

「こんなところでもったいないから、いいわ。寮りようはすぐそこだし」

　そう言って、庭を出ようと歩いているときだった。出入り口の扉とびらの手前の地面に、白いハンカチが落ちているのを見つけた。

「……あれ？　こんなの、さっきあったっけ？」

　入ってきたときには気づかなかったが、ずっと落ちていたものだろうか。真っ白なので、視界に入れば目立つと思うのだが。

「ジルベール、あなた、ハンカチ落とした？」

「いいえ。私のではありません」

　いずれにしても、こんなところに落としたままにしておいたら、すぐに泥どろだらけになってしまうだろう。そう思って、とりあえずハンカチを拾う。

「明日あした、落とし物として届ければいいわよね」

「私が届けましょうか」

「ううん。今、濡れた手で触さわってしまったから、わたしが洗って届けるわ」

　そんな会話をしながら、クロエとジルベールは薔薇園を出た。




　庭の外は、放課後なので人気も少なく、幸い目立つことなく帰れそうだった。

　校舎に入ったとき、回かい廊ろうの柱の陰に、二人の人ひと影かげを見つけた。近づいてみて、それがミシェルとドルイユ教きよう諭ゆであることに気づく。

「……それはまずいですね」

　ドルイユ教諭の顔は、真しん剣けんそのものだった。

「とりあえず、引き続き様子を見ましょうか。くれぐれも油断はなさらぬように」

　それに頷くミシェルの表情も、いつもの優ゆう雅がさに欠けた深刻なものだ。

「はい。……じゃあ」

　そこで、ミシェルがこちら側へ踵きびすを返し、クロエと目が合った。

「……ク、クロエ！　どうしてこんなところに？」

　何やら動どう揺ようした様子を見せつつ、彼はこちらへやってくる。

「どうしたんです、その格好は」

　続いてドルイユ教諭がクロエたちに気づいて、大おお仰ぎような声を上げた。濡れた制服を着たクロエとジルベールを交こう互ごに見て、訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「……まあ、あなた方がどこで何をしていたのかは、あえてうかがいませんが」

　気まずげに声を潜ひそめて、身を翻ひるがえす。

「ここは学校ですよ。戯たわむれは大たい概がいにしてください」

　そう言って、廊ろう下かを歩いて行ってしまった。

「……一体、私たちはどこで何をしていたと思われたのでしょう。私だったら見当もつきませんが、先生は想像力たくましい方のようですね」

　ジルベールの発言がもっともだったので、思わず笑った。

「で、君たち、ほんとにどこで何をしてたの？」

　ミシェルに問われて、クロエは今し方あったことを話した。




「……なるほど。確かに、それは単なるいやがらせじゃなくて、君が王家の人間だとばれて、狙われてるのかもしれないね」

　事の顚てん末まつを聞いて、ミシェルがそう呟つぶやいた。

「王家の薔ば薇ら園については、魔ま法ほう学校の敷しき地ちにあるだけで、生徒のみんなが知ってるわけじゃないと思うけど……入るとき、誰だれかに見られたりしてない？」

「えっ？　ええ、たぶん……」

　あの辺りは普ふ段だんからあまり生徒がいないし、薔薇園の入り口は、ちょうど人目につかない場所に設置されている。

「まあ……そうか。教室からは離はなれてるし、この辺だって、用事がなかったら来ないもんね」

「そういえば、ミシェル様はどうしてここに？」

　それでクロエが尋たずねると、ミシェルは露ろ骨こつにぎくりとした顔をした。

「まあ、なんでもいいじゃん？……ほ、ほら、君たち早く帰んないと、風か邪ぜ引くよ」

　突とつ然ぜんそんなことを言われ、クロエとジルベールは追い立てられるように回廊を歩き出す。

（ミシェル様……どうしたんだろう。なんか変……）

　彼のそのときの様子は、心の中に、少なからず引っかかった。
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　その日の夜、クロエは寮の部屋で明日の準備をしていた。

「やっと、少し乾かわいてきたー……」

　びしょ濡れだった制服は、部屋に吊つるして干すしかなかった。最初に丁てい寧ねいに拭ふいておいたので、これくらいなら朝までには乾くだろう。

「わたしに魔術が使えたら、こんなとき楽なんだろうなぁ……」

　独り言を言いながら、身の回りを片づけていたとき、机の上の白いハンカチが目に入った。

「あっ、そうだ、これ……」

　手に取って、どうしようかと悩なやむ。

（結局洗ってないけど、もう乾いてるし……このまま明日届けた方がいいかな？　落として届けられたハンカチなんて、持ち主がまず洗せん濯たくするよね……）

　そう思って、とりあえず畳たたみ直しておこうと広げたときだった。

「あれ……？」

　白いハンカチには、何やら刺し繡しゆうが施ほどこされていた。布地と同じ色合いの白い糸で、ほとんど同化して見えるので、一見では気づかなかった。

（もしかして、持ち主の名前が書いてあったりしないかな？）

　そう思って、目を凝こらす。

　刺繡は、何かの紋もん章しようのようだった。鳥のシルエットと、木の実らしきものが描えがかれている。

「待って。この紋章……」

　最近よく目にするから覚えている。部屋の中を見回し、生乾きの制服の方に目を移した。

　寮の部屋には、枝状のハンガーラックがある。クロエはそこに、濡れた制服と、反対側に近この衛え騎き士しの制服を吊り下げていた。

　──あの制服、いつお返しすればいい？

　──いつでも結構ですよ。しばらく予備は要いりませんし。

　わざわざ学校に持っていくのもお互たがいの便べん宜ぎが悪いだろうと、ジルベールの言葉に甘えてここに放置してしまっていた。

　近衛騎士の制服には、両方の肩けん章しように違ちがう紋章が付いている。一つは剣つるぎをモチーフにしたもので、近衛騎士団の紋章だ。そして、もう一つが、王家の紋章。この二つが揃そろうことで、近衛騎士が王の衛兵であることを表している。

　ハンカチを握にぎりしめて、近衛騎士の制服に近づいた。片方の肩章の横に、ハンカチを並べて照らし合わせる。

「間違いない……」

　それは疑いようもなく、王家の紋章だった。

（このハンカチの持ち主は、どんな身分なんだろう……？）

　近衛騎士団は、王の衛兵だから片方の肩章に王家の紋章を持つ。しかし、これはハンカチだ。紋章は他ほかについていない。普ふ通つうに考えれば、これを持つことができるのは。

「王族……」

　しかも、魔法学校の敷地内にある薔薇園に出入りする人物となると、その持ち主はもう確定的なような気がする。

「このハンカチは、ミシェル様のってこと……？」

　だとすれば、彼がこれを落としたのはいつだろう。

　ハンカチは、薔薇園に出入りすればすぐ目に入る場所に落ちていた。それなのに、クロエもジルベールも、入ったときにはその存在に気づかなかった。ということは、だ。

（ミシェル様、途と中ちゆうで薔薇園に来られたのかしら……？　わたしが魔術の練習をしていたから、帰ったとか？）

　しかし、そうだとすると、あのときのミシェルの反応はおかしい。

　──で、君たち、ほんとにどこで何をしてたの？

　ミシェルは、クロエたちが薔薇園にいたことなど知らない様子だった。彼が途中で薔薇園に来ていたのだとしたら、しらばっくれていたということになる。

　それだけではない。あのときのミシェルは、総じて様子がおかしかった。

　──そういえば、ミシェル様はどうしてここに？

　──まあ、なんでもいいじゃん？……ほ、ほら、君たち早く帰んないと、風邪引くよ。

　彼はあのとき、あの場で何をしていたのだろう。

　なぜこんなことを考えるかというと、彼のある発言を思い出していたからだった。

　──いっそのこと、王家なんてなくなっちゃえばいいのにって思うよ。

　あのときもヒヤッとしたが、まさかと思っていた。しかし。

　──王家の歴史には親族による暗殺が頻ひん発ぱつしているのです。伯父おじが甥おいを、孫が祖父を暗殺する。

　ジルベールが言った通りなら、ミシェルが、祖父である王との反目を動機に、王族の暗殺を企くわだてる可能性だって考えられるのだ。

「わたしが王族だから、ミシェル様は、わたしを殺そうと……？」

　このハンカチは、そのことを示しているように思える。

　だが、ミシェルには、あの水は操あやつれない。彼には魔法使いの仲間がいるのだ。

　思い当たるのは、やはりあのときの会話だ。

　──それはまずいですね。とりあえず、引き続き様子を見ましょうか。

　何やら深刻そうに話し合っていた、ドルイユ教きよう諭ゆだ。

　彼女についても、クロエは思い当たる発言があった。

　──闘たたかって、変えるのです。

　彼女は貴族でありながら、貴族社会に対してなんらかの反発を感じているようだった。もし、それが王家への不満となって、ミシェルの王族殺害計画に乗ったとしたら……。

　二人は、クロエの暗殺の首しゆ尾びを報告し合っていたのではないか？

　なにしろ、クロエにあの薔薇園での魔術練習を勧すすめたのは、他ならぬミシェルなのだ。彼には、彼女があの場にいることは、充じゆう分ぶん予測ができたはずだった。

　そこまで考えて、ブルブルと首を振ふった。

「まさか！　ミシェル様に限って、そんなことあるわけないわよね！」

　わざと大声で言って、今夜はもう寝ねることにした。
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　けれども、一度芽生えた疑いの芽は、完全に摘つみ取ることは難しい。

　それから一週間経たち、いよいよ明日あしたは聖せい菓か師し試験という日になった。相変わらず、クロエはコインを浮うかすことすらできない。

「はあ……」

　放課後の教室で、クロエは一人嘆たん息そくした。毎日毎日コインを浮かせることだけ考え続け、すっかり精神的に参ってしまっていた。

「クロエ」

　そのとき、教室にジルベールが戻もどってきた。放課後になるやいなや、彼はドルイユ教諭に呼ばれて職員室に向かったのだ。

「申し訳ありません。陛下から緊きん急きゆうの召しよう喚かんで、今すぐ王宮に行かねばならなくなりました」

「えっ？　どうして？　何があったの？」

「わかりません。伝達では言えない内容のようです」

　入学して以来、こんなことは初めてだ。

「貴女あなたに付いていることができないのですが……本日も、薔ば薇ら園に行かれますか？」

　クロエは、あれからも薔薇園での魔ま術じゆつ練習を続けていた。ミシェルが言ったとおり、あそこが古代からの魔力が続く場所なら、他でやるよりは効果がある気がするし、寮りようで一人コインと向き合っていると、気持ちが滅め入いって続けられないという事情もあった。ジルベールが付きっきりでいてくれるためか、あれ以来おかしなことは起きていない。

「うん……そのつもりだったけど」

　特に、今日は最後のチャンスなので、できる限り居残りで練習しようと思っていた。しかし、彼がいないとなると、おとなしく帰った方がいいだろうか。

「そうだろうと思いましたので、ミシェル様に付き添そいのことをお願いいたしました」

「えっ!?」

　驚おどろいていると、彼の後ろからミシェルが顔をのぞかせた。華きや奢しやなミシェルは、今までジルベールの陰かげに隠かくれていたのだった。

「やあ、クロエ。まさか、この僕が、臣下に任務を申しつけられるとはね」

「申し訳ございません。何分、急なことで……」

　ジルベールが焦あせったように頭を下げるが、ミシェルはもちろん本気ではなかったようだ。

「わかってるよ。ジルベールとはそこの廊ろう下かで出会って、事情を聞いて僕から申し出たんだ。僕もクロエのことは心配だからね」

　クロエが見つけたハンカチの紋もん章しようのことは、ジルベールには言っていない。王家の忠臣である彼には、ミシェルが疑わしいとは言えなかったのだ。

「あ、ありがとうございます……ミシェル様」

　そんな風に、礼を言うしかなかった。




　そうして、ミシェルと二人で王家の薔薇園に行くことになってしまった。

（どうしよう……こんなときに限って、いつにも増して人がいないし）

　薔薇園に通じる学校の裏庭は、試験前日ということもあってか、放課後にもかかわらず、まったく人気がなかった。

「……し、静かですね」

　クロエが顔を引きつらせながら言うと、隣となりのミシェルがクスッと笑う。

「どうしたの？　緊きん張ちようして。君にも、やっと僕の魅み力りよくがわかってきたのかな？」

　誘さそうようなまなざしで見つめられても、それを素す直なおに見返せない。

「いえ、あの……でも、あの薔薇園、いつ行ってもほんとに人がいないですよね。いくら王家の薔薇園と言ったって、鍵かぎもないんだから、勝手に入っちゃう人がいてもおかしくないのに」

　苦し紛まぎれの話題だったが、それは事実だった。

「えっ、君、それも知らないの？」

　すると、ミシェルが意外そうな声を上げる。

「あの薔薇園は、ちゃんと施せ錠じようされてるよ。あの扉とびらは魔法の扉で、王家の血筋を引く者じゃないと開けられないんだ。今まで、気づかなかった？」

「えっ……」

　そういえば、と思う。最初にジルベールを連れていったとき、彼には扉を開けることができなかった。あれ以来、薔薇園にはなんとなくクロエが先導して入るようにしている。

　まさか、それが魔法だとは思っていなかった。

（でも、ちょっと待って……!?）

　それが本当なら、クロエが見たあの光景は「ありえない」ものだということになる。

　あのとき、彼はなんと言っていた？

　──たまたま鍵も開いてたし。

　あの言葉も、事実ではなかったことになる。あの日も、薔薇園の扉には鍵がかかっていたはずだ。彼がそれに気づかなかっただけで……クロエがそうだったように。なぜなら、彼はその「鍵」を「持っていた」から。そうだとしか考えられない。

「だけど、理由はどうあれ嬉うれしいね。君とここでデートしたいと思ってたんだ」

　薔薇園に着いて、ミシェルは扉を押し開ける。彼の背後にいたクロエは、扉の先に、信じられないものを目にしてしまった。

「こんにちは、クロエ。待っていたよ、ずっと」

　扉の向こうには、ユーリクが立っていた。

「ユーリク……」

　クロエの声が震ふるえた。脳が全身に「逃にげろ」と呼びかけているが、足がすくみ、その場に釘くぎづけになったように動けなかった。

「ユーリク、あなた……『誰だれ』なの？」

　そのとき、後頭部に重い一いち撃げきを感じた。激しい痛みと共に目の前が暗転し、膝ひざから地面へ頽くずおれる。

　庭から零こぼれ舞まった色いろ鮮あざやかな薔薇の花弁が、意識の最後、瞼まぶたの裏にちらついた。
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　瞼を焼き切られるような眩まばゆい光を感じて、クロエは目を開けた。

　まず目に映ったのは、石の床ゆかだ。頰ほおに硬かたい感かん触しよくがある。クロエは床に寝ているのだ。

「……ッ！」

　起き上がろうとして、後頭部の痛みと、手足の拘こう束そくに気づいた。背中に回された両手、それに両足首を縛しばられている。そのせいで、身体からだが自由に使えない。

　横になったまま身体をくの字に曲げて力を入れ、とりあえず上半身を起こして床に座った。乱れた髪かみの毛が顔にかかって邪じや魔まだったが、手が使えないので直すこともできない。

　そこで、背後の気配に気づいて振り返った。

（ミシェル様……！）

　彼は、クロエと同じように手足を縛られて床に寝ていた。その姿を見たとき、倒たおれる直前の記き憶おくが一時に蘇よみがえった。

（……ミシェル様は、暗殺犯じゃなかった）

　その証しよう拠こに、彼はこうしてここにいる。自分たちがなぜ捕とらわれているのかはわからないが、はっきりしていることが一つある。

　それは、ユーリクが王家の人間であるということだ。ショコラが変化しなかったことも、貴族の血を引かない平民ならば当然だと思っていたが、王族という可能性もあったのだ。

（まさか……ユーリクが噓をついていたなんて……）

　だが、彼が王族だとすると、ミシェルよりも同族殺害の動機はわかりやすい気がする。
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　思えば、彼はいつもクロエを人目のない場所へ連れて行こうとしていた。ジルベールが来ると決まって去っていったのは、貴族が嫌きらいなのではなく、クロエを連れて行こうとした現場を見られてしまったからだと考えれば……そう考えて、ぞっと身を震わせる。

（あのまま付いていってたら、わたし、どうなってたんだろう……）

　そのとき、部屋のドアの向こうで声がした。

「どういうことだ、父さん」

　ユーリクの声だった。

（父さん……？）

　一いつ瞬しゆん、ユーリクの父親は亡なくなったはずでは、と考えて、あれはクロエの気を引くための噓だったのだと思い直す。彼が王家の直系なら、考えられる父親はそう多くない。

　──陛下の嫡ちやく出しゆつの男孫は、ご存命の方が五人いらっしゃいますが、ミシェル様を除けば、学校にも通われていないほど幼い方々です。

　つまり、ユーリクが現王の正統な子孫である可能性はない。孫ならば大きすぎるし、現王の息むす子こはすでに三人とも他界している。となれば……。

　そのとき、クロエの脳のう裏りにジルベールの言葉が断だん片ぺん的に蘇った。

　──陛下のご即そく位いの際にも、暗殺の疑いがかかった不ふ審しん死が起きています。

　──彼女にはすでに子どもがおりましたから、夫の即位さえ済んでいれば、幼い息子を王に据すえることも可能だったわけで……。

　──それが、彼は現在の所在はおろか、生死すらわかっていないのです。

　──ベルリオーズに避ひ暑しよに訪おとずれた際、何者かに連れ去られて、行方ゆくえ不明になってしまったのです。

（まさか……！）

　ありえない。現王の即位前に幼児だったのなら、どう少なく見積もっても五十代にはなるはずだ。しかし、彼は自らを二十歳はたちだと言い、実際それほどにしか見えない。

（でも、マジショコを使えば……）

　七十近い王様が二、三十代の外見を保っていられるのを、クロエは間近で見て知っている。幼いときにさらわれていれば、かつての王子の成長した姿を知る者も、年ねん齢れいと外見の齟そ齬ごを不審に思う者もいないのだ。

「どういうことも何もない。こんなことになって、一体どうするつもりなんだ」

　ユーリクと話す男の声を聞いて、クロエは「あれ？」と思った。その声に、聞き覚えがあるような気がしたのだ。

「殺すのは小こむ娘すめだけだと言っただろう。なぜ王子まで巻き込んだ」

「ちょうどいいだろ。それに、石を飛ばして殴なぐり倒したのは父さんじゃないか」

「一いつ緒しよにいたから仕方ないだろう。騒さわがれるわけにはいかなかった」

「だったら、いいじゃないか。どうせいずれは殺やるつもりだったんだし。なんなら、あそこで殴り殺しちゃえばよかったのに」

「暗殺は、時期と場所が肝かん要ようだ。二人一いつ遍ぺんなんて、悪手にもほどがある。学校の敷しき地ち内で殺せば、犯人も限定される。表向き平民の小娘と違ちがって、王子が暗殺されたとなれば、王宮も総力を尽つくして調査するだろう」

「だったら、このまま二人を無事に返す？」

「そんなわけにはいかない。お前は二人に姿を見られている。お前はあそこで王子の姿を見たとき、私に作戦中断のサインを送るべきだった。姿を隠かくして魔ま法ほうを使っていた私は、あれが王子だとはわからなかった」

　二人は激しく言い争っている。

「だから私に任せておけと言ったのだ。多少時間はかかったかもしれないが、ミス・アングルは魔法で仕留められた。現に二回、私は彼女を溺でき死し寸前にしている。二回目はかなりのところまで行ったが、最後に邪魔が入った」

　あっ……とクロエは息を吞のんだ。八割方の確信が、完全なものになった瞬しゆん間かんだった。

　思えば、あのときに違い和わ感かんを覚えたのだ。

　──ミス・アングル。……なんだ、その格好は。

　入学して間もないクロエの名前を、彼ははっきり覚えていた。

　──今、喋しやべったのは誰だ。そこの君か？　名前を言いなさい。

　直後には、他ほかの女生徒にあんな風に言っていたのに。

　考えてみれば、トイレで溺おぼれかけたときに気づけたかもしれない話だ。自然物を操あやつることは、クロエにいやがらせをしたいだけの貴族の女子や、ドルイユ教きよう諭ゆではできない。彼女たちはＳ級ではないから、自然物を操ることはできないのだ。

　水は自然物だ。それを操れるのは、Ｓ級以上の魔法使いしかいない。そして、この学校でＳ級の魔法使いであることを公言しているのは、クロエの知る限り彼しかいなかった。

　クラヴェル教諭。ユーリクと組んでクロエを暗殺しようとしていたのは、彼だったのだ。

「わかってよ、父さん。クロエを殺るには、あの近この衛え騎き士しが邪魔なんだ。だから、昨日は千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだと思ったんだ」

　言い訳じみたユーリクの言葉を聞いて、はっとした。

（昨日……？）

　目覚めたときに感じた陽光は、部屋の中に一つだけある窓から射さしているものだ。ミシェルと薔ば薇ら園を訪れたのは夕方だが、この日差しは明らかに昇のぼりたての太陽が放つ強さだ。

（ってことは、今日は……聖せい菓か師し試験当日だ……！）

　しかし、それどころではない。このままでは、命すら危あやういのだ。

（どうしよう……なんとかしないと……！）

　そのとき、部屋のドアのノブが回った。

「とにかく、こうなってはしょうがない。二人とも片づけるしか方法はないだろう」

　ガチャッとドアが開いて、二人の男が現れる。二人とも、フードで顔を覆おおった黒いローブ姿だったが、その面おも影かげはユーリクとクラヴェル教諭で相そう違いない。

「……起きていたのか」

　クロエを見て、クラヴェルはぎょっとしたようだった。

「クラヴェル先生」

　クロエは、聞き取りやすい大きな声で言った。

「ここはどこですか？　クラヴェル先生のご自宅ですか？」

　クラヴェルは、フードからのぞいている鼻をひくつかせたが、何も言わなかった。

「……それとも、ベルリオーズの別べつ邸ていですか？」

「……！」

　クラヴェルとユーリクは、同時に焦あせりの色を見せた。

「そうなんですね。ここは、ベルリオーズにあるクラヴェル先生のお宅なんですね？」

　ベルリオーズは、クロエのような庶しよ民みん育ちでも知っているほど、国内で有名な上流階級の避暑地だ。風ふう光こう明めい媚びな土地で、王都からも馬車で数時間という手て頃ごろな立地が貴族に好まれている。ユーリクを幼い頃にベルリオーズで誘ゆう拐かいしたのがクラヴェルなら、彼はそこに別邸を持っているのではないかと思ったのだ。

「父さん、早く殺ろう。こいつ、地じ獄ごく耳みみショコラで場所を知らせる気だ！」

「待て。それならば、もう我々が無傷でいるのは不可能だ」

　冷静に言って、クラヴェルはユーリクを見る。

「とりあえず、王子を確実に殺ろう。こうなったら、保身より暗殺が優先だ。お前はその小娘を押さえておけ」

　それでユーリクがやってきて、クロエの上半身を床ゆかに倒たおし、胴どうの上に馬乗りにまたがる。

「っ……！」

　そのとき、ふと床に着いた手に何かが触さわった。使えるかもしれないと反射的に握にぎるが、残念ながらそれは武器になるようなものではなく、感かん触しよくから判断するに、まだ瑞みず々みずしい一片の花びらだ。

（薔薇園の花びらかしら……）

　クロエが倒れたとき、髪かみや服のどこかに挟はさまって、ここまで運ばれたのかもしれない。

「王位継けい承しよう者さえ根絶やしになれば、王位継承権はお前に回らざるを得ない。お前は正統な王子なのだから」

　クラヴェルは、クロエの後ろにいるミシェルと、ユーリクを交こう互ごに見て言った。

「クラヴェル先生は、どうしてユーリクをさらったんですか？」

　少しでも彼の気を暗殺から逸そらそうと、クロエは話しかける。

「ユーリク、あなたはどうして誘拐犯を『父さん』って呼んでいるの？」

「それは、父さんが俺を育ててくれた人だからだ」

　クロエの上で、ユーリクは答える。その顔に、もはや内気な平民の同級生の面影はなく、興奮に爛らん々らんと輝かがやく目つきをしていた。

「父さんには、この国を変える野望があった。だから聖菓師ギルドで高い地位に上りつめて、王家に信用される魔法学校の教師にもなった。その裏で、俺を誘拐して、息むす子ことして育て……来きたるべき日に、俺に王位を継つがせるために頑がん張ばってくれたんだ」

「ユーリク！」

　クラヴェルが鋭するどくたしなめるが、ユーリクはクロエに話し続ける。

「王なんてのは勝手だ。君もそう思うだろ？　君だって、俺と同じ、王家の血筋に振ふり回された人間だ」

　クロエの返事を待つこともなく、彼は喋り続けた。

「父さんは俺の恩人だ。俺を王宮から……母さんの居場所を奪うばった男のいる場所から引き離はなして、新しい王に据える約束をしてくれたんだ」

「……なぜわたしを殺そうとするの？　わたしには王位継承権はないのに」

　クロエが問うと、ユーリクはにやっと笑った。

「その代わり、君には魔力があるだろ。魔力を持つ王族は、俺にとって脅きよう威いだ。かつて王家に現れた『千年に一人』の魔力を持つ王子の話は知ってるか？」

　ジルベールが話してくれたことを思い出しつつも、頷うなずくのも癪しやくだったので、ユーリクをにらみつけるように見つめる。彼は、クロエの反応にはおかまいなしに続けた。

「父さんが、魔法学校の新入生リストにお前の名前を見つけて、お前の現げん況きようを調べた。それで念のためショコラトリーの売り物を調べたら、魔力反応が出たから、俺も入学して、二人で観察することにしたんだ。幸い、日ひ頃ごろから若返りショコラは食べていたからな」

　滔とう々とうと喋るユーリクは、もはやクロエのまったく知らない人だった。

「こんなことになるくらいだったら、あのときお前も殺しておくべきだったよ」

「あのとき……？」

　背筋がヒヤッとした。そういえば、彼らはいつクロエが王族であることを知ったのだろう。

「迷ったんだよ。夜や盗とうに見せかけて一家惨ざん殺さつするか、事故に見せかけて夫ふう婦ふだけを殺すか」

　歪ゆがんだ笑えみを浮うかべ、ユーリクはクロエを見下ろしながら語る。

「俺たちの情けのせいで、お前には辛つらい思いをさせて悪かった。二年遅おくれたけど、天国のパパとママのところに送ってやるよ」

「……あなたたちが、お父さんとお母さんを殺したの……？」

　あれは不幸な事故だったのだ。仕入れに行く途と中ちゆうの道で、崖がけ崩くずれが起こり、二人は土ど砂しやの下した敷じきになった。運命を受け入れようと、自身に懸けん命めいに言い聞かせたことだった。

「事故じゃ、なかったんだ……」

　目めが頭しらが熱くなり、視界がぼやけて涙なみだが溢あふれた。怒いかりで胸が燃えそうだ。

「喋りすぎだ、ユーリク！」

　クラヴェルから激しい努号が飛ぶ。

「王子さえいなくなれば、お前は王になれる可能性がある。私の代わりに、王として私の理想の治世を叶かなえてくれ！」

　そう言うと、クラヴェルは懐ふところから短たん剣けんを出した。彼が何事か呟つぶやくと、それは彼の手を離れて宙に浮かび、鞘さやから抜ぬけて抜き身になる。

　クロエの目から涙が引いた。短剣は宙を飛び、まっすぐ壁かべ際ぎわへ向かってくる。そして、倒れているミシェルの首に向かって、鋭い切っ先が落下した。

「やめて！　起きて、ミシェル様！」

　しかし、もう間に合わない。クロエは目を閉じ、拳こぶしを握って叫さけんだ。

「いやあああ──────────ッ！」

　そのとき、何かが激しく割れる音がした。

「うわっ！」

　ユーリクが、クロエの顔に被かぶさるように身を低くする。

「いってぇ……！」

　身を起こした彼は、自分の頭を押さえて、手を離す。その掌てのひらには鮮せん血けつが付いていた。

「どうした!?　なんだ、今のは！」

　クラヴェルの声で、クロエもはっとした。

　辺りには、ガラス片へんが飛び散っている。窓が割れたのだ。

　ミシェルを見ると、彼の喉のど元もとに短剣はない。ガラス片によって弾はじき飛ばされたらしく、それは出入り口の方の床に落ちていた。

（どういうこと……？）

　その思いは、ユーリクとクラヴェルも同じだったようで、二人は顔を見合わせた。

「まあいい。ならば、もう一度……」

　クラヴェルが言うと、短剣が再び浮き、こちらへ向かってくる。

「やめて！」

　クロエは再び叫んだ。

　すると、壁沿いにあった簞たん笥すがいきなり倒れて、短剣を下敷きにしてしまった。

「……なんだ、これは……」

　クラヴェルの声こわ色いろに焦りが見える。

「お前、まさか……」

　不気味そうにクロエを見て、後じさりする。

「目覚めたのか……？」

「えっ？」

　ユーリクが、養父の様子に戸と惑まどいの色を見せる。そんな彼に、クラヴェルは叫んだ。

「ユーリク、お前が王子を殺やれ！」

「えっ、どうやって……」

「いいから早く！　首を絞しめろ！　彼女が完全に目覚めたら、私はもう何をやっても太た刀ち打うちできない！」

　彼の鬼き気き迫せまる物言いに、ユーリクは慌あわてた様子でクロエから離れ、隣となりのミシェルに手をかけた。

「やめて、ユーリク！」

　クロエは、床に倒れたまま叫んだ。窓から突とつ風ぷうのような風が吹ふきこんだが、ユーリクは今にもミシェルの首を絞めようとしている。

「ねえ、あなた、そんなことできる人じゃないでしょ!?」

　──俺は、親おや父じの跡あとを継いで、庶民を救う町医者になりたいんだ。

　信じていたのに。あの言葉を。

「一いつ緒しよだと思ってたのに……平民の友達ができて、わたし、すごく嬉うれしかったのに」

「一緒なもんか！」

　ユーリクはやり切れないように叫び、クロエの方を見た。その瞳ひとみは血走り、まるで何かと葛かつ藤とうしているかのように小刻みに震ふるえていた。

「俺は、いつも一人だった。王宮には父も母もいない。今の父さんの家に来たあとも、外に出るなと言われて、友達もできなかった。そんな俺の気持ちが、お前にわかるのか？」

　ずきん、と胸が痛んだ。彼の孤こ独どくの哀かなしみが、その顔つきから伝わってきたからだった。

「だからって、こんなこと……」

「ユーリク！」

　もう一度クラヴェルが叫んだ。

　それで、ユーリクは再びミシェルと向き合う。

「俺が俺らしく、堂々と生きられるようになるためには、もうこうするしかないんだ……！」

　そう言って歯を食いしばり、彼は、ミシェルの喉元にかけた手に一思いに力を込めた。

「やめて───っ！」

　クロエは叫んだ。

　そのときだった。

　外から不思議な音が近づいてきた。まるで滝たきのような水音が、徐じよ々じよにこちらに迫せまってくる。

「なんだ……」

　窓を見つめるクラヴェルの顔が、死人のように青ざめた。

　次の瞬しゆん間かん、濁だく流りゆうのような水の流れが、窓から部屋へなだれ込んできた。

　それは、まるで天空を泳ぐ竜りゆうのような動きを見せる、鮮あざやかな一本の水流だった。

「うわあああっ！」

　窓から入ってきた水の群れは、ミシェルに覆おおい被さるユーリクだけを押し流し、さらには部屋の奥にいたクラヴェルを飲み込んで、ドアを突つき破り、廊ろう下かの向こうへと怒ど濤とうの勢いで流れていった。

「…………」

　クロエは、それを呆あつ気けにとられて眺ながめていた。

「……クロエ？」

　横から声がして、顔を動かすと、横たわったミシェルが目を覚ましていた。

「一体、何が起きたんだい？」

「……わたしも、よくわかりません……」

　頭の中に、クラヴェルの言葉が鳴り響ひびいている。

　──お前、まさか……目覚めたのか……？

（もしかして、今のは……わたしが……？）

　そう考えて、いや、そんなまさかと打ち消す。

　そのとき、廊下の方から、バタバタと踏ふみ込んでくる数名の足音が聞こえてきた。

「いたぞ！　クラヴェルだ」

「ユーリク、確保！」

　男たちの声がして、さらにこちらへ向かう足音がある。

「クロエ様！」

　その姿が見えたとき、安あん堵どのあまり涙が込み上げてきそうになった。

「ジルベール……！」

　助かったのだ。

　彼は近この衛え騎き士しの制服を着ていた。他ほかの足音も、彼の仲間の近衛騎士だろう。

「お待ちください、ただいま……」

　クロエの前にやってきて跪ひざまずいたジルベールは、後ろにいるミシェルを見て、迷いを見せる。

「いいよ、レディファースト」

　ミシェルに言われて、ジルベールは短剣でクロエの手足の縛いましめを切った。続いてミシェルも解放されて、二人はようやく人ひと心ごこ地ちつく。

「ん……？」

　ふと自分の手を見て、クロエは気がついた。掌に、白茶けたゴミのようなものが貼はりついている。つまんで捨てようとして、はたと思いとどまる。

（そういえば、さっきの花びらは……？）

　辺りの床ゆかを捜さがしても、それらしきものは落ちていない。放したつもりもなかったが、どこかへ行ってしまったのだろうか。

（まさか、これじゃないわよね）

　掌に貼りついているものは、カラカラに乾かわいて匂においもない。これが花びらだとしたら、まるで一いつ瞬しゆんにしてドライフラワーになってしまったようだ。

「誠まことに申し訳ございません。私が判断を誤ったばかりに、お二人を危険に晒さらしました」

　クロエとミシェルを前にして、ジルベールは頭こうべを垂れてそう言った。

「昨日は、何を置いてもクロエ様のお傍そばを離はなれるべきではありませんでした。『彼』が実行犯ならば、もう少し慎しん重ちような行動に出るだろうと思っていた私が浅はかでした」

「彼……？」

「実は、私が王宮に呼ばれたのは、クラヴェルの身辺調査の結果報告のためだったのです。薔ば薇ら園での一件があったとき、Ｓ級の魔ま法ほう使つかいである彼の身辺調査を要よう請せいしました。決定的な反現王派の証しよう拠こはなかったものの、思想的な偏へん向こうが見られること、ひと月ほど前から、屋や敷しきに養子の姿が見えないことなどがわかり、注意するべきとの結果でした」

　やはり、ジルベールはとっくに気づいていたのだ。クロエに言わなかったのは、いたずらに不安を煽あおらないためだったのだろう。

「御ご前ぜんから下がって、すぐに学校へ戻もどりましたが、いくらお声をかけても、薔薇園からは応答がなく……。寮りよう母ぼに確かく認にんし、クロエ様が戻られていないと聞いて、捜そう索さくを始めた次し第だいです」

「でも、よくここがわかったね」

　ミシェルが感心したように言うが、ジルベールは首を振ふってクロエを見る。

「ここがわかったのは、クロエ様のお陰かげです。元より、こちらへ向かう途と中ちゆうでしたが、貴女あなたの言葉で、ベルリオーズのクラヴェル邸ていだと確信できました」

「やっぱり、マジショコで見ていてくれたのね」

　それを信じて、相手に悟さとられる危険を覚かく悟ごで、所在を明かそうとしたのだ。

　ジルベールは「もちろんです」と頷うなずく。

「昨夜ゆうべから、遠見と地じ獄ごく耳みみをいくつ食べたかわかりません。口がふやけるかと思いました」

　その言葉の通り、彼からはショコラの甘い匂いがした。

「……どうして、ベルリオーズに向かってたの？」

「昨日の夕刻、不ふ審しんな馬車が、閉門直前に王都を出て、ベルリオーズの方へ早馬のような速度で向かったのを目もく撃げきされていました。遠見ショコラで見た貴女の様子から、馬車に乗っていた時間を計算すると、それもベルリオーズまでの距きよ離りと一いつ致ちしました」

「隊長！」

　そのとき、廊下から若い近衛騎士が顔を出した。若いといってもジルベールと同じくらいで、いかにも育ちのよさそうな青年だ。

「護送準備、完かん了りようしました。勾こう留りゆうして、都から護送用の馬車を呼びましょうか？」

　それに対し、ジルベールは短く首を振る。

「いや、私たちのを使って、副長以下全員で護送した方がいい。クラヴェルはＳ級の魔法使いだ。早く都に送そう還かんしよう」

「隊長は、どうなさるんですか」

「こちらのお二方をお送りする。もうすぐ王家の馬車が着くはずだ」

「……そちらのご婦人も、王家の馬車で？」

　青年は、クロエを見て遠えん慮りよがちに言った。

（そっか。近衛騎士って言っても、わたしが王女なのを知ってるのはジルベールだけなんだ）

　他の者の手前、クロエは王家の馬車に乗らない方がいいのではないか、どうやって帰ろうと思ったとき、雷かみなりに打たれたように思い出した。

「そうだ！　わたし、早く帰らなきゃ！　試験に間に合わない！」

　それを聞いて、ジルベールもミシェルもはっとした顔をする。

「その辺の辻つじ馬車でいいわ！　今すぐ乗って学校へ行かないと……！」

　聖せい菓か師し試験が開始されるのは、今日の午前九時の予定だ。

「今、何時!?」

　クロエの剣けん幕まくに、近衛騎士の青年が圧あつ倒とうされたように口を開く。

「七時です」

「王都までは何時間!?」

「早馬でも、三時間はかかるかと……」

「大変！」

　立ち上がって、ジルベールを見た。

「あなたも、行くわよ！　魔法騎士の試験も同じでしょ!?」

　だが、ジルベールは困ったようにクロエを見る。

「ですが、ミシェル様を都へお送りしないと……」

　それを聞いたミシェルは、涼すずしい顔で口を開いた。

「だったら、王家の馬車が来るまで、そこの彼らに護送を待ってもらうからいいよ。王家の馬車には、別の分隊が乗ってるんだろ？　君のことは僕の命令で帰したって言っとくから、道中で僕が死んでも君の責任にはならないよ」

　あっけらかんと言って、肩かたをすくめる。

「まあ、もっとも、的みたいに大きな紋もん章しようぶら下げた馬車より、僕も辻馬車で帰った方が安全だと思うけどね。そういうところが、非合理だって思うんだよねぇ。権けん威いだか威い厳げんだか知らないけど、僕はつくづくあの人とは合わないな」

　そして、クロエとジルベールを見た。

「いいから、早く行きなよ。遅ち刻こくしても、審査員が帰るまでに行けば見てもらえるってよ」

「それほんと!?　ありがとうございます、ミシェル様！」

　そう言うなり、クロエはジルベールを促うながして廊ろう下かへ走り出した。




　辻馬車はすぐに捕つかまり、クロエとジルベールは王都を目指した。

「できるだけ速く、全速力でお願いします！」

　進行方向にある車窓から、クロエは御ぎよ者しや台だいへ向かって大きく叫さけぶ。

　馬車がスピードを上げて走り始めてしばらくしたとき、向かいの方から王家の紋章をつけた馬車が来て、すれ違ちがうのを窓から見た。

「……そういえば、ユーリクとクラヴェル先生はどうなるの？」

「余罪が余罪ですし、少なくともクラヴェルは、生きたまま地ち下か牢ろうを出ることはないでしょう。ユーリクは……陛下のご判断次第でしょうか」

　ジルベールは、先ほどのユーリクたちの話をほとんど聴きいていたようだった。

「そう……」

　両親のことを考えて、クロエは束つかの間沈ちん黙もくする。

「そういえば、私も貴女にうかがいたいことがあるのですが」

「何？」

　ジルベールが話しかけてくれたので、気が紛まぎれてほっとした。

「先ほど、我々がクラヴェル邸に乗り込む直前、近くの川から水が噴ふき上がって、クラヴェル邸に入っていくのを見ました。私はてっきり、貴女方が襲おそわれているのかと思いましたが、流されていたのはあの二人でした。……一体、どういうことでしょう」

「そのことなんだけど……」

　クロエは、途と端たんにそわそわして浮うき足立った。

「ねえ、ジルベール。魔用紙とコインある？」

　ジルベールは訝いぶかしげな顔をしたが、「お待ちください」と指を鳴らして、魔用紙とコインを出してくれた。

　クロエは受け取った魔用紙を膝ひざの上に置き、右手にコインをつまんで深呼吸する。

（……よーし……）

　呼吸を止めて、魔ま法ほう陣じんの上にコインを置いた。次の瞬しゆん間かん。

　コインは勢いよく跳はね上がって、馬車の天てん井じようにぶつかった。跳ね返ったコインが、クロエの額めがけて落下する。

「いたっ！」

　かと思うと、コインは再びあさっての方向へ飛んであちこちにぶつかり、暴れ馬もかくやという勢いで車内を跳ね回る。

「こらっ！」

　やっとの思いでコインを両手で摑まえ、ほっと肩の力を抜ぬいた。

「……どういうことです？」

　目を瞠みはるジルベールに、クロエは曖あい昧まいに笑った。

「どういうことかしら……」

　掌てのひらの間では、まだコインがぴくぴくと動いている。

「とりあえず、魔法は使えるようになったみたい……なんだけど」

　そう答えながら、ふと、さっき掌に貼はりついていたものを思い出した。

（もしかして、あの薔薇の花びらが、わたしに力をくれたのかな……？）

　果たして、これでＡ級以上のマジショコを作ることができるのだろうか。それはまだ、わからなかった。




　王都に近づくにつれ、二人は言葉少なになった。

「今、何時？」

　ようやく王都が遠くに見えた頃ころ、クロエが訊きくと、ジルベールは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を出した。

「十時半です」

　やはり、早馬よりはだいぶ時間がかかってしまっている。いくら急いでもらっているとはいえ、辻馬車では限界があった。

「試験はどうなってるんだろう……。ちょっと、遠見と地じ獄ごく耳みみで見てもらえない？」

「申し訳ありませんが、今は二つとも切らしております。先ほど使いきってしまいまして」

「……そっか」

　理由が理由なので、彼を責めることもできない。

（こんなことなら、アニエスさんにもらったショコラ、残しておけばよかったな……）

　後こう悔かいは、そればかりではない。

（ユーリクになんか、分けるんじゃなかった。アニエスさんがせっかく厚こう意いでくれたのに、あんな人なんかに……）

　両親のことを考え、再び胸の中にどす黒い感情が溜たまっていくのを感じて、クロエは自分の両りよう頰ほほを叩たたくように押さえた。

（ダメだ、今はユーリクのことなんか考えてる場合じゃない）

　そう自分に言い聞かせて、御者台の方の車窓を見み据すえる。そこに乱れてぼさぼさになった髪かみが映っていて、今さらだが慌あわてて撫なでつけた。

　サイドの髪を整えて、髪かみ飾かざりを留め直していたとき。ふと視線を感じて隣となりを見ると、ジルベールがクロエを見ていた。

「……何？」

「いえ……」

　首を振ふったジルベールは、そこで思い直したように言葉を続けた。

「最近、髪を下ろされているのですね」

「え？　ええ……おかしい？」

　髪飾りをつけるようになってから、クロエはおさげにするのをやめていた。他の女子たちのような凝こった髪型は真似まねできないが、この方が髪飾りに合うのではないかと思ったのだ。

「いいえ。お可愛かわいらしいと思います」

　ジルベールは微笑ほほえんで言い、恥はずかしくなったクロエは、ありがとうと呟つぶやいて黙だまりこくったのだった。




　馬車が魔法学校の前で停とまると、ジルベールは先に馬車を降りた。続いて下りようとするクロエに、地面に降り立った彼が手を差し出す。

「お手をどうぞ」

「……ありがと」

　近この衛え騎き士しの格好の彼に手を取られ、制服の長いスカートをたくし上げて降りると、自分が柄がらにもなく貴婦人らしく振る舞まっているようで照れ臭くさかった。

「じゃあ……」

　さっそく校舎へ行こうとするが、ジルベールは握にぎったクロエの手を離はなさない。

（なっ、何……!?）

　ドキッとして、彼の顔を見上げた。

「貴女あなたが実力を発揮できますように。そして、私にもお力を賜たまわりたく存じます」

　クロエを見つめてそう言うと、彼はクロエの手を持ち上げ、お辞じ儀ぎするように頭を下げる。

　手の甲こうに、唇くちびるが触ふれるのを感じた。

「えっ!?」

　キスされたのだとわかった瞬間、驚おどろいて声を発してしまった。

　鼓こ動どうが速くなる。触れられた手が熱い。

　真っ赤になって硬こう直ちよくしているクロエを見つめて、ジルベールは微笑んだ。

「……どうか、ご健けん闘とうを。貴女の希望が叶かなうことを祈いのっております」

　そう言って、彼はそっとクロエの手を離す。

「……ありがとう……」

　胸の奥が、いつまでも熱く痺しびれている。なんだか空を飛んでいるような、足元がふわふわした、不思議な気分だった。

　その気持ちのまま、校舎に向かって踵きびすを巡めぐらした。

「あなたも頑がん張ばってね、ジルベール！」

　振り返って叫んでから、クロエはスカートをたくし上げ、一直線に走り出した。




　校内には、不気味なほどに人気がなかった。学校は休みなので、校内には試験を受けている新入生しかいないはずだが、それにしても人が少ない。

（試験が終わって、みんなもう帰っちゃったのかな……）

　試験会場となっているはずの調理室に着いて、思いきってドアを開ける。

「遅おそくなってすいません！」

　中に入って、勢いよく腰こしを折り曲げた。何の反応もないので、おそるおそる顔を上げると。

　広い調理室には、十人ほどの人がいた。後ろの方にいる何人かの生徒たちを見ると、もう帰り支じ度たくをしている。

「大遅刻ですよ。クロエ・アングル。入学式で懲こりていなかったのですか」

　そう言ったのは、教きよう壇だんの方にいるドルイユ教きよう諭ゆだった。聖せい菓か師し試験の試験監かん督とくは、聖菓師ではない彼女と決まっていた。

「すみません……」

　泣きたい気持ちをこらえながら、彼女の方へ向かって歩いて行く。すると、ドルイユ教諭の近くにいた大人の一人が言った。

「まあまあ。たった今、他ほかの生徒の審しん査さが全部終わったところだし、ちょうどいいですよ」

　それを聞いて、クロエは顔を上げる。

　見ると、そこにはドルイユ教諭の他に三人の大人がいた。おそらく聖菓師ギルドから派は遣けんされた審査員だ。二人はクラヴェルほどの高こう齢れいの男性、そして残りの一人を見て、目を瞠った。

（アニエスさん……！）

　アニエスも、クロエを見てはっとした様子だった。だが、何も言わずに目を逸そらす。

「私たちはかまいませんよ。最後の試験を始めましょう」

「重役出勤のお嬢じようさん、じっくりお手並み拝見といきましょうか」

「アニエスさんは我々と違ちがって、現げん役えきでお忙いそがしいでしょうから、申し訳ありませんがね」

　とりわけ大おお御ご所しよめいた風格の男性に言われて、アニエスは気き後おくれしたように首を振る。

「いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　言葉少なに答えて、彼女は再び沈ちん黙もくした。

「申し訳ございません。……先生方に謝罪とお礼を。クロエ・アングル」

　ドルイユ教諭に鋭するどい視線を向けられ、クロエは再び腰を折る。

「本当に申し訳ありません！　ありがとうございます！　今すぐ作り始めます！」




　そうして、クロエの聖菓師試験が始まった。

（焦あせらず、素す早ばやく、いつものように……）

　鍋なべに入れたショコラのタブレットを湯ゆ煎せんにかけ、飲み物のようになめらかになったものを大理石の台の上に落とす。両手のヘラを使い、ショコラの海を丁てい寧ねいに搔かいていく。

「ほう……これは」

「この手て際ぎわなら、今すぐ工こう房ぼうで働き始められそうだ」

「まあ、聖菓師に肝かん心じんなのは魔ま力りよくですけどね」

　三人の審査員とドルイユ教諭に見られて、クロエの緊きん張ちようは高まる。相変わらず、アニエスだけは無言だった。

（こんなので……本当にＡ級以上のマジショコになってるのかな）

　いつものショコラ作りと、あまりにも何も変わらない。手からビリビリと魔力が伝わったりする感かん触しよくなどを期待していたのだが、そんなことは一いつ切さいなかった。

（……ダメだ、集中しなきゃ）

　今はただ、いいショコラを作ることだけを考えよう。下町のあの店で仕込みをしていた頃のように。

　お客さんの喜ぶ顔を思い浮うかべながら、ショコラと向き合う時間が好きだった。それは、両親が生きていた頃から変わらない。

　──わたしのトリュフ、売ってくれるの？

　──ああ。お前は半人前だから、お父さんのショコラの半額だけどな。

　初めて、店先に自分のショコラが並んだ日。嬉うれしくて、一日中お店で買ってくれるお客さんを見ていた。

　──クロエちゃんのショコラ、美味おいしかったわ。

　街の人たちは、みんな温かかった。

（わたしがマジショコを作れたら、あの人たちの笑え顔がおを増やすことができるんだ）

　その夢まで、あと一歩。

　けれども、クロエ一人の力では、ここまでだって来られなかった。

　王様が入学させてくれて、ミシェルもよくしてくれて。

　そして、ジルベールが見守ってくれて……。

（ジルベール……いつも助けてくれて、本当にありがとう）

　彼のことを考えると、胸が熱くなる。さっきキスされた右手から、無限の力が湧わいてくるような気がした。

（……このショコラが、今のわたしのすべてだ）

　ありったけの思いを込めて、いつにも増して丁寧にテンパリングを行い。

　やがて、ほどよい硬こう度どになったショコラを型に詰つめ終えて、クロエの実技は終しゆう了りようした。

「……終わりました」

　顔を上げて言うと、教室はしんとした静せい寂じやくに包まれた。

　いつの間にか、教室の後ろで帰り支度をしていた生徒たちも、近くでクロエのショコラ作りを見守っていた。

「では、試験薬をかけます」

　ドルイユ教諭がそう言って、クロエのショコラに小こ瓶びんの液体を振りかける。

（お願い、どうか大きな動物が出てきて……！）

　両手を組んで、全ぜん霊れいで祈る。

　液体がショコラに染しみ込み、ショコラからもくもくとした煙けむりが上がる。

　その煙が晴れたとき、そこにいたのは……。




　ピーピチュチュ！




　澄すんだ鳴き声がして、一羽の鳥が、大理石の上で跳はねていた。

　それを見た瞬しゆん間かんのクロエの失望は、地面にめり込んでしまいそうなほどだった。

（ダメだった……）

　現れたのは、いつものコマドリだった。

「小鳥……ですか」

　ドルイユ教諭は、眉まゆひとつ動かさずにそう言った。

「なるほど。そうですな」

「惜おしい。ショコラ作りの腕うで前まえはいいが、魔力はＢ級のようだ」

　二人の男性審査員が、拍ひよう子し抜ぬけしたように言う。

「なんだ。散々もったいつけといて、結局Ｂ級かよ」

「しょせん、庶しよ民みんのショコラティエールだったのね」

　級友たちも、口々に嘲あざけりの言葉を述べた。

（なんで……）

　めちゃくちゃだけど、コインだって浮いた。川の水だって、もしかしたら動かせていたのかもしれないのに……それでも、ダメだったのか。

　平民の星にはなれない。「ショコラトリー・クロエ」の再開も叶かなわない。

　すべての夢が水すい泡ほうに帰した。

（そんな……本当に、もう終わりなの……？）

　自分が情けなくて、涙なみだも出なかった。

「……では、残念ですが、不合格ということで」

「そうですな。これにて……」

　審しん査さ員の男性二人が、嘆たん息そくしながら、立ちつくすクロエに背を向けたときだった。

「待ってください！」

　今までほとんど喋しやべらなかったアニエスが、大声で二人を呼び止めた。

「先生方、よくご覧ください」

　そう言って、台の上の鳥を指差す。

「鳥は鳥でも、あれはコマドリです……！」

　すると、二人の男性審査員の顔つきが変わった。

「なんですと!?」

　飛び跳ねながら歩く鳥を見て、一人は老眼らしき目を凝こらし、一人は内ポケットから単眼鏡を出して目元にかざす。

「信じられない……本当だ……」

　審査員の反応を見て、残っていた生徒たちもざわめきだす。

「なんです？　コマドリというのは……普ふ通つうの小鳥とどう違うんです？」

　ドルイユ教きよう諭ゆは焦った様子で、胸むな元もとから出した小型の辞書のようなものをめくった。

「あっ……！」

　そして、小さく叫さけび声を上げた。

「ＳＳダブル級……」

　彼女の呟つぶやきに、生徒たちも目を見開く。

「コマドリへの変化は、ＳＳ級の魔力反応です……！」

　それを聞いて、生徒たちがどよめいた。

「ＳＳ級だって!?」

「ウソだろ!?　信じられない……何かの間ま違ちがいじゃないか……」

「よりによって、あんな平民が……!?」

　そのとき、驚おどろく生徒たちの間から、一人の女生徒が進み出た。

　それは、ショコラ実習のときに向かいにいた女生徒だった。今まで気づかなかったが、残っていた生徒の中に彼女もいたのだった。

「おめでとう！　貴女あなたって、やっぱりすごい人だったのね。えっと……」

　クロエの前にやってきた彼女は、そこで困ったように口をパクパクさせた。

「……お名前、何だったかしら？　そういえば自己紹しよう介かいしてなかったわね。私はロザリー」

「わたしはクロエ。クロエ・アングル」

「クロエ。これからもよろしくね」

　おっとりと笑って、ロザリーはクロエを見つめる。

「あの約束、覚えてる？　マジショコのブティック、きっと行きましょうね」

　クロエは声もなく頷うなずいた。どん底から一気に嬉しいことが押し寄せすぎて、心がパンクしそうだった。

「ロザリー様が、あの平民とお友達に……？」

　そんな二人の様子を見て、周りの級友たちがざわつきを増す。

「ロザリー様は、ペリシエ公こう爵しやくのご令れい嬢じようよ。そんなこと許していいの？」

　それを聞いて、クロエは度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

（公爵って……ジルベールより身分の高い家いえ柄がらじゃない！）

「いくらＳＳ級だからって、公爵令嬢とお友達面づら？　平民のくせに、図に乗り過ぎよ」

「でも、ＳＳ級をいじめたら報復が怖こわいわ……」

「なんたってＳＳ級だもんな……Ｓ級だって滅めつ多たにいないのに」

「もしかすると、創立以来、初めてなんじゃないか？」

　今まで冷たかった級友たちが、クロエに対する態度を決めかねて尻しり込ごみしている。

　当のクロエはというと、ひたすら現実感のない驚きの中にいた。

（ＳＳ級……わたしが……！）

　まるで夢の中にいるみたいだ。いや、こんなこと夢に決まってる。そう思って茫ぼう然ぜんとしていた、そのとき。
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「コマドリは、古代から『神鳥』と言われ、聖なるものとされています。王家の紋もん章しように描えがかれているのも、カカオの実とコマドリよ。ご存じなかった？」

　そう言って近づいてきたのは、アニエスだった。

「知りませんでした……」

　アニエスは微笑ほほえんで、クロエの手を取る。初めて見る彼女の笑顔は、今まで見たどの顔よりも、亡なくなった母にそっくりだった。

「おめでとう。聖せい菓か師しの世界へようこそ」

　温かな手に包まれて、まるで母に祝福されているような気がして胸が熱くなる。

「頑がん張ばったわね」

　なつかしく優やさしい声こわ色いろに、鼻の奥がツンとして、目の奥から熱いものが込み上げてくる。それと同時に、クロエの中に、ようやく少しずつ、すべての実感が湧き始めた。

「じゃあ、わたし……」

　滲にじんでいく視界で、傍かたわらのドルイユ教諭を見る。すでにいつもの落ち着き払はらった様子に戻もどっていた彼女は、クロエに向かって力強く頷いた。

「クロエ・アングル。聖菓師試験、合格です」










[image: エピローグ]




「できた！」

　弾はずむような声を上げて、エミリーが紅筆をクロエの唇くちびるから離はなす。

「こっちも完成よ」

　ベアトリスが、クロエの髪かみから手を離し、胸元のケープを取った。

「さあ、どう？　クロエ様」

　エミリーに渡わたされた鏡を見て、クロエは思わず息を吞のむ。

「これ、わたし……？」

　鏡の中には、見たことのない自分の姿があった。綺き麗れいに化け粧しようを施ほどこされた顔、凝ったやり方で結ゆい上げられた髪、それに、レースで縁ふち取どられた素す晴ばらしいドレス。

　生まれながらの貴婦人にしか見えない少女が、驚いた顔でこちらを見ていた。

「それにしても、私たちって天才かもね。すっごくお似合い！」

「ほんと。それに、今日に間に合ってよかったわ！」

　立ち上がったクロエの全身を見て、セルヴァン姉妹しまいは満足げに顔を見合わせる。

　確かに、クロエのために作られたドレスは完かん璧ぺきだった。豪ごう華かだが派手すぎず、淑しゆく女じよらしい上品さを残したデザインとレース使い。フレッシュな淡たん紅こう色しよくの生き地じも、クロエの若々しさを引きたてている。

「……髪かみ飾かざり、ほんとにそれでいいんですか？　いつもつけてらっしゃるやつなんでしょ？　私たちのパーティ用のものでよければ、お貸しできるけど」

　部屋を出ようとしているとき、ベアトリスに尋たずねられた。振ふり返って、クロエは言う。

「これがいいです。お二人とも、本当にありがとうございます」

　先に立ってドアを開けたエミリーが、手を振ってクロエを見送る。

「いってらっしゃい、クロエ様」

「合格祝賀パーティ、楽しんでらして！」




　姉妹に送り出されて廊ろう下かに出ると、そこにはジルベールが立っていた。

「…………」

　クロエを見ると、彼は目を瞠みはって言葉に詰つまった。それで、クロエは途と端たんに照れ臭くさくなる。

「おかしい？　なんか、ちょっと、自分じゃないみたいな感じはするけど……」

　ジルベールは、微笑して首を振った。

「いえ、とてもお似合いです。……お綺麗ですよ」

　恥はずかしくて俯うつむいたクロエは、ジルベールにエスコートされて学校へ向かった。

　波乱の聖菓師試験からたった数時間後、その日の夕刻から、学校でささやかな祝賀パーティが開かい催さいされることになっていた。聖菓師と魔ま法ほう騎き士しの試験に合格した生徒と、それを祝う意思のある在校生が、ドレスアップして中庭でガーデンパーティをするというのだ。

　ちなみに、ジルベールが着ているのはいつもの近この衛え騎士の制服だが、それが彼の正装だ。

「改めて、聖菓師試験、合格おめでとうございます」

　学校へ向かう馬車の中で、ジルベールが言った。

「ありがとう。あなたも、無事、魔法騎士に受かってよかった」

「怪け我が人が出て、実技試験が延びていたようでしたから。お互たがい、危ないところでしたね」

　そこで、彼はふと顔を曇くもらせる。

「……コマドリのこと、本当に申し訳ありませんでした。私に知識があれば、最初からＢ級などと言って、貴女あなたを悩なやませることもなかったでしょうに」

「しょうがないわ。ドルイユ先生だって知らなかったのよ。大おお御ご所しよそうな聖菓師の先生たちだって、最初は見落としてたくらいだし」

　そう言って、ふと、クラヴェルの言葉を思い出した。

　──彼女が完全に目覚めたら、私はもう何をやっても太た刀ち打うちできない！

　彼はあらかじめクロエのショコラを調べていて、クロエの魔力がＳＳ級であることを知っていた。しかし、授業でクロエの実技を見て、まだ魔力に目覚めていないことも知ったはずだ。ショコラ実習で、当然知っていたはずのコマドリを見ながらＢ級だと告げたのは、今思えば、魔力を自覚させないことで、少しでもクロエの目覚めを遅おくらせる狙ねらいだったのだろうか。

　それに、入学式の日、クロエを薔ば薇ら園に導いた黒くろ猫ねこも。今思えば、ユーリクとクロエを出会わせるために、クラヴェルが変へん化げした姿だったのかもしれない。

「……クラヴェル先生が逮たい捕ほされて、明日あしたからの授業はどうなるんだろう」

「そのことで今、学校関係者はパーティどころではなくバタバタしているようですよ」

　犯おかした罪や思想は別として、クラヴェルは優ゆう秀しゆうな魔法使いだった。このタイミングで彼の代わりを手配するのは、なかなか難しいだろうなと思った。




　そうして馬車が学校へ着いて、二人は校舎の中庭へ向かった。

　夕暮れの中庭は、ろうそくの灯あかりで鮮あざやかにライトアップされていた。まだ人は少なかったが、あちこちで礼装した紳しん士し淑しゆく女じよが語り合っている。いつも見ている級友たちもいるはずなのに、まったく知らない貴族の社交場へ迷い込んでしまったような気分だ。

　でも今日は、クロエ自身も、彼らの注目を集めていることに気がついた。

「あれって誰だれ？　もしかして……」

「噓うそでしょ……？　平民のくせに、どうしてあんな格好ができるのよ」

「ねえ、でも、こうして見ると……あの子、意外とジルベール様とお似合いじゃない？」

「や、やめなさいよ。そんなこと言ったらジルベール様に失礼だわ」

　女子たちの値ね踏ぶみするような視線を感じて、身を縮めながら歩いていたときだった。

　前方から、よく見知った人物が歩いてくるのが見えた。

「やあ、クロエ。見み違ちがえたよ。一段と可愛かわいいね」

　ミシェルだった。フリルを使った男子用の礼装が、彼の華はなやかな容よう貌ぼうによく似合っている。まだ人が少ないせいか、周囲にいる着き飾かざった貴婦人たちが、近づくに近づけない様子で彼にちらちら視線を注いでいた。

「今朝は大変だったね。あれからの顚てん末まつも全部聞いたよ。おめでとう」

「ありがとうございます、ミシェル様」

　それで、ジルベールを交えて三人でしばらく会話していたとき。

「そういえば、ミシェル様。わたし、ちょっと気になってることがあるんですけど……」

　クロエは、思いきって切り出した。

「この前の放課後……わたしとジルベールがずぶ濡ぬれで帰るとき、回かい廊ろうでドルイユ先生と何をお話しになっていたんですか？」

　ミシェルが今回の陰いん謀ぼうに無関係だったとわかった今、あの謎なぞだけが未いまだに解き明かされていない。

「えっ？　そんなことあったっけ……？」

　ミシェルは最初とぼけていたが、クロエとジルベールが無言で見つめていると、すぐに「はぁ～」と嘆たん息そくした。

「……まあ、君たちならいいか。内ない緒しよにしてくれるよね？」

　そう言って、観念したように口を開いた。

「実は、僕、ペットに魔グリ熊ズリーを飼ってるんだけど」

「グッ、グリズリー!?」

　とんでもない単語を聞いて、クロエは飛び上がる。魔熊といえば、魔ま獣じゆうと言われる動物の中でも、トップクラスに危険な動物だ。

「そ。最近寿じゆ命みようが近いのか、元気なくて。ドルイユ先生は、趣しゆ味みで魔獣全ぜん般ぱんの生態に詳くわしいから、みんなに内緒で相談してたんだよね」

「なんで、内緒で……？」

「だって、魔熊飼ってることがバレたら、女の子にモテなくなるでしょ？　現に、君だって引いてるし」

「ま、まあ……ちょっとびっくりしますけど……」

「いえ、私が女性だったら、逆に好印象を受けると思います。山で魔熊と出会ったときにも、習性を熟知しているため守ってくれそうですし」

　ジルベールのフォロー（？）によって、ミシェルはにわかに目を輝かがやかす。

「ほんと？　じゃあ今度言ってみようかな。……でも『うちに魔熊見に来ない？』って誘さそい文句じゃ、女の子は食いつかないよねぇ」

「行ったら、魔熊に喰くいつかれそうですしね」

　そんなことを言っているうちに、ミシェルは貴婦人たちに声をかけられて去って行った。




　再びジルベールと二人になってから、クロエは懺ざん悔げするように呟つぶやいた。

「わたし、ミシェル様に申し訳ないことをしたわ。実は、一いつ瞬しゆんミシェル様を疑ったの」

「……どういうことですか？」

　それで、彼に、ハンカチについていた王家の紋もん章しようのことを話した。

「……あのハンカチは、たぶんユーリクが用意したものだったのね。自分の陰謀を隠かくして、わたしにミシェル様を疑わせるために」

「あるいは、ユーリクが私物で持っていたのを、うっかり落としたのかもしれませんね」

「えっ？　彼は平民のふりをしていたのよ。そんなもの、持ち歩くかしら？」

「わかりませんよ。彼は王族であることを誇ほこりにしていたようですから。でなければ、五十年経たった今でも王位に固こ執しゆうしたりしません。彼にとって、城は帰りたい場所だったんでしょう」

　そんな発想はまったくなかった。クロエは俯いて考える。

「わたしとは違ちがうのね。……当たり前か。生まれたときから過ごしてたんだもんね」

　思えば、ユーリクは何から何までクロエを裏切っていた。王宮で生まれ、貴族の養子として育てられた身の上でありながら、貴族の中で疎そ外がい感を覚えているクロエに平民のふりをして近づき、クロエの命を奪うばおうとした。

　自分の王政の邪じや魔まになるという身勝手な理由で。クロエの両親を殺した、その手で。

　ユーリクと今一つ意気投合できなかった理由が、なんとなくわかった気がした。彼は、クロエとは最も遠い場所にいる人間だったのだ。

　──俺は、いつも一人だった。王宮には父も母もいない。今の父さんの家に来たあとも、外に出るなと言われて、友達もできなかった。そんな俺の気持ちが、お前にわかるのか？

　あのときの、ユーリクの悲痛なまなざしを思い出す。

　それは一体どれほどの孤こ独どくだったのだろう。クロエには想像もつかない。

　けれども、どんな事情があったとしても、他人を殺していい理由なんてあるわけないのだ。

「……ユーリクは、かわいそうな人だと思う。でも、わたしは彼を許せない」

　クロエが呟くと、ジルベールは頷うなずいた。

「そのことで、誰も貴女を責めたりはしません」

　わずかな沈ちん黙もくが流れ、ジルベールが空気を変えるように口を開いた。

「そういえば、陛下がまたおっしゃっていましたよ。『たまには城に顔を見せに来い』と」

「そっか。うーん……」

　王には学費を出してもらっているし、それくらいの希望は叶かなえてあげないといけないような気はするが、正直あまり気は進まない。

「また抱だきつかれたりするんでしょ？　『おじいちゃまって呼んで！』って」

「そのときは、私ができる限りお守りします」

「また二人で寝しん室しつに籠ろう城じようして、今度こそ真夜中までしりとりする？」

「そうですね……と言いたいところですが、その案はもうやめましょう」

　それを聞いて、クロエは「えっ？」と彼を見る。

「今、貴女あなたとそんな場所にいたら、護衛以外のことに気を取られそうなので」

　さらっと言った彼は、いつもと何も変わらぬ表情だった。なので、その真意がわからずぽかんとした。

「一体、何に気を取られるの？」

　能天気に訊きいたクロエを、彼は束つかの間見つめた。そして、なぜかやさぐれたような顔になる。

「……なんですかね。寝具のメーカーとかじゃないですか」

「なんで急に投げやりになるのよ！　そっちから振ふったくせに！」

　ツッコミを入れたクロエを、ジルベールは横目に見つめる。呆あきれたような、恨うらめしそうな視線に感じたのは気のせいだろうか。

「……クロエ様は、どういった男性に興味をお持ちになるんですか？」

「いきなり、どうしたの？」

「いくら異性と懇こん意いにしてこなかったとはいえ、片かた想おもいくらい経験がおありでしょう」

「だから、ほんとにないんだってば」

　もちろん、道行く男性を見て「あの人かっこいい！」などと乙おと女め心ごころをときめかせることは、それなりにあった。だが、恋れん愛あいとなると……。

　孤こ児じ院いんの男の子たちとは寝食を共にしていたほどの仲だが、誰か一人と特別仲良くなるようなことはなかったし、学校では似た境きよう遇ぐうの女子としか友達にならなかった。

　そのとき、ふとミシェルに言われたことを思い出す。

　──ジルベールだって貴族の男だからね。長く一いつ緒しよにいる君の前では、隠してきた軽けい薄はくな本ほん性しようが露あらわになったのかもしれない。それを確かめるには……彼の前で、僕のことを褒ほめてみるといいよ。『ミシェル様って素す敵てき！』とか『ミシェル様みたいな人と結けつ婚こんしたい！』とかね。

　──彼が君のことを好きなら、きっと面おも白しろい反応をするはずだよ。

　あのことを試ためすなら、今が絶好の機会ではないか。頭の中で、ふとそんな考えが閃ひらめいた。

「でも、そ、そうね……」

　とってつけたように思われないよう、慎しん重ちように声こわ色いろを整えて言った。

「ミシェル様のことは、素敵だと思うわ」

　ジルベールは、その答えを聞いても何も言わなかった。

「……どうしたの？」

「いえ、どうもしません」

　クロエが訊くとすぐに答え、独り言のように続ける。

「ただ、自分の新たな一面を発見して驚おどろいていました。どうやら、私は、障害が多ければ多いほど燃える性質たちのようです」

　彼が何を言っているのかわからず、黙だまって聞いているしかない。

「確かに、ミシェル様は大変魅み力りよくのある方ですね。あの方のお名前を挙げられてしまったら、私のような田舎いなか者は手も足も出ません」

「……その冗じよう談だん、前も聞いたけど、全然面白くないわよ？　あなたが田舎者だったら、一体、誰だれが都会育ちになるわけ？」

　眉まゆをひそめたクロエに、ジルベールは平然と答えた。

「冗談ではありません。中等学校を出る頃ころまで、本当に田舎で育ったのです。コリーヌという農村地帯です」

「え……どういうこと？　領地の方にあるお屋や敷しきで育ったってこと？」

「そうではありません。私が今の両親や姉妹しまいと暮らし始めたのは、たった三年前のことです」

　思わぬことを言われ、クロエは目を瞠みはる。

「今でこそセルヴァン家の跡あと取とりになっていますが、私は生まれたときから貴族だったわけではありません」

「えっ……」

　衝しよう撃げき的すぎて、言葉が出なかった。クロエの反応は気に留めず、彼は静かに続けた。

「私の実の母は、セルヴァン家の侍じ女じよでした。田舎の農村の出だった母は、凶きよう作さくの年に親しん戚せきを頼たよって働き口を探し、領地のセルヴァン邸ていでの仕事を得ました。数年後、父の子を身ごもった母は、奥方の手前、屋敷に居づらくなり、実家に戻もどって私を産み育てました」

　淡たん々たんとした語り口は、まるで自分と無関係な世間話でもしているようだ。

「数年前、奥方のご長男がお亡なくなりになり、侯こう爵しやく家に男の子どもがいなくなりました。それで私が、父と正妻の間の養子として屋敷に引き取られることになり、生まれて初めて都に呼ばれ、右も左もわからない貴族の世界で暮らすようになったのです」

　そこまで言って、彼はやっとクロエを見た。

「それが三年前。私は十五の歳としでした」

「……今のわたしと、同じだわ……」

　それだけ言うのが、やっとだった。

　どこか違い和わ感かんを覚えた、今までの彼にまつわる言動が、クロエの頭の中を駆かけ巡めぐっていた。

　──私も、ちゃんと魔ま術じゆつを学び始めたのは三年前ですから。

　──クロエ様、もしかしてお聞きになってないの？　私たち家族のこと……。

　──元より心根が田舎者なので、都会の華はなやかな貴婦人は不得手ですゆえ。

　──私は、婚こん外がい子しをもうけるつもりはありませんので。

（そういうことだったんだ……）

　同じだったのだ。ジルベールも、十五歳まで平民として暮らしていた。この広い王都で、こんな偶ぐう然ぜんの巡り合わせがあるなんて。

「初めてお会いしたときから、貴女のことは、私がお守りしなければと思いました」

　言葉を失うクロエに、彼はいつもの調子で言った。

「陛下への忠心のためだけではありません。私は、自分の意思で、貴女をお護まもりしてきたつもりです」

　胸の奥が熱くなって、心が震ふるえるような気がした。

（わたしを護ってくれる人が、ジルベールでよかった）

　心の底から、そう思った。

「……実のお母様のところには、帰ってるの？」

　ふと、そのことが気になって、クロエはようやく口を開いた。

　ジルベールは首を振る。

「いいえ。実の母は、私ともう一生会わない約束で、私を都に送り出しました」

「そんな……」

「当然のけじめです。私は、正妻の養子になったのですから」

　啞あ然ぜんとするクロエに対して、彼は眉ひとつ動かさず答える。

「でも、さびしいじゃない。もう会えないなんて。もう……」

　言った瞬しゆん間かん、自身の両目から涙なみだが溢あふれるのを感じた。

「二度と会えないなんて……生きてるのに……」

　さびしいのは、自分なのだと気づいた。

（わたしは、お父さんとお母さんには、もう一生会えない）

　そう思うと、二年前に涸かれるほど流した涙が、再び込み上げてきた。

　王子の父でなくても、聖せい菓か師しの母でなくてもよかった。ただの父と母でいいから、いつまでも一緒にいたかった。

　両親が殺害されたのだと知っても、今さらどうにもならない。暗殺犯が捕つかまったところで、父と母が帰ってくるわけではない。

　でも、あれは不幸な事故などではなかった。父と母がただのショコラティエだったら、きっと今でも一緒にいられたのに。そう思うと、今さら涙が止まらない。

「ごめんなさい、わたし……お父さんとお母さんのこと、思い出してしまって……」

　嗚咽おえつと共に言うクロエに、ジルベールは無言でハンカチを差し出してくれた。その優やさしさに、ますます涙が溢れてしまう。

「……ここは目立ちますから、あちらへ行きましょうか」

　腰こしに手を添そえられ、ハンカチを目に押し当てたクロエは歩き出す。視界の端はしに、好こう奇き心しんに満ちた紳しん士し淑しゆく女じよの顔が映った。

　ジルベールが連れてきてくれたのは、中庭の端だった。人が少なく、静かに話をするにはちょうどいい場所だ。薄うす暗ぐらいろうそくの灯あかりが、夜の噴ふん水すいを橙だいだい色いろに揺ゆらめかせ、どこか艶つやっぽい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

（いけない……こんなに泣いたら、せっかくやってもらったお化け粧しようが落ちちゃう）

　自分にそう言い聞かせて泣きやみ、ぐずついた鼻を押さえて、ハンカチから顔を離はなした。それを見計らったように、ジルベールが口を開く。

「私は大だい丈じよう夫ぶです。さびしくありません」

　しっかりとした芯しんのある声で、彼は言った。

「父と義理の母、賑にぎやかな姉妹という家族に囲まれ、城では陛下も目をかけてくださいます。近この衛え騎き士し団の仲間も大勢おりますし、何より……」

　と、クロエを見て微笑ほほえむ。

「貴女あなたをお護りするという使命が、今の私にはありますから」

　そして、そっと目を伏ふせる。

「だから、こんなことを申し上げるのは、おこがましいかもしれませんが……」

　再び目を上げ、彼はクロエをまっすぐに見つめた。

「貴女にも、私を頼りにしていただけたらと思っています」

　胸の奥がじんと痺しびれて、再び泣きたいような気持ちになる。それをごまかそうと、クロエは俯うつむいた。

「もっと早く言ってよ。わたし、あなたが平民だったなんて、想像もしなかった……」

　──俺たち、似てるね。

　ユーリクに付け込まれることになった、クロエの一番の弱みだった。クロエの思いをわかってくれる人は、こんな近くにずっといたのに。

「貴女のお気持ちは、痛いほどお察しできました。ですが『私も同じです』などと、すべてわかったふりをして、図ずう々ずうしく自分の生おい立ちを語るようなことはできませんでした」

　その控ひかえめさが、彼らしいと思う。

「話してくれてありがとう。……あなたのことが聞けてよかった」

　微笑みかけると、彼も微笑み返してくれる。最初に会ったときには、この人がこんなに笑ってくれるとは思いもしなかった。

「……あなたは偉えらいわね。たった三年で、こんなに立派な貴族になって。近衛騎士団でも部隊長だし、本当にすごいわ」

「偉くもすごくもありません。それが、私に与あたえられた唯ゆい一いつの道でしたので」

　いつもの顔に戻って、ジルベールは硬かたい声で言う。

「私には、貴女の生き方の方がまぶしく見えます」

　そう言って、クロエを見つめて目を細めた。そして、ふと遠えん慮りよがちに口を開く。

「……クロエ様は、本当に、今後も王女としてお暮らしになるつもりはないんですか」

　クロエは、「ええ……」と頷うなずいた。

「だって、無理だもん。わたしには向いてない。王女様って、外国の王おう妃ひになるんでしょ？　わたしは母国語しか喋しやべれないし、今さらそんな風には生きられない」

　それを聞いて、ジルベールは何かを覚かく悟ごしたような顔になる。

「……では、平民として、貴族の妻になる……という案は、いかがですか？」

「え？　平民と結けつ婚こんしてもいい貴族なんているの？」

　そのことが意外で、結婚に興味もないのについ訊きき返した。

「はい。貴族らしい華やかな男ではありませんが、彼と結婚すれば、王女としてよりは身軽な生活を保証しますよ」

「身軽って、どれくらい？　下町のショコラトリーで働いてもいいわけじゃないでしょ？」

「かまいませんよ。……周りはとやかく言うかもしれませんが、彼自身は世せ間けん体ていに無関心な方なので、貴女さえお気になさらなければ」

　なんだか今すぐにでも紹しよう介かいに入りそうな口ぶりなので、そこまで聞いて引く準備をする。ジルベールが自分に男性を紹介しようとしていること自体、なんとなく不ふ愉ゆ快かいだった。

「でも……貴族の男の人となんて、話が合わないと思うわ」

「私とも、話が合いませんか？」

「あなたは、ちょっと変わってるから」

　笑って答えて、再び話を畳たたもうとする。

「それに、しばらくは自分のことで手いっぱいだから。結婚のことなんて考えられない」

「かまいません」

　彼の強い口ぶりに、なぜかはっとして目を上げた。

「貴女の口からお約束をいただけるなら、待つこと自体は本ほん望もうです」

「……どれくらい、待ってくれるの？」

「お好きなだけ。貴女より少し年上なので、あまり年月が経たつと、新しん郎ろうとして見み劣おとりしてしまうかもしれませんが、それさえお許しいただけるなら」

　ジルベールの瞳ひとみはまっすぐで、真しん剣けんそのものだった。そこから目が逸そらせなくなって、クロエの胸が早はや鐘がねのように鼓こ動どうを打つ。

「その貴族って……まさか……」

（あなたなの……？）

　そうであるように、心のどこかで願っている自分がいた。先の言葉が聞きたくて、彼の目を見つめ続ける。

「ええ……」

　今まさに重要なことが聞けるのではないかと思った瞬間、ジルベールの言葉がそこで止まった。
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　先のことも考えず、恋れん情じように任せて関係を進めるような無責任はできない。クロエを得るためには、彼女に妻になってもらう必要がある。

　次期セルヴァン侯こう爵しやくが平民の娘むすめを正妻にしたとあれば、巷ちまたはちょっとした騒さわぎになるだろう。だが、彼女の本当の身分は王女だ。父である侯爵は王と昵じつ懇こんであるし、王族との婚こん姻いんに反対するはずがない。

　クロエが王女だと公表されない限り、ジルベールにはチャンスがある。そう思って、さっそくプロポーズを試みたものの。

　ここへ来て、急に、先ほどの彼女の言葉が効いてきた。

　──ミシェル様のことは、素す敵てきだと思うわ。

　恋こいの駆かけ引きなどとは無む縁えんそうな、素そ朴ぼくで裏表のない彼女のことだ。自分の気を引くためにあんなことを言ったとは考えにくい。

[image: ]

（ということは……）

　彼女の方は、ジルベールのことを、現時点で「そういう対象」とはまったく意識していないのだ。面と向かって、他ほかの男を無む邪じや気きに褒ほめてしまえるほどに。

「…………」

　それに気づいてしまったら、その先を言うことができなくなった。

　クロエは、ジルベールの護衛任務の対象者だ。護衛期間は、魔ま法ほう学校の卒業まで。

　もし、ここで彼女に振ふられたら……いや、それだけならいいが、あまつさえ嫌きらわれ、警けい戒かいされるようなことにでもなったら。これから二年間、自分はどうやって彼女を護まもればいいのか。

　そんな様々な思いが、一いつ瞬しゆんにしてジルベールの頭の中を駆け巡めぐった。
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「ええ……と」

　ジルベールは、そこでクロエから目を逸らした。

「……という男が、この広いアズナヴールのどこかには、きっといるのではないかと思いまして、ご提案させていただいた次し第だいです」

　それを聞いて、クロエは盛大にずっこける。

「何それ！　無責任！」

　高こう揚ようしていた気持ちが、一いつ遍ぺんに落らく胆たんに変わる。

（あれ……？　わたし、なんでこんなにがっかりしてるんだろう……）

　これではまるで、彼の妻になりたかったみたいだ。そう考えて、頰ほおがみるみる熱くなる。

（「ジルベールの妻」！）

　その言葉だけで、胸がドキドキして苦しい。妻ということは、夫とはきっとあんなことやこんなことを……と想像しかけて恥はずかしさに耐たえきれなくなり、早々に妄もう想そうの扉とびらを閉めた。

「どうしました？」

　ジルベールに尋たずねられて、その顔を見上げる。が、目が合っただけで顔が赤らみ、それがますます恥ずかしくて、すぐに逸らした。

「な……なんでもない！」

　そう言った声には、自分でも明らかなほど動どう揺ようの色が漂ただよっている。

（もしかして……わたし、ジルベールのことが……）

　思えば、彼のことはずっと好ましく思っていたし、ドキッとすることは何度かあった。しかし、いつの間にかこんなになるほどになっていたとは。

（たぶん、これが恋ってやつなんだ……）

　生まれて初めての気持ちを、どこか他人ひと事ごとのように感心して確かめる自分がいる。

（ジルベールは、わたしのこと、どう思ってるんだろう……？）

　そして、気になってくるのは相手のことだ。結局、ミシェルの言った通りにしても、彼の反応はよくわからなかったし、今みたいに肩かた透すかしを食くらわせてきたりするから、クロエにはジルベールの本音は謎なぞに包まれている。

（やっぱり、わたしのことをからかってるのかしら？）

　そう思うと、悔くやしいような歯がゆいような気持ちになる。これも恋の醍だい醐ご味みというものなのだろうか。

（……お母さんも、この学校で、お父さんにこんな気持ちになったことがあったのかな？）

　そう考えると、少女だった頃ころの母を身近に感じられた気がして、なんだか少し嬉うれしく思う。そして考えるのだった。

　父と母がただのショコラティエだったら、この人とは出会うことができなかった、と。

　複雑な気持ちになって沈ちん黙もくしていると、ジルベールに話しかけられた。

「……それで、どうですか？」

「えっ？」

「ＳＳ級の魔法使いになったご気分は」

　それを聞いて、クロエは短く嘆たん息そくして首を振った。

「全然、実感湧わかない。昨日の今日どころか、今朝の今だし」

「でも、おそらく明日あしたから、学校中が貴女あなたの話で持ちきりになりますよ」

「魔力があっても、使い方を知らなければ、ないのも同然だもの。まだまだこれからだわ」

　本当にこれからだ、と思う。

　恋も、魔法も、聖せい菓か師しの夢も。

　でも、それを追う日々の中では、隣となりにいつもこの人がいてくれる。そう思っただけで、自分の中に限りない力がみなぎってくるのを感じる。

「……改めて、よろしくね、ジルベール。頼たよりにしてる」

　信しん頼らいと親愛の気持ちを込めて、クロエは隣の騎き士しに微笑ほほえみかけた。

「はい」

　左胸に手を当てて恭うやうやしく頭を下げたジルベールは、いつもの端たん整せいな顔で微笑み返した。

「もったいないお言葉、ありがとうございます。クロエ様」










　あとがき







　はじめまして。長なが岡おかマキ子と申します。このたびは、お手に取ってくださいましてありがとうございます。

　他レーベルや他媒ばい体たいでお見知りおきくださっていた方がいらっしゃいましたら、今回もありがとうございます。引き続き、よろしくお願いいたします。




　幼い頃ころに夢中で読んでいた、憧あこがれの少女小説！　ということで、私が思う少女の夢とときめきを詰つめ込こみました。……と書くのは、柄がらでもないので非常に恥はずかしいです。

　妹に「今度、実は王女様だけど庶しよ民みんとして頑がん張ばってる女の子が、魔ま法ほうのショコラティエールを目指すお話を書くの！　あと、護衛の騎き士しといい感じになる！」と報告したら「バカなこと言ってないで早く寝ねなさい」と言われました。そういう姉です。

　普ふ段だんから、ほぼ毎日食べているほどチョコレートが大好きですが、このお話を書いているときは、消費量がさらに増えました。作中に出てきそうなお高いボンボン・ショコラは無理なので、スーパーでまとめ買い特価の板チョコを大量調達してきて……。時を同じくして、体重計に乗るのをやめました。

　チョコ好きの皆みな様さまには、ぜひお気に入りのチョコレートの香かおりと共に、本書を楽しんでいただけたらと思います。




　本作のイラストは、めろ様に担当していただくことができました。いただいた表紙カバーイラストがあまりに美しく、仕事の合間に眺ながめては癒いやされております。大変お忙いそがしいところ、可愛いイラストをありがとうございます！

　そして、私が初めてのビーンズ文庫での執しつ筆ぴつに、迷いながらも楽しんで取り組めましたのは、頼たのもしい担当様のお陰かげです。本当に感謝してもしきれません。デビュー作からお世話になっていることもあり、出来の悪い妹のような気分で頼たよってしまいました。

　その他ほかにもこの本の制作・販はん売ばいに携たずさわってくださるすべての方々と、私を支えてくれる家族や友人、何より、読者の皆様に心からのお礼を申し上げます。

　またお会いできますことを、切に祈いのっております。








長岡マキ子　　


















カバー・本文イラスト／めろ

デザイン／須貝美華










ショコラと魔ま法ほう使つかい








長なが岡おかマキ子こ
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